
アクセスの より多くの市民が手賀沼を身近に感じながら、自然体験・生活体験ができる場を提供する。
施策目的・

(2)目的 向上を図ります。また、手賀沼に親しめる交流拠点としての活用が期待される手賀沼親水広場、鳥の博物館 事業目的
展開方向

、高野山桃山公園、アビスタ、手賀沼公園などの公共施設や手賀沼周辺の歴史的・文化的遺産をネットワー
市民が気軽に安心・安全に利用できるよう、キャンプ場の利用受付事務や野外用品の貸出などの維持管理運 年間を通して予約・申請手続きの受付。
営を行っている。 管理委託先との調整。
また、学校長期休業期間や土日にはキャンプ場に管理人を配置しており、また、利用者の利便性を図るため 当該年度 通年の施設整備等保守点検、草刈、消毒、樹木の剪定の実施。
に繁忙期の平日にも管理人を配置しています。 執行計画

(3)事業内容 内　　容 この管理運営は、我孫子市ふれあいキャンプ場の設置及び管理に関する条例施行規則に基づいて運営を行っ
ている。

キャンプ場の利用者数 想定値 8,500当該年度
単位 人

活動結果指標 実績値 3,356

(4)達成目標(期待する成果) 達成目標(期待する成果) 指標種類 指　　標 単位 (5)現況値 (6)目標値

当該年度 より多くの市民が手賀沼を望むキャンプ場を利用し、自然体験・生活体験をする。 直接 キャンプ場の利用者数 人 3,386 8,500

令和 4年度 同上 直接 同上 人 8,500

令和 5年度 同上 直接 同上 人 8,500

予約方法が窓口のみとなっていることや、使用料の支払いは銀行窓口のみとなっており、利用者の利便性を図るため、予約方法
(7)事業実施上の課題と対応 などを検討する必要がる。 代替案検討 ○有 ●無

令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度

政
策

金額(千円) 政
策

予算額(千円) 決算額(千円) 政
策

金額(千円) 政
策

金額(千円)内　　容 内　　容 内　　容 内　　容

消耗品費 53 消耗品費 50 27 消耗品費 50 消耗品費 50
印刷製本費 46 印刷製本費 46 46 印刷製本費 46 印刷製本費 46
光熱水費 575 光熱水費 593 561 光熱水費 593 光熱水費 593
電話料金 35 電話料金 34 34 電話料金 34 電話料金 34
浄化槽法定検査手数料 16 浄化槽法定検査手数料 16 16 浄化槽法定検査手数料 16 浄化槽法定検査手数料 16
火災保険料 3 火災保険料 3 3 火災保険料 3 火災保険料 3
合併処理施設維持管理費 588 合併処理施設維持管理費 588 577 合併処理施設維持管理費 588 合併処理施設維持管理費 588

実施内容 排水管及びグリストラップ清掃業務 39 排水管及びグリストラップ・雨水桝清掃 121 39 排水管及びグリストラップ・雨水桝清掃 121 排水管及びグリストラップ・雨水桝清掃 121
草刈委託料 1,088 草刈委託料 1,262 1,198 草刈委託料 1,262 草刈委託料 1,262

(8)施行事項
費　　用 樹木管理委託料 200 樹木管理管理委託料 200 200 樹木管理委託料 200 樹木管理委託料 200

管理運営委託料 1,623 管理委託料 1,592 1,591 管理運営委託料 1,592 管理運営委託料 1,592
ふれあいキャンプ場管理運営を行う 1,990 ふれあいキャンプ場管理運営を行う 2,115 2,021 ふれあいキャンプ場管理運営を行う 2,115 ふれあいキャンプ場管理運営を行う 2,115
会計年度任用職員　 1,989 会計年度任用職員　2,644千円＊0.8人 会計年度任用職員　2,644千円＊0.8人 会計年度任用職員　2,644千円＊0.8人
2,486,212円＊0.8人 【3月補正】会計年度任用職員 △60

予算(決算)額 合　　計 8,245 合　　計 6,560 6,313 合　　計 6,620 合　　計 6,620
国庫支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
県支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
起債 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0 0 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0

(9)財源内訳
一般財源 7,472 5,045 6,313 5,105 5,105

その他の財源 □特会 ■受益 □基金 ■その他 773 □特会 ■受益 □基金 □その他 1,515 0 □特会 ■受益 □基金 □その他 1,515 □特会 ■受益 □基金 □その他 1,515
換算人数(人) 0.14 0.11 0.11 0.14 0.14
正職員人件費 1,218 979 979 1,246 1,246

(10)人件費等
嘱託職員報酬額 0 0 0 0 0
臨時職員賃金額 0 0 0 0 0

事業費(予算(決算)額＋正職員人件費) 9,463 7,539 7,292 7,866 7,866
(11)単位費用

1.11千円／人 0.89千円／人 2.17
    (事業費／活動結果指標)

２．事業の評価(DO+CHECK)

評価項目 事　前　評　価 事　後　評　価（評価結果に応じ、改善案検討（拡充も含む）） 改善検討

必
　
要
　
性

手賀沼は、我孫子市のまちづくりにとって欠かせない要素であり、その活用のあり方が我孫子市の魅力を大きく作用する ●①事前確認での想定どおり
。手賀沼の活用を進め、その魅力を高めるための一つの要素として、市のシンボルである手賀沼を望みながら自然体験や ○②事前確認での想定どおりでなかった

(1)事業が今必要である理由・ 生活体験をできる場を提供することが必要である。 ○要
   背景は？(事業の必要性) ＜想定どおりとした理由／想定どおりでなかった原因＞ ●不要

新型コロナウイルスの影響により、利用者数は減少しているが、我孫子市の魅力発信や貴重な自然体験ができる場となっ
ている。

○①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できない ＜その他の内容＞ □①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できなかった ＜市実施の具体的な内容・必要性の理由＞
(理由) □法令等で市が実施することが定められている ■②市が主導で進めなければ実効性がなかった シルバー人材センターに管理、草刈り業務を委託し、その他

□提供主体が市しかない □③市が先導役となったことで市民へ普及が一層 の維持管理業務を市内業者に委託した。
□その他 　促進された 家族連れの利用者が多く、子供の健全育成に寄与しており、

□④市の支援が政策・施策の目標の実現に貢献した 市が管理することで実効性が確保されている。
(2)市が実施する必要性は

●②自治体である市が推進すべきである ＜その他の内容＞ □⑤サービス水準が確保された ○要
   あるか？

(理由) □市が主導で進めることにより実効性が得られる □⑥サービスの安定供給基盤が確保された ●不要
   (市実施の必要性)

■市が実施・提供することにより、良質で安定した □⑦その他
サービスが保証される ＜その他の内容＞

□市が支援することにより政策・施策の目標の
実現が図られる

□その他

参
加
・
協
働
の
工
夫

実施した参加・協働の具体的な内容（又は今後、
参加・協働の内容 工夫の具体的な内容 参加・協働の程度・内容

参加・協働が考えられる場合にはその内容）
○①事業計画時に市民の参画有り 我孫子市シルバー人材センターに管理を委託 ○①当初期待した以上
○②事業実施時に市民の参画有り ●②当初期待したとおり
○③管理・運営に市民の参画有り ○③当初の期待以下

市民の参加や市民との協働を
○④市民の自主的な活動と連携している ○要

工夫しているか？
○⑤市民と共同で事業を実施 ＜期待した以上となった理由／期待以下であった原因＞ ●不要

(体制づくり)
●⑥その他

＜その他の内容＞
該当なし

環
境
へ
の
配
慮

配慮の視点 取組む内容 実施した具体的な内容 環境への配慮

■①自然環境を生かしている 適正な緑地管理を行う。 施設の適切な維持管理 ●①想定どおり
□②生き物と共存している ○②想定どおりでなかった
□③手賀沼を意識している

環境に配慮して事業を進めて
□④環境負荷低減に貢献している ＜想定どおりでなかった原因＞ ○要

いるか？
□⑤その他 ●不要

＜その他の内容＞

効
　
率
　
性

現況値(a)(人) 目標値(b)(人) 目標値の妥当性のチェック 達成状況 ○①目標値達成
●②目標値未達成

■①客観的なデータ・事実に基づき設定している 実績値(f)(人) 達成率(％)
(1)目標設定は適切か？ □②現況値と比べ実現性が乏しい値ではない (f/b×100) ○要

＜目標を達成した理由／未達成となった原因＞
3,386 8,500 □③現況値との差が小さい値ではない ●不要

新型コロナウイルスの影響により、施設の利用制限をしたため利用者数が減少し
□④適当な比較対象が有る場合、比較対象例における目標値(と現況値の差)と 0 0

た。
　同等の水準である

対策実施による事業費削減 実施予定の対策 実施状況 ○①想定事業費未満 事業費の削減対策について
●②概ね想定事業費以内

事業費削減額(d) □①国・県助成制度活用 □⑤ＰＦＩ等民間資本の活用 対事業費(％) ●①事前の想定どおり
事業費(c)(千円) 実績値(g)(千円) ○③想定事業費超過

(千円) ■②現有体制での対応 □⑥受益者負担 (g/c)×100 ○②事前の想定どおりでなかった
□③維持管理費の削減策の実施 □⑦その他

(2)事業費削減の工夫をして 7,539 1,924 7,292 96.72
□④民間委託 ＜想定どおり削減できなかった原因＞ ○要

   いるか？
事業費削減率(％) ＜削減の内容＞ ＜超過理由等＞ ●不要

20.33

目標値対事業費(e) 計算方法 達成状況 ○①目標値以上 ＜目標値以上となった理由／目標値以下であった原因＞
(3)目標値を実現する為に ○②目標値と同程度 新型コロナウイルスの影響により、施設の利用制限をし

単位 費用単位 ●①単年度の指標：目標値×費用単位／事業費 対目標値(％) ○要
   投じる事業費は適正か？ 実績値(h) ●③目標値以下 たため。

○②複数年度の指標：(目標値－現況値)×費用単位／事業費 (h/e)×100 ●不要
   (目標対費用) 112.75

人 10万円 0 0

３．事後評価

●現状どおり推進 ○拡充 ○縮小 ○結合 ○休止 ○廃止 ○事業手法見直し ○その他(事業完了など)

評
　
価

評価コメント 改善策及び展開方向
今後も現状どおり推進していく。

様式第３号 事務事業評価表（令和 3年度）

事業コード 1079 課コード 1602 会計種別 一般会計 予算の種類 □政策 ■経常 □なし

１．事業の概要(PLAN)

基本事業 実施計画への
①事業名 ●有 ○無 ②部課名 生涯学習部・文化・スポーツ課

個別事業 ふれあいキャンプ場管理運営 位置づけ

③事業主体 ●市 ○その他（ ） ④対象地区 □我孫子 □天王台 □湖北 □新木 □布佐 ■全市

⑤事業期間 平成 5年度 ～ ⑥担当職員数 4 人 (換算人数 0.11 人）
(1)事業概要

(当　初) 7,599 千円 (うち人件費 979 千円）⑦事業費
総事業費 0 千円 当該(開始)年度

(人件費含む) (変更後) 7,539 千円 (うち人件費 979 千円）

施策 重点プロジェクト 基本計画地区別 部門別計画への
⑧施策の位置づけ 11202 重点２ ○有 ●無 (計画名) 第３次生涯学習推進計画

コード への位置づけ 計画への位置づけ 位置づけ

手賀沼に多くの人に訪れてもらうため、周辺の歩道や公共サインなどを整備するとともに、交通



主事業の運営補助として市民スタッフを配置し、事業運営の円滑化を図る。
施策目的・

(2)目的 提供するため、既存施設の効率的利用を一層進めるとともに、さまざまな整備手法を検討しながら、文化を 事業目的
展開方向

中心としたさまざまな交流やにぎわいを生み出す文化交流拠点施設の整備に取り組みます。
教育委員会の要請に応じ、教育委員会主催及び共同主催する文化事業について、次の業務を行う。 ・４月　　事業説明会及び委嘱式
（１）入場者の受付に関する業務 ・５月～３月末　主催事業、共同主催事業等への協力
（２）会場の案内及び整理に関する業務 当該年度 ・３月１日号広報で新規スタッフを募集
（３）会場設営に関する業務 執行計画

(3)事業内容 内　　容 （４）展示作品の監視に関する業務
（５）その他補助的業務

市民スタッフ稼働人数 想定値 90当該年度
単位 人

活動結果指標 実績値 37

(4)達成目標(期待する成果) 達成目標(期待する成果) 指標種類 指　　標 単位 (5)現況値 (6)目標値

当該年度 市民スタッフの稼働人数を増やす 直接 市民スタッフの稼働人数（スタッフ１名の半日勤務を１人と算定） 人 37 90

令和 4年度 同上 直接 同上 人 105

令和 5年度 同上 直接 同上 人 110

事業終了後、市民スタッフにアンケート形式で事業運営についての意見を収集し、事業運営の改善に役立てています。
(7)事業実施上の課題と対応 代替案検討 ○有 ●無

令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度

政
策

金額(千円) 政
策

予算額(千円) 決算額(千円) 政
策

金額(千円) 政
策

金額(千円)内　　容 内　　容 内　　容 内　　容

文化事業市民スタッフ報償費 45 文化事業市民スタッフ報償費 45 19 文化事業市民スタッフ報償費 45 文化事業市民スタッフ報償費 45

実施内容

(8)施行事項
費　　用

予算(決算)額 合　　計 45 合　　計 45 19 合　　計 45 合　　計 45
国庫支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
県支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
起債 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0 0 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0

(9)財源内訳
一般財源 45 45 19 45 45

その他の財源 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0
換算人数(人) 0.24 0.24 0.24 0.24 0.24
正職員人件費 2,088 2,136 2,136 2,136 2,136

(10)人件費等
嘱託職員報酬額 0 0 0 0 0
臨時職員賃金額 0 0 0 0 0

事業費(予算(決算)額＋正職員人件費) 2,133 2,181 2,155 2,181 2,181
(11)単位費用

23.7千円／人 24.23千円／人 58.24
    (事業費／活動結果指標)

２．事業の評価(DO+CHECK)

評価項目 事　前　評　価 事　後　評　価（評価結果に応じ、改善案検討（拡充も含む）） 改善検討

必
　
要
　
性

・様々な経験、専門的知識のある市民が多くいる。そして、自分を活かせる場を求めている。 ●①事前確認での想定どおり
・文化事業を市民がより親しむような工夫が必要である。 ○②事前確認での想定どおりでなかった

(1)事業が今必要である理由・ ○要
   背景は？(事業の必要性) ＜想定どおりとした理由／想定どおりでなかった原因＞ ●不要

文化事業について、経験や専門的知識のある市民を活用することで、イベントの開催を円滑に進めることができる。

○①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できない ＜その他の内容＞ □①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できなかった ＜市実施の具体的な内容・必要性の理由＞
(理由) □法令等で市が実施することが定められている ■②市が主導で進めなければ実効性がなかった 市主催の文化イベントにおいて、市民スタッフの協力を得て

□提供主体が市しかない □③市が先導役となったことで市民へ普及が一層 実施することができる。
□その他 　促進された

□④市の支援が政策・施策の目標の実現に貢献した
(2)市が実施する必要性は

●②自治体である市が推進すべきである ＜その他の内容＞ □⑤サービス水準が確保された ○要
   あるか？

(理由) ■市が主導で進めることにより実効性が得られる □⑥サービスの安定供給基盤が確保された ●不要
   (市実施の必要性)

□市が実施・提供することにより、良質で安定した □⑦その他
サービスが保証される ＜その他の内容＞

□市が支援することにより政策・施策の目標の
実現が図られる

□その他

参
加
・
協
働
の
工
夫

実施した参加・協働の具体的な内容（又は今後、
参加・協働の内容 工夫の具体的な内容 参加・協働の程度・内容

参加・協働が考えられる場合にはその内容）
○①事業計画時に市民の参画有り 広く市民から公募している。 市主催のイベントにおいて市民スタッフの協力を得て実施し ○①当初期待した以上
○②事業実施時に市民の参画有り た。 ●②当初期待したとおり
○③管理・運営に市民の参画有り ○③当初の期待以下

市民の参加や市民との協働を
●④市民の自主的な活動と連携している ○要

工夫しているか？
○⑤市民と共同で事業を実施 ＜期待した以上となった理由／期待以下であった原因＞ ●不要

(体制づくり)
○⑥その他

＜その他の内容＞

環
境
へ
の
配
慮

配慮の視点 取組む内容 実施した具体的な内容 環境への配慮

□①自然環境を生かしている 環境に負荷を与えるものではない。 ●①想定どおり
□②生き物と共存している ○②想定どおりでなかった
□③手賀沼を意識している

環境に配慮して事業を進めて
□④環境負荷低減に貢献している ＜想定どおりでなかった原因＞ ○要

いるか？
■⑤その他 ●不要

＜その他の内容＞
環境に負荷を与えるものではない。

効
　
率
　
性

現況値(a)(人) 目標値(b)(人) 目標値の妥当性のチェック 達成状況 ○①目標値達成
●②目標値未達成

■①客観的なデータ・事実に基づき設定している 実績値(f)(人) 達成率(％)
(1)目標設定は適切か？ □②現況値と比べ実現性が乏しい値ではない (f/b×100) ○要

＜目標を達成した理由／未達成となった原因＞
37 90 □③現況値との差が小さい値ではない ●不要

新型コロナウイルス感染症の影響により、市主催の事業が減少したため、動員機
□④適当な比較対象が有る場合、比較対象例における目標値(と現況値の差)と 37 41.11

会が減った。
　同等の水準である

対策実施による事業費削減 実施予定の対策 実施状況 ○①想定事業費未満 事業費の削減対策について
●②概ね想定事業費以内

事業費削減額(d) □①国・県助成制度活用 □⑤ＰＦＩ等民間資本の活用 対事業費(％) ●①事前の想定どおり
事業費(c)(千円) 実績値(g)(千円) ○③想定事業費超過

(千円) ■②現有体制での対応 □⑥受益者負担 (g/c)×100 ○②事前の想定どおりでなかった
□③維持管理費の削減策の実施 □⑦その他

(2)事業費削減の工夫をして 2,181 △48 2,155 98.81
□④民間委託 ＜想定どおり削減できなかった原因＞ ○要

   いるか？
事業費削減率(％) ＜削減の内容＞ ＜超過理由等＞ ●不要

新型コロナウイルス感染症の影響により、イベント数が減少した。

△2.25

目標値対事業費(e) 計算方法 達成状況 ○①目標値以上 ＜目標値以上となった理由／目標値以下であった原因＞
(3)目標値を実現する為に ○②目標値と同程度 新型コロナウイルス感染症の影響により、市主催の事業

単位 費用単位 ●①単年度の指標：目標値×費用単位／事業費 対目標値(％) ○要
   投じる事業費は適正か？ 実績値(h) ●③目標値以下 が減少した。

○②複数年度の指標：(目標値－現況値)×費用単位／事業費 (h/e)×100 ●不要
   (目標対費用) 4.13

人 10万円 1.72 41.65

３．事後評価

○現状どおり推進 ○拡充 ○縮小 ●結合 ○休止 ○廃止 ○事業手法見直し ○その他(事業完了など)

評
　
価

評価コメント 改善策及び展開方向
事務事業の見直しによる結合。令和4年度からは結合後の事務事業の中で一体的に推進していく。 令和4年度からは結合後の事務事業の中で一体的に推進していく。

様式第３号 事務事業評価表（令和 3年度）

事業コード 1109 課コード 1602 会計種別 一般会計 予算の種類 □政策 ■経常 □なし

１．事業の概要(PLAN)

基本事業 実施計画への
①事業名 ●有 ○無 ②部課名 生涯学習部・文化・スポーツ課

個別事業 文化事業市民スタッフの活用 位置づけ

③事業主体 ●市 ○その他（ ） ④対象地区 □我孫子 □天王台 □湖北 □新木 □布佐 ■全市

⑤事業期間 ～ ⑥担当職員数 3 人 (換算人数 0.24 人）
(1)事業概要

(当　初) 2,181 千円 (うち人件費 2,136 千円）⑦事業費
総事業費 0 千円 当該(開始)年度

(人件費含む) (変更後) 千円 (うち人件費 千円）

施策 重点プロジェクト 基本計画地区別 部門別計画への
⑧施策の位置づけ 53101 重点なし ○有 ●無 (計画名) 我孫子市第3次生涯学習推進計

コード への位置づけ 計画への位置づけ 位置づけ

市民の自主的な文化芸術活動を促進するため、共催・後援事業の拡充を図ります。また、活動や発表の場を 市の自



等が実施している事業を協力・後援することにより、文化・芸術の底辺拡大、資質の向上を目
施策目的・

(2)目的 提供するため、既存施設の効率的利用を一層進めるとともに、さまざまな整備手法を検討しながら、文化を 事業目的 指すとともに活動の活性化を図る。
展開方向

中心としたさまざまな交流やにぎわいを生み出す文化交流拠点施設の整備に取り組みます。
文化芸術を鑑賞し、参加し、創造することができる環境整備や文化芸術団体及び継承団体等の活動支援を行 文化芸術団体が主催する事業について、協力または後援による支援を実施するか協議し、承認・不承認の　
う。 決定を行う。

当該年度
執行計画

(3)事業内容 内　　容

協力・後援及び共催の取り扱いとして実施した事業の件数 想定値 110当該年度
単位 人

活動結果指標 実績値 72

(4)達成目標(期待する成果) 達成目標(期待する成果) 指標種類 指　　標 単位 (5)現況値 (6)目標値

当該年度 協力・後援事業とすることで文化芸術団体の活性化を図ることができる。 直接 協力・後援及び共催の取り扱いとして実施した事業の件数 人 72 110

令和 4年度 同上 直接 同上 人 110

令和 5年度 同上 直接 同上 人 120

これまで「共催」として取り扱っていた事業を見直し、新たに設けられた「協力」という支援に切り替えました。
(7)事業実施上の課題と対応 後援の取り扱いについては現行どおり行っていきます。 代替案検討 ○有 ●無

令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度

政
策

金額(千円) 政
策

予算額(千円) 決算額(千円) 政
策

金額(千円) 政
策

金額(千円)内　　容 内　　容 内　　容 内　　容

10消耗品費 20 10消耗品費 33 33 10消耗品費 33 10消耗品費 33
98旅費 2 98旅費 2 2 98旅費 2 98旅費 2
98消耗品費 50 98消耗品費 87 86 98消耗品費 87 98消耗品費 87
98燃料費 134 98燃料費 119 63 98燃料費 119 98燃料費 119
98修繕料 10 98修繕料（印刷機） 10 5 98修繕料（印刷機） 10 98修繕料（印刷機） 10
98公用車修繕料（車検） 74 98公用車修繕料（車検・法定点検） 93 60 98公用車修繕料（車検・法定点検） 186 98公用車修繕料（車検・法定点検） 186
98公用車手数料（車検・法定点検） 39 98公用車手数料（車検・法定点検） 57 57 98公用車手数料（車検・法定点検） 80 98公用車手数料（車検・法定点検） 80

実施内容 98公用車自賠責保険（車検） 18 98公用車自賠責保険（車検） 16 15 98公用車自賠責保険（車検） 32 98公用車自賠責保険（車検） 32
98印刷機賃借料 135 98印刷機賃借料 57 57 98印刷機賃借料 204 98印刷機賃借料 204

(8)施行事項
費　　用 98備品購入費 44 98公用車重量税 17 17 98公用車重量税 34 98公用車重量税 34

98公用車重量税 17
04文化芸術振興を行う会計年度任用 2,453
職員１人
9月補正　会計年度任用職員 △2,453

予算(決算)額 合　　計 543 合　　計 491 395 合　　計 787 合　　計 787
国庫支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
県支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
起債 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0 0 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0

(9)財源内訳
一般財源 543 491 395 787 787

その他の財源 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0
換算人数(人) 0.37 0.38 0.38 0.37 0.37
正職員人件費 3,219 3,382 3,382 3,293 3,293

(10)人件費等
嘱託職員報酬額 0 0 0 0 0
臨時職員賃金額 0 0 0 0 0

事業費(予算(決算)額＋正職員人件費) 3,762 3,873 3,777 4,080 4,080
(11)単位費用

0.08千円／人 35.21千円／人 52.46
    (事業費／活動結果指標)

２．事業の評価(DO+CHECK)

評価項目 事　前　評　価 事　後　評　価（評価結果に応じ、改善案検討（拡充も含む）） 改善検討

必
　
要
　
性

・人間関係が希薄な現代には、協力・後援事業を通して市民同志の新たな交流を図る必要がある。 ○①事前確認での想定どおり
・文化事業を通して、新たな文化芸術活動のネットワーク作りを行う必要がある。 ●②事前確認での想定どおりでなかった

(1)事業が今必要である理由・ ・我孫子の将来の文化芸術を見据え、団体等の活動を支援する必要がある。 ○要
   背景は？(事業の必要性) ・市民が我孫子という街に、文化芸術を通じ誇りと安らぎを感じてもらい、定住化や交流人口の活性化を目指す。 ＜想定どおりとした理由／想定どおりでなかった原因＞ ●不要

新型コロナウイルス感染症の影響により、イベント開催数が減少した。

●①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できない ＜その他の内容＞ □①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できなかった ＜市実施の具体的な内容・必要性の理由＞
(理由) □法令等で市が実施することが定められている □②市が主導で進めなければ実効性がなかった 市が後援することにより、団体の広報宣伝活動に貢献するこ

■提供主体が市しかない □③市が先導役となったことで市民へ普及が一層 とができた。
□その他 　促進された

□④市の支援が政策・施策の目標の実現に貢献した
(2)市が実施する必要性は

○②自治体である市が推進すべきである ＜その他の内容＞ □⑤サービス水準が確保された ○要
   あるか？

(理由) □市が主導で進めることにより実効性が得られる □⑥サービスの安定供給基盤が確保された ●不要
   (市実施の必要性)

□市が実施・提供することにより、良質で安定した ■⑦その他
サービスが保証される ＜その他の内容＞

□市が支援することにより政策・施策の目標の なし
実現が図られる

□その他

参
加
・
協
働
の
工
夫

実施した参加・協働の具体的な内容（又は今後、
参加・協働の内容 工夫の具体的な内容 参加・協働の程度・内容

参加・協働が考えられる場合にはその内容）
○①事業計画時に市民の参画有り 協力・後援による支援を行い文化芸術団体における活動をサ 事業の企画・運営には携わらず、事業の相談、広報宣伝等の ○①当初期待した以上
○②事業実施時に市民の参画有り ポートする。 支援活動を行った。 ○②当初期待したとおり
○③管理・運営に市民の参画有り ●③当初の期待以下

市民の参加や市民との協働を
○④市民の自主的な活動と連携している ●要

工夫しているか？
●⑤市民と共同で事業を実施 ＜期待した以上となった理由／期待以下であった原因＞ ○不要

(体制づくり)
○⑥その他 新型コロナウイルス感染症の影響により、イベント数が減少

した。
＜その他の内容＞

環
境
へ
の
配
慮

配慮の視点 取組む内容 実施した具体的な内容 環境への配慮

□①自然環境を生かしている 環境に負荷を与えるものではない。 ●①想定どおり
□②生き物と共存している ○②想定どおりでなかった
□③手賀沼を意識している

環境に配慮して事業を進めて
□④環境負荷低減に貢献している ＜想定どおりでなかった原因＞ ○要

いるか？
■⑤その他 ●不要

＜その他の内容＞
環境に負荷を与えるものではない。

効
　
率
　
性

現況値(a)(人) 目標値(b)(人) 目標値の妥当性のチェック 達成状況 ○①目標値達成
●②目標値未達成

□①客観的なデータ・事実に基づき設定している 実績値(f)(人) 達成率(％)
(1)目標設定は適切か？ ■②現況値と比べ実現性が乏しい値ではない (f/b×100) ○要

＜目標を達成した理由／未達成となった原因＞
72 110 □③現況値との差が小さい値ではない ●不要

新型コロナウイルス感染症の影響により、イベント数が減少した。
□④適当な比較対象が有る場合、比較対象例における目標値(と現況値の差)と 72 65.45
　同等の水準である

対策実施による事業費削減 実施予定の対策 実施状況 ○①想定事業費未満 事業費の削減対策について
●②概ね想定事業費以内

事業費削減額(d) □①国・県助成制度活用 □⑤ＰＦＩ等民間資本の活用 対事業費(％) ○①事前の想定どおり
事業費(c)(千円) 実績値(g)(千円) ○③想定事業費超過

(千円) ■②現有体制での対応 □⑥受益者負担 (g/c)×100 ●②事前の想定どおりでなかった
□③維持管理費の削減策の実施 □⑦その他

(2)事業費削減の工夫をして 3,873 △111 3,777 97.52
□④民間委託 ＜想定どおり削減できなかった原因＞ ○要

   いるか？
事業費削減率(％) ＜削減の内容＞ ＜超過理由等＞ 新型コロナウイルス感染症の影響により、イベン ●不要

ト数が減少した。

△2.95

目標値対事業費(e) 計算方法 達成状況 ○①目標値以上 ＜目標値以上となった理由／目標値以下であった原因＞
(3)目標値を実現する為に ○②目標値と同程度 新型コロナウイルス感染症の影響により、イベント数が

単位 費用単位 ●①単年度の指標：目標値×費用単位／事業費 対目標値(％) ○要
   投じる事業費は適正か？ 実績値(h) ●③目標値以下 減少した。

○②複数年度の指標：(目標値－現況値)×費用単位／事業費 (h/e)×100 ●不要
   (目標対費用) 2.84

人 10万円 1.91 67.25

３．事後評価

○現状どおり推進 ○拡充 ○縮小 ●結合 ○休止 ○廃止 ○事業手法見直し ○その他(事業完了など)

評
　
価

評価コメント 改善策及び展開方向
事務事業の見直しによる結合。令和4年度からは結合後の事務事業の中で一体的に推進していく。 令和4年度からは結合後の事務事業の中で一体的に推進していく。

様式第３号 事務事業評価表（令和 3年度）

事業コード 1110 課コード 1602 会計種別 一般会計 予算の種類 □政策 ■経常 □なし

１．事業の概要(PLAN)

基本事業 実施計画への
①事業名 ●有 ○無 ②部課名 生涯学習部・文化・スポーツ課

個別事業 文化芸術振興活動支援 位置づけ

③事業主体 ●市 ○その他（ ） ④対象地区 □我孫子 □天王台 □湖北 □新木 □布佐 ■全市

⑤事業期間 ～ ⑥担当職員数 5 人 (換算人数 0.38 人）
(1)事業概要

(当　初) 3,873 千円 (うち人件費 3,382 千円）⑦事業費
総事業費 0 千円 当該(開始)年度

(人件費含む) (変更後) 千円 (うち人件費 千円）

施策 重点プロジェクト 基本計画地区別 部門別計画への
⑧施策の位置づけ 53101 重点なし ○有 ●無 (計画名) 我孫子市第3次生涯学習推進計

コード への位置づけ 計画への位置づけ 位置づけ

市民の自主的な文化芸術活動を促進するため、共催・後援事業の拡充を図ります。また、活動や発表の場を 文化芸術団体



親しんでもらい、文化芸術に関する関心を高め、文化・芸術の場を通じて市民
施策目的・

(2)目的 ふれる機会や参加する機会の充実を図ります。また、さまざまな分野で我孫子の自然や風土をいかした新た 事業目的 との交流を図る。
展開方向

な文化芸術活動が生まれるよう、個人や団体への支援に努めます。
文化振興と文化交流を目的とし、「音楽・芸能部門」「展示部門」「各種文化部門」の３つの部門に分け、 4月　　　　文化祭役員会　　　
３０団体の発表会を実施している。 　　　　　 第１回文化祭実行委員会
市民文化祭の運営は、我孫子市文化連盟・我孫子合唱連盟・北部地域文化祭運営委員会により、市民文化祭 当該年度 7月　　　　文化祭役員会　
実行委員会を組織し行っており、多くの方々の意見を取り入れ多くの市民が気軽に参加・鑑賞できるよう工 執行計画 　　　　　 総合プログラム印刷依頼・、広報原稿（募集）7/16号掲載　

(3)事業内容 内　　容 夫し、我孫子ならではの文化芸術イベントとして実施している。 8月　　　　第２回文化祭実行委員会
10・11月　広報原稿（ＰＲ用）10/1号掲載
文化祭参加（発表）団体数 想定値 30当該年度

単位 団体
活動結果指標 実績値 7

(4)達成目標(期待する成果) 達成目標(期待する成果) 指標種類 指　　標 単位 (5)現況値 (6)目標値

当該年度 文化祭参加（発表）団体数を増やす。 直接 文化祭参加（発表）団体数 団体 7 30

令和 4年度 同上 直接 同上 団体 35

令和 5年度 同上 直接 同上 団体 40

我孫子市民文化祭実行委員会を組織し運営しているが、文化連盟に属さない文化芸術団体や、団体に属さない一般市民の参加を
(7)事業実施上の課題と対応 どのように増やしていくかが課題。文化祭の実施方法について検討する必要があります。 代替案検討 ○有 ●無

令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度

政
策

金額(千円) 政
策

予算額(千円) 決算額(千円) 政
策

金額(千円) 政
策

金額(千円)内　　容 内　　容 内　　容 内　　容

我孫子市民文化祭運営負担金 4,510 我孫子市民文化祭運営負担金 4,468 1,137 我孫子市民文化祭運営負担金 4,468 我孫子市民文化祭運営負担金 4,468
9月補正（我孫子市民文化祭運営負担金 △4,510

実施内容

(8)施行事項
費　　用

予算(決算)額 合　　計 0 合　　計 4,468 1,137 合　　計 4,468 合　　計 4,468
国庫支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
県支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
起債 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0 0 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0

(9)財源内訳
一般財源 0 4,468 1,137 4,468 4,468

その他の財源 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0
換算人数(人) 0.47 0.47 0.47 0.47 0.47
正職員人件費 4,089 4,183 4,183 4,183 4,183

(10)人件費等
嘱託職員報酬額 0 0 0 0 0
臨時職員賃金額 0 0 0 0 0

事業費(予算(決算)額＋正職員人件費) 4,089 8,651 5,320 8,651 8,651
(11)単位費用

0.97千円／人 288.37千円／団体 760
    (事業費／活動結果指標)

２．事業の評価(DO+CHECK)

評価項目 事　前　評　価 事　後　評　価（評価結果に応じ、改善案検討（拡充も含む）） 改善検討

必
　
要
　
性

・文化芸術基本法においても、芸術文化の振興や市民の関心および理解を深めるよう努めることとしている。 ○①事前確認での想定どおり
・文化芸術の発表・展示の場を求める市民が多い。 ●②事前確認での想定どおりでなかった

(1)事業が今必要である理由・ ・人間関係が希薄な現代には、文化活動をとおして市民同士の交流を図る必要がある。また、文化活動の素晴らしさを体 ●要
   背景は？(事業の必要性) 感してもらう。 ＜想定どおりとした理由／想定どおりでなかった原因＞ ○不要

新型コロナウイルス感染症の影響により、発表部門を中止とした。

○①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できない ＜その他の内容＞ □①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できなかった ＜市実施の具体的な内容・必要性の理由＞
(理由) □法令等で市が実施することが定められている ■②市が主導で進めなければ実効性がなかった 文化祭は、文化団体に所属している方、個人で活動されてい

□提供主体が市しかない □③市が先導役となったことで市民へ普及が一層 る方々の発表の場となっている。
□その他 　促進された

□④市の支援が政策・施策の目標の実現に貢献した
(2)市が実施する必要性は

●②自治体である市が推進すべきである ＜その他の内容＞ □⑤サービス水準が確保された ●要
   あるか？

(理由) ■市が主導で進めることにより実効性が得られる □⑥サービスの安定供給基盤が確保された ○不要
   (市実施の必要性)

□市が実施・提供することにより、良質で安定した □⑦その他
サービスが保証される ＜その他の内容＞

□市が支援することにより政策・施策の目標の
実現が図られる

□その他

参
加
・
協
働
の
工
夫

実施した参加・協働の具体的な内容（又は今後、
参加・協働の内容 工夫の具体的な内容 参加・協働の程度・内容

参加・協働が考えられる場合にはその内容）
○①事業計画時に市民の参画有り 市内で活動を行っている文化芸術団体で組織する、我孫子市 我孫子市民文化祭実行委員会を組織し開催している。 ○①当初期待した以上
○②事業実施時に市民の参画有り 民文化祭実行委員会において企画・運営を行う。 市は事務局として会場確保などの運営準備を行っている。 ○②当初期待したとおり
○③管理・運営に市民の参画有り ●③当初の期待以下

市民の参加や市民との協働を
○④市民の自主的な活動と連携している ●要

工夫しているか？
●⑤市民と共同で事業を実施 ＜期待した以上となった理由／期待以下であった原因＞ ○不要

(体制づくり)
○⑥その他 新型コロナウイルス感染症により、発表部門が中止となった

ため。
＜その他の内容＞

環
境
へ
の
配
慮

配慮の視点 取組む内容 実施した具体的な内容 環境への配慮

□①自然環境を生かしている 環境に負荷を与えるものではない。 ●①想定どおり
□②生き物と共存している ○②想定どおりでなかった
□③手賀沼を意識している

環境に配慮して事業を進めて
□④環境負荷低減に貢献している ＜想定どおりでなかった原因＞ ○要

いるか？
■⑤その他 ●不要

＜その他の内容＞
環境に負荷を与えるものではない。

効
　
率
　
性

現況値(a)(団体) 目標値(b)(団体) 目標値の妥当性のチェック 達成状況 ○①目標値達成
●②目標値未達成

□①客観的なデータ・事実に基づき設定している 実績値(f)(団体) 達成率(％)
(1)目標設定は適切か？ ■②現況値と比べ実現性が乏しい値ではない (f/b×100) ●要

＜目標を達成した理由／未達成となった原因＞
7 30 □③現況値との差が小さい値ではない ○不要

新型コロナウイルス感染症により、発表部門を中止としたため。
□④適当な比較対象が有る場合、比較対象例における目標値(と現況値の差)と 7 23.33
　同等の水準である

対策実施による事業費削減 実施予定の対策 実施状況 ●①想定事業費未満 事業費の削減対策について
○②概ね想定事業費以内

事業費削減額(d) □①国・県助成制度活用 □⑤ＰＦＩ等民間資本の活用 対事業費(％) ○①事前の想定どおり
事業費(c)(千円) 実績値(g)(千円) ○③想定事業費超過

(千円) ■②現有体制での対応 □⑥受益者負担 (g/c)×100 ●②事前の想定どおりでなかった
□③維持管理費の削減策の実施 □⑦その他

(2)事業費削減の工夫をして 8,651 △4,562 5,320 61.5
□④民間委託 ＜想定どおり削減できなかった原因＞ ●要

   いるか？
事業費削減率(％) ＜削減の内容＞ ＜超過理由等＞ 新型コロナウイルス感染症により、発表部門を中 ○不要

新型コロナウイルス感染症により、発表部門を中止としたため。 止としたため。

△111.57

目標値対事業費(e) 計算方法 達成状況 ○①目標値以上 ＜目標値以上となった理由／目標値以下であった原因＞
(3)目標値を実現する為に ○②目標値と同程度 新型コロナウイルス感染症により、発表部門を中止とし

単位 費用単位 ●①単年度の指標：目標値×費用単位／事業費 対目標値(％) ●要
   投じる事業費は適正か？ 実績値(h) ●③目標値以下 たため。

○②複数年度の指標：(目標値－現況値)×費用単位／事業費 (h/e)×100 ○不要
   (目標対費用) 0.35

団体 10万円 0.13 37.14

３．事後評価

○現状どおり推進 ○拡充 ○縮小 ●結合 ○休止 ○廃止 ○事業手法見直し ○その他(事業完了など)

評
　
価

評価コメント 改善策及び展開方向
事務事業の見直しによる結合。令和4年度からは結合後の事務事業の中で一体的に推進していく。 令和4年度からは結合後の事務事業の中で一体的に推進していく。

様式第３号 事務事業評価表（令和 3年度）

事業コード 1115 課コード 1602 会計種別 一般会計 予算の種類 □政策 ■経常 □なし

１．事業の概要(PLAN)

基本事業 実施計画への
①事業名 ●有 ○無 ②部課名 生涯学習部・文化・スポーツ課

個別事業 文化祭 位置づけ

③事業主体 ●市 ○その他（ ） ④対象地区 □我孫子 □天王台 □湖北 □新木 □布佐 ■全市

⑤事業期間 ～ ⑥担当職員数 5 人 (換算人数 0.47 人）
(1)事業概要

(当　初) 8,651 千円 (うち人件費 4,183 千円）⑦事業費
総事業費 0 千円 当該(開始)年度

(人件費含む) (変更後) 千円 (うち人件費 千円）

施策 重点プロジェクト 基本計画地区別 部門別計画への
⑧施策の位置づけ 53102 重点なし ○有 ●無 (計画名) 我孫子市第3次生涯学習推進計

コード への位置づけ 計画への位置づけ 位置づけ

幅広い年代の市民が新たに文化芸術に親しめるよう、イベントや活動団体の情報を広く発信するとともに、 多くの市民に文化芸術に触れ



子どもたちが創作活動に親しみを持ち、豊かな感性を育むことを目的とする。
施策目的・

(2)目的 提供するため、既存施設の効率的利用を一層進めるとともに、さまざまな整備手法を検討しながら、文化を 事業目的
展開方向

中心としたさまざまな交流やにぎわいを生み出す文化交流拠点施設の整備に取り組みます。
・作品募集を６月～９月までの間で行い、小中高の各部門の優秀作品を決定し、受賞者の表彰式を行う。 ・　６月～９月末　　　第２０回作品募集
・「めるへん文庫第」を刊行する。 ・　５月～７月　　　　めるへん文庫第１８集（第１９回入賞作品）の刊行
・市内小中学校、市内及び近隣市町村図書館に贈呈する。 当該年度 ・１０月～１１月中旬　第２０回募集作品事前審査　
・めるへん文庫事業の今後の在り方を検討する。 執行計画 ・１１月　　　　　　　第２０回募集作品審査会

(3)事業内容 内　　容 ・１２月～２月　　　　めるへん文庫第１９集（第２０回入賞作品）の刊行　
　　　　　　　　　　　第２０回めるへん文庫受賞作品発表（ホームページ掲載）
応募作品数 想定値 170当該年度

単位 編
活動結果指標 実績値 129

(4)達成目標(期待する成果) 達成目標(期待する成果) 指標種類 指　　標 単位 (5)現況値 (6)目標値

当該年度 めるへん文庫応募作品を増やす。 直接 応募作品数 編 129 170

令和 4年度 同上 直接 同上 180

令和 5年度 同上 直接 同上 冊 200

「めるへん文庫」は、平成１３年度に市民から寄せられた寄付により「我孫子市めるへん文庫事業」が設立された。
(7)事業実施上の課題と対応 これまで、子どもたちが創作した作品を募集し、応募作品の中から優秀な作品を選出した「めるへん文庫」を刊行してきたが、 代替案検討 ○有 ●無

めるへん文庫基金を効果的に活用するため、「我孫子市めるへん文庫事業基本方針（R2.10.19制定）」に基づき、運営の明確化

令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度

政
策

金額(千円) 政
策

予算額(千円) 決算額(千円) 政
策

金額(千円) 政
策

金額(千円)内　　容 内　　容 内　　容 内　　容

入賞者報償費 90 入賞者報償費 103 97 入賞者報償費 103 入賞者報償費 103
審査員報償費 50 審査員報償費 200 173 審査員報償費 200 審査員報償費 200
消耗品費 50 消耗品費 84 74 消耗品費 84 消耗品費 84
印刷製本費 475 印刷製本費 1,047 803 印刷製本費 524 印刷製本費 524
通信運搬費 18 通信運搬費 46 27 通信運搬費 46 通信運搬費 46
筆耕翻訳料（作品・表彰状） 156 筆耕翻訳料（作品・表彰状） 15 15 筆耕翻訳料（作品・表彰状） 15 筆耕翻訳料（作品・表彰状） 15
表紙・挿絵委託料 100 表紙・挿絵委託料 200 200 表紙・挿絵委託料 100 表紙・挿絵委託料 100

実施内容 基金積立金 250 基金積立金 51 51 応募・告知・審査等業務委託 1,353 応募受付・審査等業務委託 1,353
基金積立金 51 基金積立金 51

(8)施行事項
費　　用 9月補正

朗読動画制作業務委託料 93 92
12月補正
印刷製本費 △244

予算(決算)額 合　　計 1,189 合　　計 1,595 1,532 合　　計 2,476 合　　計 2,476
国庫支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
県支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
起債 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0 0 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0

(9)財源内訳
一般財源 1,189 △100 1,532 51 51

その他の財源 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 ■基金 ■その他 1,695 0 □特会 □受益 ■基金 ■その他 2,425 □特会 □受益 ■基金 ■その他 2,425
換算人数(人) 0.42 0.43 0.43 0.42 0.42
正職員人件費 3,654 3,827 3,827 3,738 3,738

(10)人件費等
嘱託職員報酬額 0 0 0 0 0
臨時職員賃金額 0 0 0 0 0

事業費(予算(決算)額＋正職員人件費) 4,843 5,422 5,359 6,214 6,214
(11)単位費用

25.49千円／編 31.89千円／編 41.54
    (事業費／活動結果指標)

２．事業の評価(DO+CHECK)

評価項目 事　前　評　価 事　後　評　価（評価結果に応じ、改善案検討（拡充も含む）） 改善検討

必
　
要
　
性

「めるへん文庫」は、平成１３年度に市民から寄せられた寄付により「我孫子市めるへん文庫事業」が設立された。 ●①事前確認での想定どおり
これまで、子どもたちが創作した作品を募集し、応募作品の中から優秀な作品を選出した「めるへん文庫」を刊行してき ○②事前確認での想定どおりでなかった

(1)事業が今必要である理由・ たが、めるへん文庫基金を効果的に活用するため、「我孫子市めるへん文庫事業基本方針（R2.10.19制定）」に基づき、 ○要
   背景は？(事業の必要性) 運営の明確化を図るとともに、事業の多様化を目指す。 ＜想定どおりとした理由／想定どおりでなかった原因＞ ●不要

また、創作する上で欠かせない読書と連携させ、子どもの感性豊かな創作へとつなげていく必要があります。 子どもたちが「めるへん文庫」への応募を通して創作活動に触れる機会となるよう、募集にあたっては各情報誌への掲載
を行い、市内だけではなく市外からも作品が多数寄せられた。選定した作品は「めるへん文庫作品集」として刊行する。

○①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できない ＜その他の内容＞ □①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できなかった ＜市実施の具体的な内容・必要性の理由＞
(理由) □法令等で市が実施することが定められている ■②市が主導で進めなければ実効性がなかった 全国の小学生・中学生・高校生から童話や小説を募集し、審

□提供主体が市しかない □③市が先導役となったことで市民へ普及が一層 査会において選出された作品の表彰を行う。
□その他 　促進された 全国公募型の文学賞を市が主催となり実施することは、個人

□④市の支援が政策・施策の目標の実現に貢献した や学校からの応募数を一定数確保することにつながる。
(2)市が実施する必要性は

●②自治体である市が推進すべきである ＜その他の内容＞ □⑤サービス水準が確保された ○要
   あるか？

(理由) ■市が主導で進めることにより実効性が得られる □⑥サービスの安定供給基盤が確保された ●不要
   (市実施の必要性)

□市が実施・提供することにより、良質で安定した □⑦その他
サービスが保証される ＜その他の内容＞

□市が支援することにより政策・施策の目標の
実現が図られる

□その他

参
加
・
協
働
の
工
夫

実施した参加・協働の具体的な内容（又は今後、
参加・協働の内容 工夫の具体的な内容 参加・協働の程度・内容

参加・協働が考えられる場合にはその内容）
●①事業計画時に市民の参画有り 市民の要望、寄付により設立された事業である。 寄付者（市民）の意向に沿って事業を進めてきたが、今後は ○①当初期待した以上
○②事業実施時に市民の参画有り さらに児童文学に精通している有識者としての市民の意見も ●②当初期待したとおり
○③管理・運営に市民の参画有り 取り入れて事業の発展に繋げていく。 ○③当初の期待以下

市民の参加や市民との協働を
○④市民の自主的な活動と連携している ○要

工夫しているか？
○⑤市民と共同で事業を実施 ＜期待した以上となった理由／期待以下であった原因＞ ●不要

(体制づくり)
○⑥その他

＜その他の内容＞

環
境
へ
の
配
慮

配慮の視点 取組む内容 実施した具体的な内容 環境への配慮

□①自然環境を生かしている a 環境に負荷を与えるものではない。 ●①想定どおり
□②生き物と共存している ○②想定どおりでなかった
□③手賀沼を意識している

環境に配慮して事業を進めて
□④環境負荷低減に貢献している ＜想定どおりでなかった原因＞ ○要

いるか？
■⑤その他 ●不要

＜その他の内容＞
環境に負荷を与えるものではない。

効
　
率
　
性

現況値(a)(編) 目標値(b)(編) 目標値の妥当性のチェック 達成状況 ○①目標値達成
●②目標値未達成

□①客観的なデータ・事実に基づき設定している 実績値(f)(編) 達成率(％)
(1)目標設定は適切か？ ■②現況値と比べ実現性が乏しい値ではない (f/b×100) ○要

＜目標を達成した理由／未達成となった原因＞
129 170 □③現況値との差が小さい値ではない ●不要

小学生、中学生の応募がやや減少したため。
□④適当な比較対象が有る場合、比較対象例における目標値(と現況値の差)と 129 75.88
　同等の水準である

対策実施による事業費削減 実施予定の対策 実施状況 ○①想定事業費未満 事業費の削減対策について
●②概ね想定事業費以内

事業費削減額(d) □①国・県助成制度活用 □⑤ＰＦＩ等民間資本の活用 対事業費(％) ●①事前の想定どおり
事業費(c)(千円) 実績値(g)(千円) ○③想定事業費超過

(千円) ■②現有体制での対応 □⑥受益者負担 (g/c)×100 ○②事前の想定どおりでなかった
□③維持管理費の削減策の実施 □⑦その他

(2)事業費削減の工夫をして 5,422 △579 5,359 98.84
□④民間委託 ＜想定どおり削減できなかった原因＞ ○要

   いるか？
事業費削減率(％) ＜削減の内容＞ ＜超過理由等＞ ●不要

△11.96

目標値対事業費(e) 計算方法 達成状況 ○①目標値以上 ＜目標値以上となった理由／目標値以下であった原因＞
(3)目標値を実現する為に ○②目標値と同程度 応募数が減少したため。

単位 費用単位 ●①単年度の指標：目標値×費用単位／事業費 対目標値(％) ○要
   投じる事業費は適正か？ 実績値(h) ●③目標値以下

○②複数年度の指標：(目標値－現況値)×費用単位／事業費 (h/e)×100 ●不要
   (目標対費用) 3.14

編 10万円 2.41 76.75

３．事後評価

○現状どおり推進 ○拡充 ○縮小 ●結合 ○休止 ○廃止 ○事業手法見直し ○その他(事業完了など)

評
　
価

評価コメント 改善策及び展開方向
事務事業の見直しによる結合。令和4年度からは結合後の事務事業の中で一体的に推進していく。 令和4年度からは結合後の事務事業の中で一体的に推進していく。

様式第３号 事務事業評価表（令和 3年度）

事業コード 1117 課コード 1602 会計種別 一般会計 予算の種類 □政策 ■経常 □なし

１．事業の概要(PLAN)

基本事業 実施計画への
①事業名 ●有 ○無 ②部課名 生涯学習部・文化・スポーツ課

個別事業 めるへん文庫 位置づけ

③事業主体 ●市 ○その他（ ） ④対象地区 □我孫子 □天王台 □湖北 □新木 □布佐 ■全市

⑤事業期間 ～ ⑥担当職員数 5 人 (換算人数 0.43 人）
(1)事業概要

(当　初) 5,573 千円 (うち人件費 3,827 千円）⑦事業費
総事業費 0 千円 当該(開始)年度

(人件費含む) (変更後) 5,422 千円 (うち人件費 3,827 千円）

施策 重点プロジェクト 基本計画地区別 部門別計画への
⑧施策の位置づけ 53101 重点なし ○有 ●無 (計画名) 我孫子市第3次生涯学習推進計

コード への位置づけ 計画への位置づけ 位置づけ

市民の自主的な文化芸術活動を促進するため、共催・後援事業の拡充を図ります。また、活動や発表の場を



たちに良質な舞台芸術を鑑賞する機会を提供し、心豊かな成長を促すとともに、舞台鑑賞のマナーを
施策目的・

(2)目的 ふれる機会や参加する機会の充実を図ります。また、さまざまな分野で我孫子の自然や風土をいかした新た 事業目的 養う。
展開方向

な文化芸術活動が生まれるよう、個人や団体への支援に努めます。
けやきプラザまたは湖北地区公民館ホールにおいて、主に小中学生を対象にしたプロ劇団による演劇を上演 　６月　　　　第１回実行委員会（事業計画・事業内容ほか）
する。 　７月～８月　舞台劇の下見

当該年度 　９月　　　　第２回実行委員会（次年度の内容決定、会場予約ほか）
執行計画 １１月　　　　第３回実行委員会（広報の方法・公演日の運営ほか）

(3)事業内容 内　　容 １２月　　　　上演
　１月　　　　第４回実行委員会（今年度の反省・会計報告ほか）
入場者数 想定値 300当該年度

単位 人
活動結果指標 実績値 202

(4)達成目標(期待する成果) 達成目標(期待する成果) 指標種類 指　　標 単位 (5)現況値 (6)目標値

当該年度 子どもたちに良質な舞台芸術を鑑賞してもらう 直接 入場者数 人 202 300

令和 4年度 同上 直接 同上 人 430

令和 5年度 同上 直接 同上 人 450

我孫子市子どものための舞台鑑賞実行委員会を組織し、演劇の下見調査を行い、対象とする子どもたちの年齢に合わせた作品を
(7)事業実施上の課題と対応 選定している。大人が鑑賞させたいと思えるような、また、子どもが鑑賞したいと思えるような内容の舞台を継続して提供した 代替案検討 ○有 ●無

い。

令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度

政
策

金額(千円) 政
策

予算額(千円) 決算額(千円) 政
策

金額(千円) 政
策

金額(千円)内　　容 内　　容 内　　容 内　　容

子どものための舞台鑑賞運営負担金 1,520 子どものための舞台鑑賞運営負担金 1,000 879 子どものための舞台鑑賞運営負担金 1,000 子どものための舞台鑑賞運営負担金 1,000
98:旅費 14 98旅費 21 3 98旅費 21 98旅費 21
9月補正（子どものための舞台鑑賞運営 △1,520

実施内容

(8)施行事項
費　　用

予算(決算)額 合　　計 14 合　　計 1,021 882 合　　計 1,021 合　　計 1,021
国庫支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
県支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
起債 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0 0 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0

(9)財源内訳
一般財源 14 1,021 882 1,021 1,021

その他の財源 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0
換算人数(人) 0.41 0.41 0.41 0.41 0.41
正職員人件費 3,567 3,649 3,649 3,649 3,649

(10)人件費等
嘱託職員報酬額 0 0 0 0 0
臨時職員賃金額 0 0 0 0 0

事業費(予算(決算)額＋正職員人件費) 3,581 4,670 4,531 4,670 4,670
(11)単位費用

8.95千円／人 15.57千円／人 22.43
    (事業費／活動結果指標)

２．事業の評価(DO+CHECK)

評価項目 事　前　評　価 事　後　評　価（評価結果に応じ、改善案検討（拡充も含む）） 改善検討

必
　
要
　
性

子どもたちに良質な舞台芸術を鑑賞する機会を提供し、心豊かな成長を促すとともに、舞台鑑賞のマナーなどを養うため ●①事前確認での想定どおり
に実施する。そして、芸術文化のすばらしさを体感してもらう。 ○②事前確認での想定どおりでなかった

(1)事業が今必要である理由・ ○要
   背景は？(事業の必要性) ＜想定どおりとした理由／想定どおりでなかった原因＞ ●不要

新型コロナウイルス感染症対策を徹底し、子どもも大人も楽しめる、質の高い舞台を提供することができた。

○①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できない ＜その他の内容＞ □①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できなかった ＜市実施の具体的な内容・必要性の理由＞
(理由) □法令等で市が実施することが定められている ■②市が主導で進めなければ実効性がなかった 我孫子市子どものための舞台鑑賞実行委員会を組織し、企画

□提供主体が市しかない □③市が先導役となったことで市民へ普及が一層 運営を行うことで、広報宣伝や企画立案を行うことができ、
□その他 　促進された より質の高い舞台鑑賞の提供ができる。また、結果として来

□④市の支援が政策・施策の目標の実現に貢献した 場者の増加につながる。
(2)市が実施する必要性は

●②自治体である市が推進すべきである ＜その他の内容＞ □⑤サービス水準が確保された ○要
   あるか？

(理由) ■市が主導で進めることにより実効性が得られる □⑥サービスの安定供給基盤が確保された ●不要
   (市実施の必要性)

□市が実施・提供することにより、良質で安定した □⑦その他
サービスが保証される ＜その他の内容＞

□市が支援することにより政策・施策の目標の
実現が図られる

□その他

参
加
・
協
働
の
工
夫

実施した参加・協働の具体的な内容（又は今後、
参加・協働の内容 工夫の具体的な内容 参加・協働の程度・内容

参加・協働が考えられる場合にはその内容）
○①事業計画時に市民の参画有り 我孫子市内の子どもに関する事業に取り組んでいる団体と実 演目の選定や事業実施までのスケジュール、予算の検討など ○①当初期待した以上
●②事業実施時に市民の参画有り 行委員会を組織し、事業を計画・実施している。 会議を開き検討した。 ●②当初期待したとおり
○③管理・運営に市民の参画有り ○③当初の期待以下

市民の参加や市民との協働を
○④市民の自主的な活動と連携している ○要

工夫しているか？
○⑤市民と共同で事業を実施 ＜期待した以上となった理由／期待以下であった原因＞ ●不要

(体制づくり)
○⑥その他

＜その他の内容＞

環
境
へ
の
配
慮

配慮の視点 取組む内容 実施した具体的な内容 環境への配慮

□①自然環境を生かしている 環境に負荷を与えるものではない。 ●①想定どおり
□②生き物と共存している ○②想定どおりでなかった
□③手賀沼を意識している

環境に配慮して事業を進めて
□④環境負荷低減に貢献している ＜想定どおりでなかった原因＞ ○要

いるか？
■⑤その他 ●不要

＜その他の内容＞
環境に負荷を与えるものではない。

効
　
率
　
性

現況値(a)(人) 目標値(b)(人) 目標値の妥当性のチェック 達成状況 ○①目標値達成
●②目標値未達成

□①客観的なデータ・事実に基づき設定している 実績値(f)(人) 達成率(％)
(1)目標設定は適切か？ ■②現況値と比べ実現性が乏しい値ではない (f/b×100) ○要

＜目標を達成した理由／未達成となった原因＞
202 300 □③現況値との差が小さい値ではない ●不要

新型コロナウイルス感染症対策のため、収容人数の半数で開催となったため。
□④適当な比較対象が有る場合、比較対象例における目標値(と現況値の差)と 202 67.33
　同等の水準である

対策実施による事業費削減 実施予定の対策 実施状況 ○①想定事業費未満 事業費の削減対策について
●②概ね想定事業費以内

事業費削減額(d) □①国・県助成制度活用 □⑤ＰＦＩ等民間資本の活用 対事業費(％) ●①事前の想定どおり
事業費(c)(千円) 実績値(g)(千円) ○③想定事業費超過

(千円) ■②現有体制での対応 □⑥受益者負担 (g/c)×100 ○②事前の想定どおりでなかった
□③維持管理費の削減策の実施 □⑦その他

(2)事業費削減の工夫をして 4,670 △1,089 4,531 97.02
□④民間委託 ＜想定どおり削減できなかった原因＞ ○要

   いるか？
事業費削減率(％) ＜削減の内容＞ ＜超過理由等＞ ●不要

△30.41

目標値対事業費(e) 計算方法 達成状況 ○①目標値以上 ＜目標値以上となった理由／目標値以下であった原因＞
(3)目標値を実現する為に ○②目標値と同程度 舞台公演に係る経費が抑えられたため。

単位 費用単位 ●①単年度の指標：目標値×費用単位／事業費 対目標値(％) ○要
   投じる事業費は適正か？ 実績値(h) ●③目標値以下

○②複数年度の指標：(目標値－現況値)×費用単位／事業費 (h/e)×100 ●不要
   (目標対費用) 6.42

人 10万円 4.46 69.47

３．事後評価

○現状どおり推進 ○拡充 ○縮小 ●結合 ○休止 ○廃止 ○事業手法見直し ○その他(事業完了など)

評
　
価

評価コメント 改善策及び展開方向
事務事業の見直しによる結合。令和4年度からは結合後の事務事業の中で一体的に推進していく。 令和4年度からは結合後の事務事業の中で一体的に推進していく。

様式第３号 事務事業評価表（令和 3年度）

事業コード 1121 課コード 1602 会計種別 一般会計 予算の種類 □政策 ■経常 □なし

１．事業の概要(PLAN)

基本事業 実施計画への
①事業名 ●有 ○無 ②部課名 生涯学習部・文化・スポーツ課

個別事業 子どものための舞台鑑賞事業 位置づけ

③事業主体 ●市 ○その他（ ） ④対象地区 □我孫子 □天王台 □湖北 □新木 □布佐 ■全市

⑤事業期間 ～ ⑥担当職員数 3 人 (換算人数 0.41 人）
(1)事業概要

(当　初) 4,670 千円 (うち人件費 3,649 千円）⑦事業費
総事業費 0 千円 当該(開始)年度

(人件費含む) (変更後) 千円 (うち人件費 千円）

施策 重点プロジェクト 基本計画地区別 部門別計画への
⑧施策の位置づけ 53102 重点なし ○有 ●無 (計画名) 我孫子市第3次生涯学習推進計

コード への位置づけ 計画への位置づけ 位置づけ

幅広い年代の市民が新たに文化芸術に親しめるよう、イベントや活動団体の情報を広く発信するとともに、 子ども



もに、 市に寄贈された文化芸術作品の修復を段階的に行い、活用に向け管理する。
施策目的・

(2)目的 ふれる機会や参加する機会の充実を図ります。また、さまざまな分野で我孫子の自然や風土をいかした新た 事業目的
展開方向

な文化芸術活動が生まれるよう、個人や団体への支援に努めます。
・市に寄贈された芸術作品を段階的に修復し管理していく。 令和３年度は、寄贈作品の分類及び整理期間とし、収納場所を確定の上管理台帳を作成する。
・市に寄贈された芸術作品を市民に広く知っていただくために、展示会を開催するなど文化芸術作品を身近 寄贈作品の分類・整理終了後、令和4年度を目標に修復を開始する。
な場所で鑑賞できる機会を設ける。また、様々なイベントとのコラボレーションを検討し多くの方に来場し 当該年度
ていただけるよう計画する。 執行計画

(3)事業内容 内　　容

分類・整理後の修復可能な寄贈作品の数 想定値 800当該年度
単位 点

活動結果指標 実績値 200

(4)達成目標(期待する成果) 達成目標(期待する成果) 指標種類 指　　標 単位 (5)現況値 (6)目標値

当該年度 修復可能な寄贈作品の数 直接 修復可能な寄贈作品の数 点 0 800

令和 4年度 修復した寄贈作品の数 直接 修復した寄贈絵画の数 点 10

令和 5年度 同上 直接 同上 点 10

市に寄贈された文化芸術作品の修復を段階的に行い、寄贈作品の活用として作品展を実施するなど文化芸術のすばらしさを市民
(7)事業実施上の課題と対応 に体感してもらう機会を設ける必要があります。 代替案検討 ○有 ●無

令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度

政
策

金額(千円) 政
策

予算額(千円) 決算額(千円) 政
策

金額(千円) 政
策

金額(千円)内　　容 内　　容 内　　容 内　　容

寄贈作品修繕料 119 寄贈絵画保存用消耗品 185 69 寄贈絵画保存用消耗品 50 寄贈絵画保存用消耗品 50
施設使用料（保存庫賃借料） 177 施設使用料（保存庫賃借料） 177 177 寄贈絵画修繕料 120 寄贈絵画修繕料 120

備品購入費 13 9 施設使用料（保存庫賃借料） 177 施設使用料（保存庫賃借料） 177

流用　寄贈絵画保存用消耗品 △26
流用　草刈委託料 172 172

実施内容

(8)施行事項
費　　用

予算(決算)額 合　　計 296 合　　計 521 427 合　　計 347 合　　計 347
国庫支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
県支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
起債 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0 0 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0

(9)財源内訳
一般財源 296 521 427 347 347

その他の財源 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0
換算人数(人) 0.2 0.2 0.2 0.12 0.12
正職員人件費 1,740 1,780 1,780 1,068 1,068

(10)人件費等
嘱託職員報酬額 0 0 0 0 0
臨時職員賃金額 0 0 0 0 0

事業費(予算(決算)額＋正職員人件費) 2,036 2,301 2,207 1,415 1,415
(11)単位費用

50.9千円／点 2.88千円／点 11.04
    (事業費／活動結果指標)

２．事業の評価(DO+CHECK)

評価項目 事　前　評　価 事　後　評　価（評価結果に応じ、改善案検討（拡充も含む）） 改善検討

必
　
要
　
性

市には芸術的価値の高い寄贈作品があり、その中でも絵画は８００点ほど所蔵している。 ●①事前確認での想定どおり
このような芸術的価値の高い作品を良好な状態に修復し、市民の皆さんに鑑賞していただけるよう準備をしておく必要が ○②事前確認での想定どおりでなかった

(1)事業が今必要である理由・ ある。本市には美術館が無いため、常設展示をすることはできないが、定期的に作品の展示を行い、芸術作品を鑑賞する ○要
   背景は？(事業の必要性) 機会を提供する。 ＜想定どおりとした理由／想定どおりでなかった原因＞ ●不要

保管している作品の収納場所が確定し、令和5年度に向けて修復を行う準備ができた。

○①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できない ＜その他の内容＞ □①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できなかった ＜市実施の具体的な内容・必要性の理由＞
(理由) □法令等で市が実施することが定められている ■②市が主導で進めなければ実効性がなかった 市保有の絵画であるため、市主導の実施が適している。

□提供主体が市しかない □③市が先導役となったことで市民へ普及が一層
□その他 　促進された

□④市の支援が政策・施策の目標の実現に貢献した
(2)市が実施する必要性は

●②自治体である市が推進すべきである ＜その他の内容＞ □⑤サービス水準が確保された ○要
   あるか？

(理由) ■市が主導で進めることにより実効性が得られる □⑥サービスの安定供給基盤が確保された ●不要
   (市実施の必要性)

□市が実施・提供することにより、良質で安定した □⑦その他
サービスが保証される ＜その他の内容＞

□市が支援することにより政策・施策の目標の
実現が図られる

□その他

参
加
・
協
働
の
工
夫

実施した参加・協働の具体的な内容（又は今後、
参加・協働の内容 工夫の具体的な内容 参加・協働の程度・内容

参加・協働が考えられる場合にはその内容）
○①事業計画時に市民の参画有り ○①当初期待した以上
○②事業実施時に市民の参画有り ○②当初期待したとおり
○③管理・運営に市民の参画有り ●③当初の期待以下

市民の参加や市民との協働を
○④市民の自主的な活動と連携している ○要

工夫しているか？
○⑤市民と共同で事業を実施 ＜期待した以上となった理由／期待以下であった原因＞ ●不要

(体制づくり)
●⑥その他 新型コロナウイルス感染症のため、市民スタッフの派遣行え

なかった。
＜その他の内容＞
作品の展覧会を実施する際、市民スタッフを派遣し運営のサポートを依頼している。

環
境
へ
の
配
慮

配慮の視点 取組む内容 実施した具体的な内容 環境への配慮

□①自然環境を生かしている 環境に負荷を与えるものではない。 ●①想定どおり
□②生き物と共存している ○②想定どおりでなかった
□③手賀沼を意識している

環境に配慮して事業を進めて
□④環境負荷低減に貢献している ＜想定どおりでなかった原因＞ ○要

いるか？
■⑤その他 ●不要

＜その他の内容＞
環境に負荷を与えるものではない。

効
　
率
　
性

現況値(a)(点) 目標値(b)(点) 目標値の妥当性のチェック 達成状況 ○①目標値達成
●②目標値未達成

■①客観的なデータ・事実に基づき設定している 実績値(f)(点) 達成率(％)
(1)目標設定は適切か？ □②現況値と比べ実現性が乏しい値ではない (f/b×100) ○要

＜目標を達成した理由／未達成となった原因＞
0 800 □③現況値との差が小さい値ではない ●不要

新型コロナウイルス感染症の影響により、展示会を開催することができなかった
□④適当な比較対象が有る場合、比較対象例における目標値(と現況値の差)と 200 25

ため。
　同等の水準である

対策実施による事業費削減 実施予定の対策 実施状況 ○①想定事業費未満 事業費の削減対策について
●②概ね想定事業費以内

事業費削減額(d) □①国・県助成制度活用 □⑤ＰＦＩ等民間資本の活用 対事業費(％) ●①事前の想定どおり
事業費(c)(千円) 実績値(g)(千円) ○③想定事業費超過

(千円) ■②現有体制での対応 □⑥受益者負担 (g/c)×100 ○②事前の想定どおりでなかった
□③維持管理費の削減策の実施 □⑦その他

(2)事業費削減の工夫をして 2,301 △265 2,207 95.91
□④民間委託 ＜想定どおり削減できなかった原因＞ ○要

   いるか？
事業費削減率(％) ＜削減の内容＞ ＜超過理由等＞ ●不要

△13.02

目標値対事業費(e) 計算方法 達成状況 ○①目標値以上 ＜目標値以上となった理由／目標値以下であった原因＞
(3)目標値を実現する為に ○②目標値と同程度 市の財産である寄贈絵画を適切に保管し、作品の収納場

単位 費用単位 ●①単年度の指標：目標値×費用単位／事業費 対目標値(％) ○要
   投じる事業費は適正か？ 実績値(h) ●③目標値以下 所を確定した。

○②複数年度の指標：(目標値－現況値)×費用単位／事業費 (h/e)×100 ●不要
   (目標対費用) 34.77

点 10万円 9.06 26.06

３．事後評価

○現状どおり推進 ○拡充 ○縮小 ●結合 ○休止 ○廃止 ○事業手法見直し ○その他(事業完了など)

評
　
価

評価コメント 改善策及び展開方向
事務事業の見直しによる結合。令和4年度からは結合後の事務事業の中で一体的に推進していく。 令和4年度からは結合後の事務事業の中で一体的に推進していく。

様式第３号 事務事業評価表（令和 3年度）

事業コード 1122 課コード 1602 会計種別 一般会計 予算の種類 □政策 ■経常 □なし

１．事業の概要(PLAN)

基本事業 実施計画への
①事業名 ●有 ○無 ②部課名 生涯学習部・文化・スポーツ課

個別事業 寄贈作品の保存と活用 位置づけ

③事業主体 ●市 ○その他（ ） ④対象地区 □我孫子 □天王台 □湖北 □新木 □布佐 ■全市

⑤事業期間 ～ ⑥担当職員数 3 人 (換算人数 0.2 人）
(1)事業概要

(当　初) 2,155 千円 (うち人件費 1,780 千円）⑦事業費
総事業費 0 千円 当該(開始)年度

(人件費含む) (変更後) 2,301 千円 (うち人件費 1,780 千円）

施策 重点プロジェクト 基本計画地区別 部門別計画への
⑧施策の位置づけ 53102 重点なし ○有 ●無 (計画名) 我孫子市第3次生涯学習推進計

コード への位置づけ 計画への位置づけ 位置づけ

幅広い年代の市民が新たに文化芸術に親しめるよう、イベントや活動団体の情報を広く発信するとと



勤,在学の音楽家たちが出演するコンサートを開催し、多くの市民に鑑賞してもらう。
施策目的・

(2)目的 ふれる機会や参加する機会の充実を図ります。また、さまざまな分野で我孫子の自然や風土をいかした新た 事業目的
展開方向

な文化芸術活動が生まれるよう、個人や団体への支援に努めます。
市内各会場において、若手音楽家のみならず様々な年齢層で、クラシックに限らず多彩なジャンルのコンサ 若者たちで構成する合唱団と様々な楽器のアンサンブル演奏会を実施する。
ートをテーマに沿って実施する。

当該年度
執行計画

(3)事業内容 内　　容

実施回数 想定値 1当該年度
単位 回

活動結果指標 実績値 0

(4)達成目標(期待する成果) 達成目標(期待する成果) 指標種類 指　　標 単位 (5)現況値 (6)目標値

当該年度 多くの市民に鑑賞いただけるよう周知する。 直接 実施回数 回 0 1

令和 4年度 同上 直接 同上 回 1

令和 5年度 同上 直接 同上 回 1

出演者が固定化しないよう募集方法を検討し、幅広い年齢の方に鑑賞していただけるコンサートを展開していく必要がある。
(7)事業実施上の課題と対応 代替案検討 ○有 ●無

令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度

政
策

金額(千円) 政
策

予算額(千円) 決算額(千円) 政
策

金額(千円) 政
策

金額(千円)内　　容 内　　容 内　　容 内　　容

消耗品費 20 消耗品費 20 5 消耗品費 20 消耗品費 20
印刷製本費 79 印刷製本費 63 24 印刷製本費 63 印刷製本費 63

実施内容

(8)施行事項
費　　用

予算(決算)額 合　　計 99 合　　計 83 29 合　　計 83 合　　計 83
国庫支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
県支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
起債 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0 0 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0

(9)財源内訳
一般財源 99 83 29 83 83

その他の財源 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0
換算人数(人) 0.18 0.18 0.18 0.18 0.18
正職員人件費 1,566 1,602 1,602 1,602 1,602

(10)人件費等
嘱託職員報酬額 0 0 0 0 0
臨時職員賃金額 0 0 0 0 0

事業費(予算(決算)額＋正職員人件費) 1,665 1,685 1,631 1,685 1,685
(11)単位費用

1,665千円／回 1,685千円／回 0
    (事業費／活動結果指標)

２．事業の評価(DO+CHECK)

評価項目 事　前　評　価 事　後　評　価（評価結果に応じ、改善案検討（拡充も含む）） 改善検討

必
　
要
　
性

市内には、音楽家を目指している若者をはじめ、音楽活動をしている人々が発表する機会を望んでいる。 ○①事前確認での想定どおり
また、やすらぎや交流の場を求めている方や子育て世代の方に、生演奏を気軽に鑑賞できるコンサートを提供する必要が ●②事前確認での想定どおりでなかった

(1)事業が今必要である理由・ ある。市民プラザ、アビスタ、湖北地区公民館を順番に会場にし実施したい。 ○要
   背景は？(事業の必要性) ＜想定どおりとした理由／想定どおりでなかった原因＞ ●不要

新型コロナウイルス感染症拡大のため事業中止となった。

○①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できない ＜その他の内容＞ □①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できなかった ＜市実施の具体的な内容・必要性の理由＞
(理由) □法令等で市が実施することが定められている ■②市が主導で進めなければ実効性がなかった 市主導で行うことで、テーマに沿ったまとまりのある事業を

□提供主体が市しかない □③市が先導役となったことで市民へ普及が一層 展開できる。
□その他 　促進された

□④市の支援が政策・施策の目標の実現に貢献した
(2)市が実施する必要性は

●②自治体である市が推進すべきである ＜その他の内容＞ □⑤サービス水準が確保された ○要
   あるか？

(理由) ■市が主導で進めることにより実効性が得られる □⑥サービスの安定供給基盤が確保された ●不要
   (市実施の必要性)

□市が実施・提供することにより、良質で安定した □⑦その他
サービスが保証される ＜その他の内容＞

□市が支援することにより政策・施策の目標の
実現が図られる

□その他

参
加
・
協
働
の
工
夫

実施した参加・協働の具体的な内容（又は今後、
参加・協働の内容 工夫の具体的な内容 参加・協働の程度・内容

参加・協働が考えられる場合にはその内容）
○①事業計画時に市民の参画有り 市内在住、在勤、在学の音楽家たちが出演するコンサートで 新型コロナウイルス感染症拡大のため事業中止となった。 ○①当初期待した以上
●②事業実施時に市民の参画有り ある。 感染状況を見ながら、実施の手法等を工夫・検討していく。 ○②当初期待したとおり
○③管理・運営に市民の参画有り ●③当初の期待以下

市民の参加や市民との協働を
○④市民の自主的な活動と連携している ○要

工夫しているか？
○⑤市民と共同で事業を実施 ＜期待した以上となった理由／期待以下であった原因＞ ●不要

(体制づくり)
○⑥その他 新型コロナウイルス感染症拡大のため事業中止となった。

＜その他の内容＞

環
境
へ
の
配
慮

配慮の視点 取組む内容 実施した具体的な内容 環境への配慮

□①自然環境を生かしている 環境に負荷を与えるものではない。 ●①想定どおり
□②生き物と共存している ○②想定どおりでなかった
□③手賀沼を意識している

環境に配慮して事業を進めて
□④環境負荷低減に貢献している ＜想定どおりでなかった原因＞ ○要

いるか？
■⑤その他 ●不要

＜その他の内容＞
環境に負荷を与えるものではない。

効
　
率
　
性

現況値(a)(回) 目標値(b)(回) 目標値の妥当性のチェック 達成状況 ○①目標値達成
●②目標値未達成

■①客観的なデータ・事実に基づき設定している 実績値(f)(回) 達成率(％)
(1)目標設定は適切か？ □②現況値と比べ実現性が乏しい値ではない (f/b×100) ●要

＜目標を達成した理由／未達成となった原因＞
0 1 □③現況値との差が小さい値ではない ○不要

新型コロナウイルス感染症拡大のため事業中止となった。
□④適当な比較対象が有る場合、比較対象例における目標値(と現況値の差)と 0 0
　同等の水準である

対策実施による事業費削減 実施予定の対策 実施状況 ○①想定事業費未満 事業費の削減対策について
●②概ね想定事業費以内

事業費削減額(d) □①国・県助成制度活用 □⑤ＰＦＩ等民間資本の活用 対事業費(％) ○①事前の想定どおり
事業費(c)(千円) 実績値(g)(千円) ○③想定事業費超過

(千円) ■②現有体制での対応 □⑥受益者負担 (g/c)×100 ●②事前の想定どおりでなかった
□③維持管理費の削減策の実施 □⑦その他

(2)事業費削減の工夫をして 1,685 △20 1,631 96.8
□④民間委託 ＜想定どおり削減できなかった原因＞ ●要

   いるか？
事業費削減率(％) ＜削減の内容＞ ＜超過理由等＞ 新型コロナウイルス感染症拡大のため事業中止と ○不要

なった。

△1.2

目標値対事業費(e) 計算方法 達成状況 ○①目標値以上 ＜目標値以上となった理由／目標値以下であった原因＞
(3)目標値を実現する為に ○②目標値と同程度 新型コロナウイルス感染症拡大のため事業中止となった

単位 費用単位 ●①単年度の指標：目標値×費用単位／事業費 対目標値(％) ●要
   投じる事業費は適正か？ 実績値(h) ●③目標値以下 。

○②複数年度の指標：(目標値－現況値)×費用単位／事業費 (h/e)×100 ○不要
   (目標対費用) 0.06

回 10万円 0 0

３．事後評価

○現状どおり推進 ○拡充 ○縮小 ●結合 ○休止 ○廃止 ○事業手法見直し ○その他(事業完了など)

評
　
価

評価コメント 改善策及び展開方向
事務事業の見直しによる結合。令和4年度からは結合後の事務事業の中で一体的に推進していく。 令和4年度からは結合後の事務事業の中で一体的に推進していく。

様式第３号 事務事業評価表（令和 3年度）

事業コード 1123 課コード 1602 会計種別 一般会計 予算の種類 □政策 ■経常 □なし

１．事業の概要(PLAN)

基本事業 実施計画への
①事業名 ●有 ○無 ②部課名 生涯学習部・文化・スポーツ課

個別事業 市民参加型コンサート 位置づけ

③事業主体 ●市 ○その他（ ） ④対象地区 □我孫子 □天王台 □湖北 □新木 □布佐 ■全市

⑤事業期間 ～ ⑥担当職員数 3 人 (換算人数 0.18 人）
(1)事業概要

(当　初) 1,685 千円 (うち人件費 1,602 千円）⑦事業費
総事業費 0 千円 当該(開始)年度

(人件費含む) (変更後) 千円 (うち人件費 千円）

施策 重点プロジェクト 基本計画地区別 部門別計画への
⑧施策の位置づけ 53102 重点なし ○有 ●無 (計画名) 我孫子市第3次生涯学習推進計

コード への位置づけ 計画への位置づけ 位置づけ

幅広い年代の市民が新たに文化芸術に親しめるよう、イベントや活動団体の情報を広く発信するとともに、 市内在住、在



どの調査・ 伝統的な祭りや芸能の活性化を図り、伝統芸能を地域ぐるみで盛り上げ、次世代に継承していく機会とする
施策目的・

(2)目的 研究を行うとともに、活動のＰＲなど情報発信の充実、後継者育成のための支援に取り組みます。 事業目的 。
展開方向

毎年１２月に湖北地区公民館ホールにおいて、我孫子市に伝わる神楽舞や祭囃子などの民俗芸能を発表する ○　８月　出演団体に依頼（開催日・リハーサル）、実施計画書の作成
郷土芸能祭を教育委員会主催で行う。 ○　９月　ポスター、チラシデザインの依頼、出演原稿とりまとめ
【出演】・伝統的な民俗芸能を営々と伝える団体 当該年度 ○１０月　プログラム原稿作成、ポスター、チラシの作成、ミニコミ紙掲載依頼、
　　　　　「古戸はやし連中」「あびこふるさと会」「ひょっとこ睦」 執行計画 　　　　　案内状作成等

(3)事業内容 内　　容 　　　　・市内小中学校郷土芸能クラブ ○１１月　プログラム印刷依頼、リハーサル開催（プログラム用写真撮影）
　　　　　「布佐中郷土芸能講座」「我孫子第四小伝統芸能クラブ」「湖北小伝統芸能クラブ」 ○１２月第一日曜日　郷土芸能祭開催
　　　　　「布佐小伝統芸能クラブ」 参加(発表）団体数 想定値 7当該年度
【出し物】「神楽舞」「祭囃子」「寿獅子舞」など。 単位 団体

活動結果指標 実績値 6

(4)達成目標(期待する成果) 達成目標(期待する成果) 指標種類 指　　標 単位 (5)現況値 (6)目標値

当該年度 郷土芸能祭参加(発表）団体を増やす。 直接 参加(発表）団体数 団体 6 7

令和 4年度 同上 直接 同上 団体 7

令和 5年度 同上 直接 同上 団体 7

継承団体3団体に加え、市内小中学校の伝統芸能クラブが出演しているが、観覧者の増加が見込めない状況である。ゲストの選
(7)事業実施上の課題と対応 定、舞台演出を工夫するなどの検討が必要である。 代替案検討 ○有 ●無

令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度

政
策

金額(千円) 政
策

予算額(千円) 決算額(千円) 政
策

金額(千円) 政
策

金額(千円)内　　容 内　　容 内　　容 内　　容

出演者報償費 350 出演者報償費 350 250 出演者報償費 350 出演者報償費 350
消耗品費 20 消耗品費 20 20 消耗品費 20 消耗品費 20
印刷製本費 157 印刷製本費 158 136 印刷製本費 158 印刷製本費 158
郷土芸能祭舞台スタッフ委託料 198 舞台スタッフ委託料 169 154 舞台スタッフ委託料 169 舞台スタッフ委託料 169

3月補正
出演者報償費 △100

実施内容

(8)施行事項
費　　用

予算(決算)額 合　　計 725 合　　計 597 560 合　　計 697 合　　計 697
国庫支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
県支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
起債 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0 0 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0

(9)財源内訳
一般財源 374 155 383 255 255

その他の財源 □特会 □受益 □基金 ■その他 351 □特会 □受益 □基金 ■その他 442 177 □特会 □受益 □基金 ■その他 442 □特会 □受益 □基金 □その他 442
換算人数(人) 0.36 0.37 0.37 0.36 0.36
正職員人件費 3,132 3,293 3,293 3,204 3,204

(10)人件費等
嘱託職員報酬額 0 0 0 0 0
臨時職員賃金額 0 0 0 0 0

事業費(予算(決算)額＋正職員人件費) 3,857 3,890 3,853 3,901 3,901
(11)単位費用

38.57千円／人 555.71千円／団体 642.17
    (事業費／活動結果指標)

２．事業の評価(DO+CHECK)

評価項目 事　前　評　価 事　後　評　価（評価結果に応じ、改善案検討（拡充も含む）） 改善検討

必
　
要
　
性

・その時々の暮らしの中から生まれ育ってきた伝統的な祭りや芸能を見直し、育てる機会とする。　また、こうした伝統 ○①事前確認での想定どおり
芸能を地域ぐるみで支え、次世代に継承していく。 ●②事前確認での想定どおりでなかった

(1)事業が今必要である理由・ ・市民に身近に鑑賞する機会を提供することにより、地域住民の手によって新たな地域文化として育てていくなど、故郷 ○要
   背景は？(事業の必要性) 作りを推進する。 ＜想定どおりとした理由／想定どおりでなかった原因＞ ●不要

・今日の、私たちの生活文化や思想の基礎となる価値の高い無形文化財を計画的に記録・保存するため。 高齢化により、一団体が出演辞退となったため。

○①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できない ＜その他の内容＞ □①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できなかった ＜市実施の具体的な内容・必要性の理由＞
(理由) □法令等で市が実施することが定められている ■②市が主導で進めなければ実効性がなかった 郷土芸能の鑑賞の機会を広報・宣伝し周知させるためには市

□提供主体が市しかない □③市が先導役となったことで市民へ普及が一層 主導で行う必要がある。
□その他 　促進された

□④市の支援が政策・施策の目標の実現に貢献した
(2)市が実施する必要性は

●②自治体である市が推進すべきである ＜その他の内容＞ □⑤サービス水準が確保された ○要
   あるか？

(理由) ■市が主導で進めることにより実効性が得られる □⑥サービスの安定供給基盤が確保された ●不要
   (市実施の必要性)

□市が実施・提供することにより、良質で安定した □⑦その他
サービスが保証される ＜その他の内容＞

□市が支援することにより政策・施策の目標の
実現が図られる

□その他

参
加
・
協
働
の
工
夫

実施した参加・協働の具体的な内容（又は今後、
参加・協働の内容 工夫の具体的な内容 参加・協働の程度・内容

参加・協働が考えられる場合にはその内容）
○①事業計画時に市民の参画有り 市内の継承団体で構成し実施している。 出演団体の希望をとり、新型コロナウイルス感染症対策を徹 ●①当初期待した以上
●②事業実施時に市民の参画有り ゲストは市内で活動している文化団体に依頼している。 底的に行い、有観客講演とした。 ○②当初期待したとおり
○③管理・運営に市民の参画有り ○③当初の期待以下

市民の参加や市民との協働を
○④市民の自主的な活動と連携している ○要

工夫しているか？
○⑤市民と共同で事業を実施 ＜期待した以上となった理由／期待以下であった原因＞ ●不要

(体制づくり)
○⑥その他 伝統芸能を披露する機会を保ち、伝統芸能継承団体のモチベ

ーションが高まり、市との連帯感も深まった。
＜その他の内容＞

環
境
へ
の
配
慮

配慮の視点 取組む内容 実施した具体的な内容 環境への配慮

□①自然環境を生かしている 環境に負荷を与えるものではない。 ●①想定どおり
□②生き物と共存している ○②想定どおりでなかった
□③手賀沼を意識している

環境に配慮して事業を進めて
□④環境負荷低減に貢献している ＜想定どおりでなかった原因＞ ○要

いるか？
■⑤その他 ●不要

＜その他の内容＞
環境に負荷を与えるものではない。

効
　
率
　
性

現況値(a)(団体) 目標値(b)(団体) 目標値の妥当性のチェック 達成状況 ○①目標値達成
●②目標値未達成

■①客観的なデータ・事実に基づき設定している 実績値(f)(団体) 達成率(％)
(1)目標設定は適切か？ □②現況値と比べ実現性が乏しい値ではない (f/b×100) ○要

＜目標を達成した理由／未達成となった原因＞
6 7 □③現況値との差が小さい値ではない ●不要

高齢化により、一団体が出演辞退となったため。
□④適当な比較対象が有る場合、比較対象例における目標値(と現況値の差)と 6 85.71
　同等の水準である

対策実施による事業費削減 実施予定の対策 実施状況 ○①想定事業費未満 事業費の削減対策について
●②概ね想定事業費以内

事業費削減額(d) □①国・県助成制度活用 □⑤ＰＦＩ等民間資本の活用 対事業費(％) ●①事前の想定どおり
事業費(c)(千円) 実績値(g)(千円) ○③想定事業費超過

(千円) ■②現有体制での対応 □⑥受益者負担 (g/c)×100 ○②事前の想定どおりでなかった
□③維持管理費の削減策の実施 □⑦その他

(2)事業費削減の工夫をして 3,890 △33 3,853 99.05
□④民間委託 ＜想定どおり削減できなかった原因＞ ○要

   いるか？
事業費削減率(％) ＜削減の内容＞ ＜超過理由等＞ ●不要

△0.86

目標値対事業費(e) 計算方法 達成状況 ○①目標値以上 ＜目標値以上となった理由／目標値以下であった原因＞
(3)目標値を実現する為に ○②目標値と同程度 高齢化により、一団体が出演辞退となったため。

単位 費用単位 ●①単年度の指標：目標値×費用単位／事業費 対目標値(％) ○要
   投じる事業費は適正か？ 実績値(h) ●③目標値以下

○②複数年度の指標：(目標値－現況値)×費用単位／事業費 (h/e)×100 ●不要
   (目標対費用) 0.18

団体 10万円 0.16 88.89

３．事後評価

○現状どおり推進 ○拡充 ○縮小 ●結合 ○休止 ○廃止 ○事業手法見直し ○その他(事業完了など)

評
　
価

評価コメント 改善策及び展開方向
事務事業の見直しによる結合。令和4年度からは結合後の事務事業の中で一体的に推進していく。 令和4年度からは結合後の事務事業の中で一体的に推進していく。

様式第３号 事務事業評価表（令和 3年度）

事業コード 1125 課コード 1602 会計種別 一般会計 予算の種類 □政策 ■経常 □なし

１．事業の概要(PLAN)

基本事業 実施計画への
①事業名 ●有 ○無 ②部課名 生涯学習部・文化・スポーツ課

個別事業 郷土芸能活動の保護育成 位置づけ

③事業主体 ●市 ○その他（ ） ④対象地区 □我孫子 □天王台 □湖北 □新木 □布佐 ■全市

⑤事業期間 ～ ⑥担当職員数 5 人 (換算人数 0.37 人）
(1)事業概要

(当　初) 3,990 千円 (うち人件費 3,293 千円）⑦事業費
総事業費 0 千円 当該(開始)年度

(人件費含む) (変更後) 3,890 千円 (うち人件費 3,293 千円）

施策 重点プロジェクト 基本計画地区別 部門別計画への
⑧施策の位置づけ 53201 重点なし ○有 ●無 (計画名) 我孫子市第3次生涯学習推進計

コード への位置づけ 計画への位置づけ 位置づけ

我孫子に伝わる生活文化や貴重な郷土芸能を保存し、継承していくため、聞き取りや現地踏査な



承するため、発掘調査や歴 住宅建設等に伴って破壊される遺跡において発掘調査を実施することにより、正確に記録保存を行い、文化
施策目的・

(2)目的 史資料の調査を進め、適切に記録保存します。また、報告書や資料集を刊行して、その成果を市民に還元し 事業目的 財の重要性を広く市民に知らせていく。
展開方向

ます。
 我孫子市内に所在する遺跡において住宅建設などに伴って現状が変更される場合、試掘を実施し、古代人 試掘の結果を受けて、確認調査、本調査を行なう場合、できるだけ速やかに実施し、年度内に調査終了する
の住まいや生活の痕跡である遺構が確認された場合、本調査を実施することとなる。不特定遺跡発掘調査と よう調整をはかる。
は個人専用住宅の本調査や、民間開発事業に伴う本調査範囲を決めるための確認調査をさし、市民生活に直 当該年度
結するため、小規模ながらも迅速に実施する必要がある。調査後は出土した遺物や記録類を整理し、報告書 執行計画

(3)事業内容 内　　容 刊行に備える。

発掘調査執行率 想定値 100当該年度
単位 %

活動結果指標 実績値 100

(4)達成目標(期待する成果) 達成目標(期待する成果) 指標種類 指　　標 単位 (5)現況値 (6)目標値

当該年度 年度内に発生した発掘調査案件を全て完了する。 直接 発掘調査実施率（実施件数／発掘調査しなければならない件数） % 100 100

令和 4年度 年度内に発生した発掘調査案件を全て完了する。 直接 発掘調査実施率（実施件数／発掘調査しなければならない件数） % 100

令和 5年度 全ての発掘調査案件を正確に記録し保存する。 直接 発掘調査実施率（実施件数／発掘調査しなければならない件数） % 100

件数が前年度に予測できないため、柔軟な対応が必要となる。
(7)事業実施上の課題と対応 代替案検討 ○有 ●無

令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度

政
策

金額(千円) 政
策

予算額(千円) 決算額(千円) 政
策

金額(千円) 政
策

金額(千円)内　　容 内　　容 内　　容 内　　容

需用費（消耗品費、印刷製本費） 460 需用費（消耗品費、印刷製本費） 423 171 需用費（消耗品費、印刷製本費） 423 需用費（消耗品費、印刷製本費） 423
修繕料 41 修繕料 41 39 修繕料 41 修繕料 41
通信運搬費 22 通信運搬費 3 3 通信運搬費 22 通信運搬費 22
遺跡地図システム保守委託 220 遺跡地図システム保守委託 220 220 遺跡地図システム保守委託 220 遺跡地図システム保守委託 220
遺跡管理ソフト使用料 634 遺跡管理ソフト使用料 634 634 遺跡管理ソフト使用料 634 遺跡管理ソフト使用料 634
使用賃借（重機等借上料） 1,237 使用賃借（重機等借上料） 1,389 907 使用賃借（重機等借上料） 1,389 使用賃借（重機等借上料） 1,389
史跡整備協議会負担金 4 史跡整備協議会負担金 4 0 史跡整備協議会負担金 4 史跡整備協議会負担金 4

実施内容 98公用車　燃料費 67 98公用車　燃料費 60 63 98公用車　燃料費 60 98公用車　燃料費 60
98公用車　車検修繕料 74 98公用車　車検修繕料 129 88 98公用車　車検修繕料 129 98公用車　車検修繕料 129

(8)施行事項
費　　用 98公用車　車検代行・点検手数料・自 41 98公用車　車検代行・点検手数料・自 56 55 98公用車　車検代行・点検手数料・自 56 98公用車　車検代行・点検手数料・自 56

賠責保険 賠責保険 賠責保険 賠責保険
98公用車　自動車重量税 13 98公用車　自動車重量税 13 9 98公用車　自動車重量税 13 98公用車　自動車重量税 13
不特定遺跡発掘調査を行う会計年度任 1,736 不特定遺跡発掘調査を行う会計年度任 1,801 20 不特定遺跡発掘調査を行う会計年度任 1,801 不特定遺跡発掘調査を行う会計年度任 1,801
用職員 用職員 用職員 用職員
9月補正　会計年度任用職員　交通費 300

予算(決算)額 合　　計 4,849 合　　計 4,773 2,209 合　　計 4,792 合　　計 4,792
国庫支出金 補助率 21.9 ％ 1,000 補助率 21.9 ％ 1,000 1,000 補助率 21.9 ％ 1,000 補助率 0 ％ 0
県支出金 補助率 4.4 ％ 200 補助率 4.4 ％ 275 275 補助率 4.4 ％ 275 補助率 0 ％ 275
起債 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0 0 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0

(9)財源内訳
一般財源 3,649 3,498 934 3,517 4,517

その他の財源 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0
換算人数(人) 0.11 0.12 0.12 0.11 0.11
正職員人件費 957 1,068 1,068 979 979

(10)人件費等
嘱託職員報酬額 0 0 0 0 0
臨時職員賃金額 0 0 0 0 0

事業費(予算(決算)額＋正職員人件費) 5,806 5,841 3,277 5,771 5,771
(11)単位費用

58.06千円／% 58.41千円／% 32.77
    (事業費／活動結果指標)

２．事業の評価(DO+CHECK)

評価項目 事　前　評　価 事　後　評　価（評価結果に応じ、改善案検討（拡充も含む）） 改善検討

必
　
要
　
性

・文化財保護法第99条に基づき損壊する恐れのある埋蔵文化財は事前に記録保存を行なわなければならない。 ●①事前確認での想定どおり
・埋蔵文化財は過去の歴史を知るための貴重な資料であり、消滅の恐れのあるものは後世に伝えるために、正確に記録保 ○②事前確認での想定どおりでなかった

(1)事業が今必要である理由・ 存をしなければならない。 ○要
   背景は？(事業の必要性) ＜想定どおりとした理由／想定どおりでなかった原因＞ ●不要

市民生活に直結する開発等を滞らせることなく、文化財保護法に定められた発掘調査を円滑に進めることができた。

○①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できない ＜その他の内容＞ ■①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できなかった ＜市実施の具体的な内容・必要性の理由＞
(理由) □法令等で市が実施することが定められている □②市が主導で進めなければ実効性がなかった 千葉県の指導により、発掘調査は第一義的に市が直営事業で

□提供主体が市しかない □③市が先導役となったことで市民へ普及が一層 実施するものとされ、民間調査機関は事務量的に市が受けら
□その他 　促進された れない場合に限られる。また、専門的な業務のため、市民で

□④市の支援が政策・施策の目標の実現に貢献した の実施は不可能である。
(2)市が実施する必要性は

●②自治体である市が推進すべきである ＜その他の内容＞ ■⑤サービス水準が確保された ○要
   あるか？

(理由) ■市が主導で進めることにより実効性が得られる □⑥サービスの安定供給基盤が確保された ●不要
   (市実施の必要性)

■市が実施・提供することにより、良質で安定した □⑦その他
サービスが保証される ＜その他の内容＞

□市が支援することにより政策・施策の目標の
実現が図られる

□その他

参
加
・
協
働
の
工
夫

実施した参加・協働の具体的な内容（又は今後、
参加・協働の内容 工夫の具体的な内容 参加・協働の程度・内容

参加・協働が考えられる場合にはその内容）
○①事業計画時に市民の参画有り 小中学校の児童生徒を受け入れ、体験発掘等を実施している 直営事業のため、市民参加は難しいが、小学校・中学校の職 ○①当初期待した以上
●②事業実施時に市民の参画有り 。 場体験や社会科見学の一環として、発掘調査体験事業や現場 ○②当初期待したとおり
○③管理・運営に市民の参画有り での説明会などを実施している。 ●③当初の期待以下

市民の参加や市民との協働を
○④市民の自主的な活動と連携している ○要

工夫しているか？
○⑤市民と共同で事業を実施 ＜期待した以上となった理由／期待以下であった原因＞ ●不要

(体制づくり)
○⑥その他 新型コロナウイルス感染症防止のため、また案件が例年に比

して少数であったため、発掘調査体験事業や現場説明会など
＜その他の内容＞ が実施できなかった。

環
境
へ
の
配
慮

配慮の視点 取組む内容 実施した具体的な内容 環境への配慮

□①自然環境を生かしている 環境に負荷を与えるものではないが、重機などの発掘に関係 ●①想定どおり
□②生き物と共存している ある車両の使用を最小限にするように業務を調整している。 ○②想定どおりでなかった
□③手賀沼を意識している

環境に配慮して事業を進めて
□④環境負荷低減に貢献している ＜想定どおりでなかった原因＞ ○要

いるか？
■⑤その他 ●不要

＜その他の内容＞
環境に負荷を与えるものではない。

効
　
率
　
性

現況値(a)(%) 目標値(b)(%) 目標値の妥当性のチェック 達成状況 ●①目標値達成
○②目標値未達成

■①客観的なデータ・事実に基づき設定している 実績値(f)(%) 達成率(％)
(1)目標設定は適切か？ □②現況値と比べ実現性が乏しい値ではない (f/b×100) ○要

＜目標を達成した理由／未達成となった原因＞
100 100 □③現況値との差が小さい値ではない ●不要

課内の協力をもって、業務推進を行った。
□④適当な比較対象が有る場合、比較対象例における目標値(と現況値の差)と 100 100
　同等の水準である

対策実施による事業費削減 実施予定の対策 実施状況 ●①想定事業費未満 事業費の削減対策について
○②概ね想定事業費以内

事業費削減額(d) ■①国・県助成制度活用 □⑤ＰＦＩ等民間資本の活用 対事業費(％) ○①事前の想定どおり
事業費(c)(千円) 実績値(g)(千円) ○③想定事業費超過

(千円) ■②現有体制での対応 □⑥受益者負担 (g/c)×100 ○②事前の想定どおりでなかった
□③維持管理費の削減策の実施 □⑦その他

(2)事業費削減の工夫をして 5,841 △35 3,277 56.1
□④民間委託 ＜想定どおり削減できなかった原因＞ ○要

   いるか？
事業費削減率(％) ＜削減の内容＞ ＜超過理由等＞ 発掘調査の件数が想定より少なく、考古遺物整理 ●不要

発掘調査の件数が想定より少なかったため、考古遺物整理等を行う経費 を行う経費が少なくなったため。
が削減できた。

△0.6

目標値対事業費(e) 計算方法 達成状況 ●①目標値以上 ＜目標値以上となった理由／目標値以下であった原因＞
(3)目標値を実現する為に ○②目標値と同程度 発掘調査の件数が想定より少なかったため、業務調整す

単位 費用単位 ●①単年度の指標：目標値×費用単位／事業費 対目標値(％) ○要
   投じる事業費は適正か？ 実績値(h) ○③目標値以下 ることができた

○②複数年度の指標：(目標値－現況値)×費用単位／事業費 (h/e)×100 ●不要
   (目標対費用) 1.71

% 10万円 3.05 178.36

３．事後評価

○現状どおり推進 ○拡充 ○縮小 ●結合 ○休止 ○廃止 ○事業手法見直し ○その他(事業完了など)

評
　
価

評価コメント 改善策及び展開方向
事務事業の見直しによる結合。令和４年度から結合後の事務事業の中で一体的に推進していく。 令和４年度からは結合後の事務事業の中で一体的に推進していく。

様式第３号 事務事業評価表（令和 3年度）

事業コード 1126 課コード 1602 会計種別 一般会計 予算の種類 □政策 ■経常 □なし

１．事業の概要(PLAN)

基本事業 文化財の保護・活用 実施計画への
①事業名 ●有 ○無 ②部課名 生涯学習部・文化・スポーツ課

個別事業 不特定遺跡発掘調査 位置づけ

③事業主体 ●市 ○その他（ ） ④対象地区 □我孫子 □天王台 □湖北 □新木 □布佐 ■全市

⑤事業期間 ～ ⑥担当職員数 4 人 (換算人数 0.12 人）
(1)事業概要

(当　初) 5,860 千円 (うち人件費 1,068 千円）⑦事業費
総事業費 0 千円 当該(開始)年度

(人件費含む) (変更後) 5,841 千円 (うち人件費 1,068 千円）

施策 重点プロジェクト 基本計画地区別 部門別計画への
⑧施策の位置づけ 53302 重点なし ○有 ●無 (計画名) 我孫子市第3次生涯学習推進計

コード への位置づけ 計画への位置づけ 位置づけ

開発により滅失する埋蔵文化財や時代の流れにより散逸する歴史資料を後世に継



指定文化財制度や登録文化財制度 我孫子市の史跡と文化財を後世に残していくために、価値の調査を行い、市指定文化財として保存と活用を
施策目的・

(2)目的 による文化財の保存をより強化します。また、手賀沼文化拠点整備計画に基づき、史跡などの文化財を計画 事業目的 図る。
展開方向

的に整備してネットワーク化を進め、その活用と魅力の向上に努めます。
　市内の史跡等の文化財を調査し、市の文化財として指定し保護する。また、指定した文化財は、ホームペ ・文化財の指定候補としている案件のうち、特に指定への重要度が高いものから文化財審議委員等による調
ージ等で広く市民に紹介する。指定に当たっては、文化財に専門的知識を有するメンバーで構成する文化財 査、協議、所有者との調整を行い、指定文化財とし、保存、ＰＲを図る。
審議会に諮問し答申を受けて行う。指定文化財の保存、継承のための支援策を実施する。その一環として、 当該年度 ・文化財保存基金への寄附の呼びかけを行い、文化財保存のための基金の積み立てを行っていく。
計画的な財源確保の方策の一つとして設置した、文化財保存基金の適切な管理及びＰＲ等を行い文化財の維 執行計画

(3)事業内容 内　　容 持・活用に努める。

指定件数（単年度） 想定値 1当該年度
単位 件

活動結果指標 実績値 1

(4)達成目標(期待する成果) 達成目標(期待する成果) 指標種類 指　　標 単位 (5)現況値 (6)目標値

当該年度 文化財の調査を的確に行い、指定し、広くＰＲする 直接 指定件数（累計） 件 18 19

令和 4年度 文化財の調査を的確に行い、指定し、広くＰＲする 直接 指定件数（累計） 件 20

令和 5年度 文化財の調査を的確に行い、指定し、広くＰＲする 直接 指定件数（累計） 件 21

基本的に所有者の承諾が必要となるため、所有者の理解と協力が必要になる。
(7)事業実施上の課題と対応 代替案検討 ○有 ●無

令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度

政
策

金額(千円) 政
策

予算額(千円) 決算額(千円) 政
策

金額(千円) 政
策

金額(千円)内　　容 内　　容 内　　容 内　　容

報酬（文化財審議委員） 98 報酬（文化財審議委員） 98 91 報酬（文化財審議委員） 98 報酬（文化財審議委員） 98
報償費（文化財調査） 60 報償費（文化財調査） 60 55 報償費（文化財調査） 60 報償費（文化財調査） 60
需用費（文化財写真等現像代） 10 委託料（水神山草刈・東源寺樹木等） 486 439 委託料（水神山草刈・東源寺樹木等） 486 委託料（水神山草刈・東源寺樹木等） 486
委託料（水神山草刈・東源寺樹木等） 493 委託料（樹木調査） 329 0 委託料（樹木調査） 329 委託料（樹木調査） 329
文化財保護補助金 150 文化財保護補助金 500 500 文化財保護補助金 500 文化財保護補助金 500
文化財保存基金積立金 680 文化財保存基金積立金 535 2,500 文化財保存基金積立金 535 文化財保存基金積立金 535

実施内容 １２月補正　文化財保存基金積立金　 500
３月補正　文化財保存基金積立金 1,365

(8)施行事項
費　　用 ３月補正　樹木調査業務委託料 △329

予備費　文化財保存基金積立金 100

予算(決算)額 合　　計 1,491 合　　計 3,644 3,585 合　　計 2,008 合　　計 2,008
国庫支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
県支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
起債 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0 0 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0

(9)財源内訳
一般財源 491 3,544 3,585 1,908 1,908

その他の財源 □特会 □受益 ■基金 ■その他 1,000 □特会 □受益 ■基金 ■その他 100 0 □特会 □受益 ■基金 ■その他 100 □特会 □受益 ■基金 □その他 100
換算人数(人) 0.21 0.22 0.22 0.21 0.21
正職員人件費 1,827 1,958 1,958 1,869 1,869

(10)人件費等
嘱託職員報酬額 0 0 0 0 0
臨時職員賃金額 0 0 0 0 0

事業費(予算(決算)額＋正職員人件費) 3,318 5,602 5,543 3,877 3,877
(11)単位費用

3,318千円／件 5,602千円／件 5,543
    (事業費／活動結果指標)

２．事業の評価(DO+CHECK)

評価項目 事　前　評　価 事　後　評　価（評価結果に応じ、改善案検討（拡充も含む）） 改善検討

必
　
要
　
性

・市内の史跡・文化財はその価値を一般に広く知られているわけではなく、常に損壊・消滅の危機にさらされている。こ ●①事前確認での想定どおり
れを我孫子市の歴史的・文化的遺産として保護・活用するためには「指定」等の公的規制が必要である。 ○②事前確認での想定どおりでなかった

(1)事業が今必要である理由・ ・また、文化財の計画的な維持管理により、長く利用するため、文化財保存基金の運用・管理が必要である。 ○要
   背景は？(事業の必要性) ・民有の文化財等においては、その保存に対する支援策が必要である。 ＜想定どおりとした理由／想定どおりでなかった原因＞ ●不要

指定候補の中から滞りなく指定を行うことができた。
また、市内建造物が1件、国登録有形文化財(建造物)に登録された。

●①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できない ＜その他の内容＞ ■①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できなかった ＜市実施の具体的な内容・必要性の理由＞
(理由) ■法令等で市が実施することが定められている □②市が主導で進めなければ実効性がなかった 文化財は多種多様な歴史的遺産であり、形態や価値、保守能

□提供主体が市しかない ■③市が先導役となったことで市民へ普及が一層 力が異なるため、市民への文化的価値の普及と地域特性に応
□その他 　促進された じた保存を進めるためにも、市が担う事業として実施する必

□④市の支援が政策・施策の目標の実現に貢献した 要がある。
(2)市が実施する必要性は

○②自治体である市が推進すべきである ＜その他の内容＞ □⑤サービス水準が確保された ○要
   あるか？

(理由) □市が主導で進めることにより実効性が得られる □⑥サービスの安定供給基盤が確保された ●不要
   (市実施の必要性)

□市が実施・提供することにより、良質で安定した □⑦その他
サービスが保証される ＜その他の内容＞

□市が支援することにより政策・施策の目標の
実現が図られる

□その他

参
加
・
協
働
の
工
夫

実施した参加・協働の具体的な内容（又は今後、
参加・協働の内容 工夫の具体的な内容 参加・協働の程度・内容

参加・協働が考えられる場合にはその内容）
○①事業計画時に市民の参画有り 文化財審議会に諮り、事業を推進するものである。 ○①当初期待した以上
○②事業実施時に市民の参画有り ●②当初期待したとおり
○③管理・運営に市民の参画有り ○③当初の期待以下

市民の参加や市民との協働を
○④市民の自主的な活動と連携している ○要

工夫しているか？
○⑤市民と共同で事業を実施 ＜期待した以上となった理由／期待以下であった原因＞ ●不要

(体制づくり)
●⑥その他

＜その他の内容＞
文化財審議会に諮り、事業を推進するものである。

環
境
へ
の
配
慮

配慮の視点 取組む内容 実施した具体的な内容 環境への配慮

■①自然環境を生かしている 指定文化財には天然記念物等が含まれるため、自然を生かし 指定文化財の区分には、天然記念物が含まれることから、自 ●①想定どおり
□②生き物と共存している 、また自然環境の保護に貢献している。 然を活かすことにつながる。 ○②想定どおりでなかった
□③手賀沼を意識している

環境に配慮して事業を進めて
□④環境負荷低減に貢献している ＜想定どおりでなかった原因＞ ○要

いるか？
□⑤その他 ●不要

＜その他の内容＞

効
　
率
　
性

現況値(a)(件) 目標値(b)(件) 目標値の妥当性のチェック 達成状況 ●①目標値達成
○②目標値未達成

□①客観的なデータ・事実に基づき設定している 実績値(f)(件) 達成率(％)
(1)目標設定は適切か？ ■②現況値と比べ実現性が乏しい値ではない (f/b×100) ○要

＜目標を達成した理由／未達成となった原因＞
18 19 □③現況値との差が小さい値ではない ●不要

指定を行ったため。
□④適当な比較対象が有る場合、比較対象例における目標値(と現況値の差)と 19 100
　同等の水準である

対策実施による事業費削減 実施予定の対策 実施状況 ○①想定事業費未満 事業費の削減対策について
●②概ね想定事業費以内

事業費削減額(d) □①国・県助成制度活用 □⑤ＰＦＩ等民間資本の活用 対事業費(％) ●①事前の想定どおり
事業費(c)(千円) 実績値(g)(千円) ○③想定事業費超過

(千円) ■②現有体制での対応 □⑥受益者負担 (g/c)×100 ○②事前の想定どおりでなかった
□③維持管理費の削減策の実施 □⑦その他

(2)事業費削減の工夫をして 5,602 △2,284 5,543 98.95
□④民間委託 ＜想定どおり削減できなかった原因＞ ○要

   いるか？
事業費削減率(％) ＜削減の内容＞ ＜超過理由等＞ ●不要

△68.84

目標値対事業費(e) 計算方法 達成状況 ○①目標値以上 ＜目標値以上となった理由／目標値以下であった原因＞
(3)目標値を実現する為に ●②目標値と同程度

単位 費用単位 ○①単年度の指標：目標値×費用単位／事業費 対目標値(％) ○要
   投じる事業費は適正か？ 実績値(h) ○③目標値以下

●②複数年度の指標：(目標値－現況値)×費用単位／事業費 (h/e)×100 ●不要
   (目標対費用) 0.02

件 10万円 0.02 100

３．事後評価

○現状どおり推進 ○拡充 ○縮小 ●結合 ○休止 ○廃止 ○事業手法見直し ○その他(事業完了など)

評
　
価

評価コメント 改善策及び展開方向
事務事業の見直しによる結合。令和４年度からは結合後の事務事業の中で一体的に推進していく。 令和４年度からは結合後の事務事業の中で一体的に推進していく。

様式第３号 事務事業評価表（令和 3年度）

事業コード 1128 課コード 1602 会計種別 一般会計 予算の種類 □政策 ■経常 □なし

１．事業の概要(PLAN)

基本事業 文化財の保護・活用 実施計画への
①事業名 ●有 ○無 ②部課名 生涯学習部・文化・スポーツ課

個別事業 文化財の指定調査と保存支援 位置づけ

③事業主体 ●市 ○その他（ ） ④対象地区 □我孫子 □天王台 □湖北 □新木 □布佐 ■全市

⑤事業期間 ～ ⑥担当職員数 5 人 (換算人数 0.22 人）
(1)事業概要

(当　初) 3,966 千円 (うち人件費 1,958 千円）⑦事業費
総事業費 0 千円 当該(開始)年度

(人件費含む) (変更後) 5,602 千円 (うち人件費 1,958 千円）

施策 重点プロジェクト 基本計画地区別 部門別計画への
⑧施策の位置づけ 53301 重点２ ○有 ●無 (計画名) 我孫子市第3次生涯学習推進計

コード への位置づけ 計画への位置づけ 位置づけ

我孫子市の歴史や文化、風土をより身近に感じ、ふれあってもらうため、



や歴 住宅建設等に伴って破壊される遺跡において発掘調査を実施することにより、正確に記録保存を行い、文化
施策目的・

(2)目的 史資料の調査を進め、適切に記録保存します。また、報告書や資料集を刊行して、その成果を市民に還元し 事業目的 財の重要性を広く市民に知らせていく。
展開方向

ます。
我孫子市内に所在する遺跡において住宅建設などに伴って現状が変更される場合、試掘を実施し、古代人の 試掘、確認調査の結果をうけて本調査を行う場合、出来るだけ速やかに実施し、年度内に調査終了するよう
住まいや生活の痕跡である遺構が確認された場合、本調査を実施することとなる。民間開発発掘調査とは、 調整をはかる。
個人専用住宅以外の開発事業に伴う本調査をさす。個人専用住宅に伴う不特定遺跡発掘調査よりも面積が大 当該年度
きく、調査費用が事業者負担となっているため、計画的に発掘調査を実施する必要がある。調査後は出土し 執行計画

(3)事業内容 内　　容 た遺物や記録類を整理し、報告書刊行に備える。

発掘調査執行率 想定値 100当該年度
単位 ％

活動結果指標 実績値 100

(4)達成目標(期待する成果) 達成目標(期待する成果) 指標種類 指　　標 単位 (5)現況値 (6)目標値

当該年度 年度内に発生した発掘調査案件を全て完了する。 直接 発掘調査実施率（実施件数／発掘調査しなければならない件数） ％ 100 100

令和 4年度 年度内に発生した発掘調査案件を全て完了する。 直接 発掘調査実施率（実施件数／発掘調査しなければならない件数） ％ 100

令和 5年度 全ての発掘調査案件を正確に記録し保存する。 直接 発掘調査実施率（実施件数／発掘調査しなければならない件数） ％ 100

件数が前年度の予測できないため、柔軟な対応が必要となる。
(7)事業実施上の課題と対応 代替案検討 ○有 ●無

令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度

政
策

金額(千円) 政
策

予算額(千円) 決算額(千円) 政
策

金額(千円) 政
策

金額(千円)内　　容 内　　容 内　　容 内　　容

需用費（消耗品、印刷製本費） 280 需用費（消耗品、印刷製本費） 280 17 需用費（消耗品、印刷製本費） 280 需用費（消耗品、印刷製本費） 280
委託料 850 委託料 850 0 委託料 850 委託料 850
使用賃借料（重機等借上料） 2,500 使用賃借料（重機等借上料） 2,500 658 使用賃借料（重機等借上料） 2,500 使用賃借料（重機等借上料） 2,500
備品購入費 100 備品購入費 100 0 備品購入費 100 備品購入費 100
民間開発発掘調査を行う会計年度任用 7,146 民間開発発掘調査を行う会計年度任用 7,225 1,117 民間開発発掘調査を行う会計年度任用 7,225 民間開発発掘調査を行う会計年度任用 7,225
職員 職員 職員 職員

実施内容

(8)施行事項
費　　用

予算(決算)額 合　　計 10,876 合　　計 10,955 1,792 合　　計 10,955 合　　計 10,955
国庫支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
県支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
起債 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0 0 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0

(9)財源内訳
一般財源 0 204 0 204 204

その他の財源 □特会 ■受益 □基金 □その他 10,876 □特会 ■受益 □基金 □その他 10,751 1,792 □特会 ■受益 □基金 □その他 10,751 □特会 ■受益 □基金 □その他 10,751
換算人数(人) 0.13 0.14 0.14 0.13 0.13
正職員人件費 1,131 1,246 1,246 1,157 1,157

(10)人件費等
嘱託職員報酬額 0 0 0 0 0
臨時職員賃金額 0 0 0 0 0

事業費(予算(決算)額＋正職員人件費) 12,007 12,201 3,038 12,112 12,112
(11)単位費用

120.07千円／％ 122.01千円／％ 30.38
    (事業費／活動結果指標)

２．事業の評価(DO+CHECK)

評価項目 事　前　評　価 事　後　評　価（評価結果に応じ、改善案検討（拡充も含む）） 改善検討

必
　
要
　
性

・文化財保護法第99条に基づき損壊する恐れのある埋蔵文化財は事前に記録保存を行なわなければならない。 ●①事前確認での想定どおり
・埋蔵文化財は過去の歴史を知るための貴重な資料であり、消滅の恐れのあるものを後世に残すために、正確に記録保存 ○②事前確認での想定どおりでなかった

(1)事業が今必要である理由・ をしなければならない。 ○要
   背景は？(事業の必要性) ＜想定どおりとした理由／想定どおりでなかった原因＞ ●不要

文化財保護法第93条・99条に基づき、開発等によって破壊される恐れのある埋蔵文化財は発掘調査をしなければならない
。本年度は民間開発に伴う発掘調査を2件実施し、記録保存ができた。

○①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できない ＜その他の内容＞ □①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できなかった ＜市実施の具体的な内容・必要性の理由＞
(理由) □法令等で市が実施することが定められている ■②市が主導で進めなければ実効性がなかった 発掘調査は第一義的に市が実施するものであり、調査の実施

□提供主体が市しかない □③市が先導役となったことで市民へ普及が一層 が困難な場合にのみ民間調査組織を利用することができる(
□その他 　促進された 千葉県の指導による)。また、専門性が高いためNPO法人など

□④市の支援が政策・施策の目標の実現に貢献した では困難である。
(2)市が実施する必要性は

●②自治体である市が推進すべきである ＜その他の内容＞ □⑤サービス水準が確保された ○要
   あるか？

(理由) □市が主導で進めることにより実効性が得られる □⑥サービスの安定供給基盤が確保された ●不要
   (市実施の必要性)

■市が実施・提供することにより、良質で安定した □⑦その他
サービスが保証される ＜その他の内容＞

□市が支援することにより政策・施策の目標の
実現が図られる

□その他

参
加
・
協
働
の
工
夫

実施した参加・協働の具体的な内容（又は今後、
参加・協働の内容 工夫の具体的な内容 参加・協働の程度・内容

参加・協働が考えられる場合にはその内容）
○①事業計画時に市民の参画有り 発掘調査の従事者は大半が我孫子市民である。また、調査結 市内の小中学校を対象とした体験発掘、現場見学会の実施。 ○①当初期待した以上
●②事業実施時に市民の参画有り 果については、学校教育等に活用し市民還元している。 ○②当初期待したとおり
○③管理・運営に市民の参画有り ●③当初の期待以下

市民の参加や市民との協働を
○④市民の自主的な活動と連携している ○要

工夫しているか？
○⑤市民と共同で事業を実施 ＜期待した以上となった理由／期待以下であった原因＞ ●不要

(体制づくり)
○⑥その他 新型コロナウイルス感染症防止並びに調査の期間的制約から

、市内小中学校に向けた体験発掘や見学会が実施できなかっ
＜その他の内容＞ た。

環
境
へ
の
配
慮

配慮の視点 取組む内容 実施した具体的な内容 環境への配慮

□①自然環境を生かしている 発掘調査がもたらす成果は自然環境と歴史環境とのつながり 環境に負荷を与えるものではないが、重機などの使用を最小 ●①想定どおり
□②生き物と共存している を強調し、環境意識の向上に役立つ。 限にとどめるよう心掛けた。 ○②想定どおりでなかった
□③手賀沼を意識している

環境に配慮して事業を進めて
■④環境負荷低減に貢献している ＜想定どおりでなかった原因＞ ○要

いるか？
□⑤その他 ●不要

＜その他の内容＞

効
　
率
　
性

現況値(a)(％) 目標値(b)(％) 目標値の妥当性のチェック 達成状況 ●①目標値達成
○②目標値未達成

■①客観的なデータ・事実に基づき設定している 実績値(f)(％) 達成率(％)
(1)目標設定は適切か？ □②現況値と比べ実現性が乏しい値ではない (f/b×100) ○要

＜目標を達成した理由／未達成となった原因＞
100 100 □③現況値との差が小さい値ではない ●不要

案件ごとに、速やかに実施した。
□④適当な比較対象が有る場合、比較対象例における目標値(と現況値の差)と 100 100
　同等の水準である

対策実施による事業費削減 実施予定の対策 実施状況 ●①想定事業費未満 事業費の削減対策について
○②概ね想定事業費以内

事業費削減額(d) □①国・県助成制度活用 □⑤ＰＦＩ等民間資本の活用 対事業費(％) ○①事前の想定どおり
事業費(c)(千円) 実績値(g)(千円) ○③想定事業費超過

(千円) ■②現有体制での対応 □⑥受益者負担 (g/c)×100 ●②事前の想定どおりでなかった
□③維持管理費の削減策の実施 □⑦その他

(2)事業費削減の工夫をして 12,201 △194 3,038 24.9
□④民間委託 ＜想定どおり削減できなかった原因＞ ○要

   いるか？
事業費削減率(％) ＜削減の内容＞ ＜超過理由等＞ 本年度に発生した案件が想定よりも少数だったた ●不要

本年度に発生した案件が想定よりも少数だったため。 め。

△1.62

目標値対事業費(e) 計算方法 達成状況 ●①目標値以上 ＜目標値以上となった理由／目標値以下であった原因＞
(3)目標値を実現する為に ○②目標値と同程度 受益者負担により行われる事業であるため。

単位 費用単位 ●①単年度の指標：目標値×費用単位／事業費 対目標値(％) ○要
   投じる事業費は適正か？ 実績値(h) ○③目標値以下

○②複数年度の指標：(目標値－現況値)×費用単位／事業費 (h/e)×100 ●不要
   (目標対費用) 0.82

％ 10万円 3.29 401.22

３．事後評価

○現状どおり推進 ○拡充 ○縮小 ●結合 ○休止 ○廃止 ○事業手法見直し ○その他(事業完了など)

評
　
価

評価コメント 改善策及び展開方向
事務事業の見直しによる結合。令和４年度からは結合後の事務事業の中で一体的に推進していく。 令和４年度からは結合後の事務事業の中で一体的に推進していく。

様式第３号 事務事業評価表（令和 3年度）

事業コード 1129 課コード 1602 会計種別 一般会計 予算の種類 □政策 ■経常 □なし

１．事業の概要(PLAN)

基本事業 文化財の保護・活用 実施計画への
①事業名 ●有 ○無 ②部課名 生涯学習部・文化・スポーツ課

個別事業 民間開発発掘調査 位置づけ

③事業主体 ●市 ○その他（ ） ④対象地区 □我孫子 □天王台 □湖北 □新木 □布佐 ■全市

⑤事業期間 ～ ⑥担当職員数 4 人 (換算人数 0.14 人）
(1)事業概要

(当　初) 12,201 千円 (うち人件費 1,246 千円）⑦事業費
総事業費 0 千円 当該(開始)年度

(人件費含む) (変更後) 千円 (うち人件費 千円）

施策 重点プロジェクト 基本計画地区別 部門別計画への
⑧施策の位置づけ 53302 重点なし ○有 ●無 (計画名) 我孫子市第3次生涯学習推進計

コード への位置づけ 計画への位置づけ 位置づけ

開発により滅失する埋蔵文化財や時代の流れにより散逸する歴史資料を後世に継承するため、発掘調査



、発掘調査や歴 開発等により消滅する埋蔵文化財を歴史的遺産として後世に伝えるため、発掘調査により記録保存した資料
施策目的・

(2)目的 史資料の調査を進め、適切に記録保存します。また、報告書や資料集を刊行して、その成果を市民に還元し 事業目的 を整理・研究し、報告書として刊行する。
展開方向

ます。
国から個人専用住宅等に関わる埋蔵文化財発掘調査補助金を受けており、出土した遺物（土器・石器・金属 補助金等に関わる発掘調査報告書を１冊刊行するほかに、下ヶ戸貝塚ほかの重要な遺跡について、国庫補助
器等）、調査記録類（図面・データ・写真類）を整理し、埋蔵文化財報告書を作成しなくてはならない。こ 金を活用して政策的に報告書を刊行する。
のほかに、我孫子市では民間開発・区画整理等の発掘調査について、基礎的な整理をしたものの、埋蔵文化 当該年度
財報告書が未完のものが160次分残っている。このうち特に出土遺物が豊富で、学術的に重要な根戸船戸古 執行計画

(3)事業内容 内　　容 墳群、下ヶ戸貝塚、鹿島前遺跡、新木東台遺跡、新木南部遺跡群等については政策的に報告書刊行を実施す
る必要がある。報告書を作成した後は、市民に広くその成果を公開し、電脳考古博物館、生涯学習事業、学
校教育事業に活用し、文化財の保護・啓発につなげていく。 刊行冊数 想定値 3当該年度

単位 冊
活動結果指標 実績値 3

(4)達成目標(期待する成果) 達成目標(期待する成果) 指標種類 指　　標 単位 (5)現況値 (6)目標値

当該年度 報告書の刊行 直接 刊行冊数（累計） 冊 65 68

令和 4年度 報告書の刊行 直接 刊行冊数（累計） 冊 70

令和 5年度 全ての発掘調査に係る報告書を刊行し、埋蔵文化財を正確な記録（データ）として後世に残す。 直接 刊行冊数（累計） 冊 72

ページ数等が前年度に予測できないため、柔軟な対応が必要となる。
(7)事業実施上の課題と対応 代替案検討 ○有 ●無

令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度

政
策

金額(千円) 政
策

予算額(千円) 決算額(千円) 政
策

金額(千円) 政
策

金額(千円)内　　容 内　　容 内　　容 内　　容

重要遺跡発掘調査報償費 135 重要遺跡発掘調査報償費 225 195 重要遺跡発掘調査報償費 225 重要遺跡発掘調査報償費 225
需用費（消耗品費・印刷製本費） 1,300 需用費（消耗品費・印刷製本費） 1,634 1,634 需用費（消耗品費・印刷製本費） 1,634 需用費（消耗品費・印刷製本費） 1,634
通信運搬費 44 通信運搬費 63 110 通信運搬費 44 通信運搬費 44
委託料（文化財保存・石材同定） 431 委託料（文化財保存・遺物写真切抜） 2,988 2,884 委託料（文化財保存・遺物写真切抜） 2,988 委託料（文化財保存・遺物写真切抜） 2,988
使用賃借（DTPパソコン・コピー機） 165 使用賃借（DTPパソコン・コピー機） 172 130 使用賃借（DTPパソコン・コピー機） 172 使用賃借（DTPパソコン・コピー機） 172
備品購入費 40 備品購入費 39 55 備品購入費 39 備品購入費 39
北西部地区担当者会議負担金 20 北西部地区担当者会議負担金 20 10 北西部地区担当者会議負担金 20 北西部地区担当者会議負担金 20

実施内容 98旅費（普通・研修） 27 98旅費（普通・研修） 32 2 98旅費（普通・研修） 32 98旅費（普通・研修） 32
98公用車　燃料費 67 98公用車　燃料費 60 63 98公用車　燃料費 60 98公用車　燃料費 60

(8)施行事項
費　　用 98公用車　車検修繕料 74 98公用車　車検修繕料 98 88 98公用車　車検修繕料 98 98公用車　車検修繕料 98

98公用車　手数料・自賠責保険 41 98公用車　手数料・自賠責保険 56 55 98公用車　手数料・自賠責保険 56 98公用車　手数料・自賠責保険 56
98公用車　重量税 5 98公用車　重量税 5 9 98公用車　重量税 5 98公用車　重量税 5
考古遺物整理を行う会計年度任用職員 16,602 考古遺物整理を行う会計年度任用職員 18,157 10,772 考古遺物整理を行う会計年度任用職員 18,157 考古遺物整理を行う会計年度任用職員 18,157
（流用）重要遺跡発掘調査報償費 131
（流用）遺物処理委託料 △131 流用　草刈委託料（文化財施設の管理 47

・活用）から

予算(決算)額 合　　計 18,951 合　　計 23,596 16,007 合　　計 23,530 合　　計 23,530
国庫支出金 補助率 13.5 ％ 2,490 補助率 13.5 ％ 4,075 3,130 補助率 13.5 ％ 4,075 補助率 0 ％ 4,075
県支出金 補助率 3.6 ％ 671 補助率 3.6 ％ 815 627 補助率 3.6 ％ 815 補助率 0 ％ 815
起債 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0 0 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0

(9)財源内訳
一般財源 15,790 18,706 12,250 18,640 18,640

その他の財源 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0
換算人数(人) 0.1 0.11 0.11 0.1 0.1
正職員人件費 870 979 979 890 890

(10)人件費等
嘱託職員報酬額 0 0 0 0 0
臨時職員賃金額 0 0 0 0 0

事業費(予算(決算)額＋正職員人件費) 19,821 24,575 16,986 24,420 24,420
(11)単位費用

9,910.5千円／冊 8,191.67千円／冊 5,662
    (事業費／活動結果指標)

２．事業の評価(DO+CHECK)

評価項目 事　前　評　価 事　後　評　価（評価結果に応じ、改善案検討（拡充も含む）） 改善検討

必
　
要
　
性

１．文化財保護法により、記録保存した埋蔵文化財は整理・研究の上、公に刊行しなければならない。 ●①事前確認での想定どおり
２．埋蔵文化財は、昔の暮らしや歴史を知る上で貴重な資料であり、正確な記録として残さねばならない。 ○②事前確認での想定どおりでなかった

(1)事業が今必要である理由・ ○要
   背景は？(事業の必要性) ＜想定どおりとした理由／想定どおりでなかった原因＞ ●不要

発掘調査において記録保存した情報を基に発掘調査報告書を作成することができた。

●①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できない ＜その他の内容＞ ■①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できなかった ＜市実施の具体的な内容・必要性の理由＞
(理由) □法令等で市が実施することが定められている □②市が主導で進めなければ実効性がなかった 市の発掘調査や文化財調査で収集した情報を調査研究するに

■提供主体が市しかない □③市が先導役となったことで市民へ普及が一層 は専門的知識が必要であり、市でしか推進できない。
□その他 　促進された

□④市の支援が政策・施策の目標の実現に貢献した
(2)市が実施する必要性は

○②自治体である市が推進すべきである ＜その他の内容＞ □⑤サービス水準が確保された ○要
   あるか？

(理由) □市が主導で進めることにより実効性が得られる □⑥サービスの安定供給基盤が確保された ●不要
   (市実施の必要性)

□市が実施・提供することにより、良質で安定した □⑦その他
サービスが保証される ＜その他の内容＞

□市が支援することにより政策・施策の目標の
実現が図られる

□その他

参
加
・
協
働
の
工
夫

実施した参加・協働の具体的な内容（又は今後、
参加・協働の内容 工夫の具体的な内容 参加・協働の程度・内容

参加・協働が考えられる場合にはその内容）
○①事業計画時に市民の参画有り 発掘調査には専門知識と経験が必要であり、市民の参加や協 ○①当初期待した以上
○②事業実施時に市民の参画有り 働は難しいため、報告書刊行をもって市の歴史・文化を普及 ●②当初期待したとおり
○③管理・運営に市民の参画有り 活用する段階において協働が可能だと考えられる。 ○③当初の期待以下

市民の参加や市民との協働を
○④市民の自主的な活動と連携している ○要

工夫しているか？
○⑤市民と共同で事業を実施 ＜期待した以上となった理由／期待以下であった原因＞ ●不要

(体制づくり)
●⑥その他

＜その他の内容＞
専門的・学術的な内容であり、発掘調査を担当した文化財主事がいる教育委員会で実施すべきである。

環
境
へ
の
配
慮

配慮の視点 取組む内容 実施した具体的な内容 環境への配慮

□①自然環境を生かしている 報告書刊行は環境に負荷を与える事業ではないが、紙の使用 ●①想定どおり
□②生き物と共存している を抑えるよう心掛けている。 ○②想定どおりでなかった
□③手賀沼を意識している

環境に配慮して事業を進めて
□④環境負荷低減に貢献している ＜想定どおりでなかった原因＞ ○要

いるか？
■⑤その他 ●不要

＜その他の内容＞
環境に負荷を与えるものではない。

効
　
率
　
性

現況値(a)(冊) 目標値(b)(冊) 目標値の妥当性のチェック 達成状況 ●①目標値達成
○②目標値未達成

■①客観的なデータ・事実に基づき設定している 実績値(f)(冊) 達成率(％)
(1)目標設定は適切か？ □②現況値と比べ実現性が乏しい値ではない (f/b×100) ○要

＜目標を達成した理由／未達成となった原因＞
65 68 □③現況値との差が小さい値ではない ●不要

業務を調整し、予定通り報告書を刊行することができた。
□④適当な比較対象が有る場合、比較対象例における目標値(と現況値の差)と 68 100
　同等の水準である

対策実施による事業費削減 実施予定の対策 実施状況 ●①想定事業費未満 事業費の削減対策について
○②概ね想定事業費以内

事業費削減額(d) ■①国・県助成制度活用 □⑤ＰＦＩ等民間資本の活用 対事業費(％) ○①事前の想定どおり
事業費(c)(千円) 実績値(g)(千円) ○③想定事業費超過

(千円) ■②現有体制での対応 □⑥受益者負担 (g/c)×100 ●②事前の想定どおりでなかった
□③維持管理費の削減策の実施 □⑦その他

(2)事業費削減の工夫をして 24,575 △4,754 16,986 69.12
□④民間委託 ＜想定どおり削減できなかった原因＞ ○要

   いるか？
事業費削減率(％) ＜削減の内容＞ ＜超過理由等＞ 発掘調査の件数が想定より少なく、考古遺物整理 ●不要

発掘調査の件数が想定より少なかったため、考古遺物整理を行う経費が を行う経費が少なかったため。
削減できた。

△23.98

目標値対事業費(e) 計算方法 達成状況 ●①目標値以上 ＜目標値以上となった理由／目標値以下であった原因＞
(3)目標値を実現する為に ○②目標値と同程度 発掘調査の件数が想定より少なく、業務調整のうえ報告

単位 費用単位 ●①単年度の指標：目標値×費用単位／事業費 対目標値(％) ○要
   投じる事業費は適正か？ 実績値(h) ○③目標値以下 書刊行を遅滞なく進められたため。

○②複数年度の指標：(目標値－現況値)×費用単位／事業費 (h/e)×100 ●不要
   (目標対費用) 0.28

冊 10万円 0.4 142.86

３．事後評価

○現状どおり推進 ○拡充 ○縮小 ●結合 ○休止 ○廃止 ○事業手法見直し ○その他(事業完了など)

評
　
価

評価コメント 改善策及び展開方向
事務事業の見直しによる結合。令和４年度からは結合後の事務事業の中で一体的に推進していく。 令和４年度からは結合後の事務事業の中で一体的に推進していく。

様式第３号 事務事業評価表（令和 3年度）

事業コード 1130 課コード 1602 会計種別 一般会計 予算の種類 □政策 ■経常 □なし

１．事業の概要(PLAN)

基本事業 文化財の保護・活用 実施計画への
①事業名 ●有 ○無 ②部課名 生涯学習部・文化・スポーツ課

個別事業 考古遺物整理 位置づけ

③事業主体 ●市 ○その他（ ） ④対象地区 □我孫子 □天王台 □湖北 □新木 □布佐 ■全市

⑤事業期間 ～ ⑥担当職員数 5 人 (換算人数 0.11 人）
(1)事業概要

(当　初) 24,509 千円 (うち人件費 979 千円）⑦事業費
総事業費 0 千円 当該(開始)年度

(人件費含む) (変更後) 24,575 千円 (うち人件費 979 千円）

施策 重点プロジェクト 基本計画地区別 部門別計画への
⑧施策の位置づけ 53302 重点なし ○有 ●無 (計画名) 我孫子市第3次生涯学習推進計

コード への位置づけ 計画への位置づけ 位置づけ

開発により滅失する埋蔵文化財や時代の流れにより散逸する歴史資料を後世に継承するため



設や媒体を活用して公開する場や機 ・我孫子の歴史・文化遺産を市民に広く親しめるものとするために、その内容をわかりやすく紹介する。
施策目的・

(2)目的 会を確保するとともに、市民団体や関係機関、小中学校などと連携し、地域の歴史や文化について学ぶ機会 事業目的 ・見学者を的確に文化財に誘導するとともに、文化財相互の関連性を理解してもらう。
展開方向

を増やすなど、歴史や文化に親しめる環境づくりやしくみづくりを進めます。 ・より多くの方に文化財を見学してもらい、身近なものとして感じ、ふれ親しんでもらう。
・文化財の解説として、写真やイラスト、地図などを掲載した説明板を設置する。 市指定文化財・県指定文化財について、所有者と交渉し説明板・誘導板を設置する。
・エリア的な案内として、地図などを掲載した大拠点サイン、中拠点サインを設置する。
・散策路、回遊路となるルート上において、複数のポイントを掲載した複数誘導板及び単独のポイントを掲 当該年度
載した単独誘導板を設置する。 執行計画

(3)事業内容 内　　容 ・設置サインは、現況調査を行い、状況把握に基づき適正な事後の更新を行う。

説明板と誘導板の設置及び更新 想定値 2当該年度
単位 基

活動結果指標 実績値 2

(4)達成目標(期待する成果) 達成目標(期待する成果) 指標種類 指　　標 単位 (5)現況値 (6)目標値

当該年度 来訪者の回遊性、利便性の向上 直接 説明板・誘導板の設置数（累計） 基 75 77

令和 4年度 来訪者の回遊性、利便性の向上 直接 説明板・誘導板の設置数（累計） 基 79

令和 5年度 来訪者の回遊性、利便性の向上 直接 説明板・誘導板の設置数（累計） 基 81

設置場所により、所有者の承諾や、道路課・公園緑地課等庁内関係各課の調整が必要となる。
(7)事業実施上の課題と対応 代替案検討 ○有 ●無

令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度

政
策

金額(千円) 政
策

予算額(千円) 決算額(千円) 政
策

金額(千円) 政
策

金額(千円)内　　容 内　　容 内　　容 内　　容

文化財説明板等作成設置業務委託料 655 文化財説明板等作成設置業務委託料 421 394 文化財説明板等作成設置業務委託料 764 文化財説明板等作成設置業務委託料 764
文化財説明板等土地使用料 2 文化財説明板等土地使用料 2 2 文化財説明板等土地使用料 2 文化財説明板等土地使用料 2

実施内容

(8)施行事項
費　　用

予算(決算)額 合　　計 657 合　　計 423 396 合　　計 766 合　　計 766
国庫支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
県支出金 補助率 75 ％ 491 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
起債 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0 0 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0

(9)財源内訳
一般財源 166 423 174 766 766

その他の財源 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 ■その他 0 222 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0
換算人数(人) 0.23 0.22 0.22 0.23 0.23
正職員人件費 2,001 1,958 1,958 2,047 2,047

(10)人件費等
嘱託職員報酬額 0 0 0 0 0
臨時職員賃金額 0 0 0 0 0

事業費(予算(決算)額＋正職員人件費) 2,658 2,381 2,354 2,813 2,813
(11)単位費用

1,329千円／基 1,190.5千円／基 1,177
    (事業費／活動結果指標)

２．事業の評価(DO+CHECK)

評価項目 事　前　評　価 事　後　評　価（評価結果に応じ、改善案検討（拡充も含む）） 改善検討

必
　
要
　
性

・我孫子市内には多くの史跡・文化財があるが、ほとんどは一般に知られていない。我孫子独特の歴史的・文化的環境を ●①事前確認での想定どおり
市民に共有してもらうため、各史跡・文化財の内容・性格を知ってもらう必要がある。 ○②事前確認での想定どおりでなかった

(1)事業が今必要である理由・ ・市内の文化財を見学するのに道順がわからず、案内・誘導施設を整備してほしいとの要望が多く寄せられている。その ○要
   背景は？(事業の必要性) ため、説明板の整備と並行して誘導板の整備を行う。 ＜想定どおりとした理由／想定どおりでなかった原因＞ ●不要

県の観光振興補助金を充てて整備を行った。

○①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できない ＜その他の内容＞ □①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できなかった ＜市実施の具体的な内容・必要性の理由＞
(理由) □法令等で市が実施することが定められている ■②市が主導で進めなければ実効性がなかった 説明板及び誘導板は市の文化財に対して設置するものであり

□提供主体が市しかない □③市が先導役となったことで市民へ普及が一層 、公有地もしくは所有者の許可を得た土地に設置地する必要
□その他 　促進された がある。客観的な内容が問われるため、市が主体的に行うべ

□④市の支援が政策・施策の目標の実現に貢献した きものである。
(2)市が実施する必要性は

●②自治体である市が推進すべきである ＜その他の内容＞ □⑤サービス水準が確保された ○要
   あるか？

(理由) ■市が主導で進めることにより実効性が得られる □⑥サービスの安定供給基盤が確保された ●不要
   (市実施の必要性)

□市が実施・提供することにより、良質で安定した □⑦その他
サービスが保証される ＜その他の内容＞

□市が支援することにより政策・施策の目標の
実現が図られる

□その他

参
加
・
協
働
の
工
夫

実施した参加・協働の具体的な内容（又は今後、
参加・協働の内容 工夫の具体的な内容 参加・協働の程度・内容

参加・協働が考えられる場合にはその内容）
○①事業計画時に市民の参画有り 説明板や誘導板は史跡散策を行う市民や市民団体が利用する ○①当初期待した以上
○②事業実施時に市民の参画有り 物であり、利用者にわかりやすい配置や内容になるよう心が ●②当初期待したとおり
○③管理・運営に市民の参画有り けている。 ○③当初の期待以下

市民の参加や市民との協働を
○④市民の自主的な活動と連携している ○要

工夫しているか？
○⑤市民と共同で事業を実施 ＜期待した以上となった理由／期待以下であった原因＞ ●不要

(体制づくり)
●⑥その他

＜その他の内容＞
説明板等の内容は専門的なものとなるため、市民参加を要するものではない。設置後については、市民の主体的な活動な
どにおいて広報宣伝をしていただく。

環
境
へ
の
配
慮

配慮の視点 取組む内容 実施した具体的な内容 環境への配慮

□①自然環境を生かしている 環境に負荷を与えるものではない。 ●①想定どおり
□②生き物と共存している ○②想定どおりでなかった
□③手賀沼を意識している

環境に配慮して事業を進めて
□④環境負荷低減に貢献している ＜想定どおりでなかった原因＞ ○要

いるか？
■⑤その他 ●不要

＜その他の内容＞
環境に負荷を与えるものではない。

効
　
率
　
性

現況値(a)(基) 目標値(b)(基) 目標値の妥当性のチェック 達成状況 ●①目標値達成
○②目標値未達成

□①客観的なデータ・事実に基づき設定している 実績値(f)(基) 達成率(％)
(1)目標設定は適切か？ ■②現況値と比べ実現性が乏しい値ではない (f/b×100) ○要

＜目標を達成した理由／未達成となった原因＞
75 77 □③現況値との差が小さい値ではない ●不要

県の観光振興補助金を充てられたため、整備を行えた。
□④適当な比較対象が有る場合、比較対象例における目標値(と現況値の差)と 77 100

（実績内訳：新規設置…2基、板面の貼替…6基）
　同等の水準である

対策実施による事業費削減 実施予定の対策 実施状況 ○①想定事業費未満 事業費の削減対策について
●②概ね想定事業費以内

事業費削減額(d) □①国・県助成制度活用 □⑤ＰＦＩ等民間資本の活用 対事業費(％) ●①事前の想定どおり
事業費(c)(千円) 実績値(g)(千円) ○③想定事業費超過

(千円) ■②現有体制での対応 □⑥受益者負担 (g/c)×100 ○②事前の想定どおりでなかった
□③維持管理費の削減策の実施 □⑦その他

(2)事業費削減の工夫をして 2,381 277 2,354 98.87
□④民間委託 ＜想定どおり削減できなかった原因＞ ○要

   いるか？
事業費削減率(％) ＜削減の内容＞ ＜超過理由等＞ ●不要

10.42

目標値対事業費(e) 計算方法 達成状況 ○①目標値以上 ＜目標値以上となった理由／目標値以下であった原因＞
(3)目標値を実現する為に ●②目標値と同程度 補助金を充てられたため。

単位 費用単位 ○①単年度の指標：目標値×費用単位／事業費 対目標値(％) ○要
   投じる事業費は適正か？ 実績値(h) ○③目標値以下

●②複数年度の指標：(目標値－現況値)×費用単位／事業費 (h/e)×100 ●不要
   (目標対費用) 0.08

基 10万円 0.08 100

３．事後評価

○現状どおり推進 ○拡充 ○縮小 ●結合 ○休止 ○廃止 ○事業手法見直し ○その他(事業完了など)

評
　
価

評価コメント 改善策及び展開方向
事務事業の見直しによる結合。令和４年度からは結合後の事務事業の中で一体的に推進していく。 令和４年度からは結合後の事務事業の中で一体的に推進していく。

様式第３号 事務事業評価表（令和 3年度）

事業コード 1132 課コード 1602 会計種別 一般会計 予算の種類 □政策 ■経常 □なし

１．事業の概要(PLAN)

基本事業 文化財の保護・活用 実施計画への
①事業名 ●有 ○無 ②部課名 生涯学習部・文化・スポーツ課

個別事業 文化財説明板・誘導板の整備 位置づけ

③事業主体 ●市 ○その他（ ） ④対象地区 □我孫子 □天王台 □湖北 □新木 □布佐 ■全市

⑤事業期間 ～ ⑥担当職員数 5 人 (換算人数 0.22 人）
(1)事業概要

(当　初) 2,724 千円 (うち人件費 1,958 千円）⑦事業費
総事業費 0 千円 当該(開始)年度

(人件費含む) (変更後) 2,381 千円 (うち人件費 1,958 千円）

施策 重点プロジェクト 基本計画地区別 部門別計画への
⑧施策の位置づけ 53303 重点なし ○有 ●無 (計画名) 我孫子市第3次生涯学習推進計

コード への位置づけ 計画への位置づけ 位置づけ

我孫子市の歴史的・文化的遺産を広く知らせていくため、さまざまな施



や機 土器・石器などの埋蔵文化財や史跡、文化人などの業績を紹介し、触れ親しむ機会を提供することにより多
施策目的・

(2)目的 会を確保するとともに、市民団体や関係機関、小中学校などと連携し、地域の歴史や文化について学ぶ機会 事業目的 くの方に興味を持ってもらう。
展開方向

を増やすなど、歴史や文化に親しめる環境づくりやしくみづくりを進めます。
土器や石器等の埋蔵文化財を展示する考古展や、市内の史跡・文化財の紹介や我孫子市に関わりのある文化 ・市指定文化財建造物などを活用することも視野に入れ、展示会を開催する。
人の業績等を紹介するための展示会を開催する。

当該年度
執行計画

(3)事業内容 内　　容

文化財展来場者数 想定値 1,200当該年度
単位 人

活動結果指標 実績値 280

(4)達成目標(期待する成果) 達成目標(期待する成果) 指標種類 指　　標 単位 (5)現況値 (6)目標値

当該年度 多くの方に文化財展示会を見てもらう。 直接 文化財展示会来場者数 人 0 1,200

令和 4年度 多くの方に文化財展示会を見てもらう。 直接 文化財展示会来場者数 人 1,300

令和 5年度 より多くの人が展示会を見学し、内容に満足し、文化財や我孫子の文化に興味を持つ。 直接 文化財展示会来場者数 人 1,400

見学者を増加するため、広報宣伝や取り上げる題材の工夫が必要。学校との連携が課題。
(7)事業実施上の課題と対応 代替案検討 ○有 ●無

令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度

政
策

金額(千円) 政
策

予算額(千円) 決算額(千円) 政
策

金額(千円) 政
策

金額(千円)内　　容 内　　容 内　　容 内　　容

展示会企画運営事務 0 展示会企画運営事務 0 0 展示会企画運営事務 0 展示会企画運営事務 0

実施内容

(8)施行事項
費　　用

予算(決算)額 合　　計 0 合　　計 0 0 合　　計 0 合　　計 0
国庫支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
県支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
起債 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0 0 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0

(9)財源内訳
一般財源 0 0 0 0 0

その他の財源 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0
換算人数(人) 0.22 0.22 0.22 0.25 0
正職員人件費 1,914 1,958 1,958 2,225 0

(10)人件費等
嘱託職員報酬額 0 0 0 0 0
臨時職員賃金額 0 0 0 0 0

事業費(予算(決算)額＋正職員人件費) 1,914 1,958 1,958 2,225 0
(11)単位費用

1.6千円／人 1.63千円／人 6.99
    (事業費／活動結果指標)

２．事業の評価(DO+CHECK)

評価項目 事　前　評　価 事　後　評　価（評価結果に応じ、改善案検討（拡充も含む）） 改善検討

必
　
要
　
性

・我孫子市には多くの歴史的文化的遺産が数多くあるが、人文系展示施設がないため、市民が気軽に触れ親しむ機会が少 ○①事前確認での想定どおり
ない。そのため、これらの情報に触れられる機会を提供しなければならない。 ●②事前確認での想定どおりでなかった

(1)事業が今必要である理由・ ○要
   背景は？(事業の必要性) ＜想定どおりとした理由／想定どおりでなかった原因＞ ●不要

新型コロナウイルス感染症防止のため、当初の計画していた展示より規模を縮小し展示会を行った。

○①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できない ＜その他の内容＞ ■①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できなかった ＜市実施の具体的な内容・必要性の理由＞
(理由) □法令等で市が実施することが定められている ■②市が主導で進めなければ実効性がなかった 出土した遺物や指定文化財の詳細な説明には専門的知識を要

□提供主体が市しかない ■③市が先導役となったことで市民へ普及が一層 し、搬入等についても指定文化財の所有者と協議しながら行
□その他 　促進された うことができるのは市のみであるため。

□④市の支援が政策・施策の目標の実現に貢献した
(2)市が実施する必要性は

●②自治体である市が推進すべきである ＜その他の内容＞ □⑤サービス水準が確保された ○要
   あるか？

(理由) □市が主導で進めることにより実効性が得られる □⑥サービスの安定供給基盤が確保された ●不要
   (市実施の必要性)

■市が実施・提供することにより、良質で安定した □⑦その他
サービスが保証される ＜その他の内容＞

□市が支援することにより政策・施策の目標の
実現が図られる

□その他

参
加
・
協
働
の
工
夫

実施した参加・協働の具体的な内容（又は今後、
参加・協働の内容 工夫の具体的な内容 参加・協働の程度・内容

参加・協働が考えられる場合にはその内容）
○①事業計画時に市民の参画有り 指定文化財出展の際は、所有者である市民が参加している。 新型コロナウイルス感染症防止のため、市民による直接的な ○①当初期待した以上
○②事業実施時に市民の参画有り 参加を企画しなかった代わりに、今回の展示は市民から寄贈 ○②当初期待したとおり
●③管理・運営に市民の参画有り をされた資料を主として展示を行った。 ●③当初の期待以下

市民の参加や市民との協働を
○④市民の自主的な活動と連携している ○要

工夫しているか？
○⑤市民と共同で事業を実施 ＜期待した以上となった理由／期待以下であった原因＞ ●不要

(体制づくり)
○⑥その他 新型コロナウイルス感染症防止のため、積極的に市民への働

きかけができなかった。
＜その他の内容＞

環
境
へ
の
配
慮

配慮の視点 取組む内容 実施した具体的な内容 環境への配慮

□①自然環境を生かしている 環境に負荷を与えるものではない。 ●①想定どおり
□②生き物と共存している ○②想定どおりでなかった
□③手賀沼を意識している

環境に配慮して事業を進めて
□④環境負荷低減に貢献している ＜想定どおりでなかった原因＞ ○要

いるか？
■⑤その他 ●不要

＜その他の内容＞
環境に負荷を与えるものではない。

効
　
率
　
性

現況値(a)(人) 目標値(b)(人) 目標値の妥当性のチェック 達成状況 ○①目標値達成
●②目標値未達成

□①客観的なデータ・事実に基づき設定している 実績値(f)(人) 達成率(％)
(1)目標設定は適切か？ ■②現況値と比べ実現性が乏しい値ではない (f/b×100) ○要

＜目標を達成した理由／未達成となった原因＞
0 1,200 □③現況値との差が小さい値ではない ●不要

新型コロナウイルス感染症防止のため、規模を縮小して展示会を開催した。
□④適当な比較対象が有る場合、比較対象例における目標値(と現況値の差)と 280 23.33

オープンスペースで行ったため、見学者数の実績値は推定である。
　同等の水準である

対策実施による事業費削減 実施予定の対策 実施状況 ○①想定事業費未満 事業費の削減対策について
●②概ね想定事業費以内

事業費削減額(d) □①国・県助成制度活用 □⑤ＰＦＩ等民間資本の活用 対事業費(％) ●①事前の想定どおり
事業費(c)(千円) 実績値(g)(千円) ○③想定事業費超過

(千円) ■②現有体制での対応 □⑥受益者負担 (g/c)×100 ○②事前の想定どおりでなかった
□③維持管理費の削減策の実施 □⑦その他

(2)事業費削減の工夫をして 1,958 △44 1,958 100
□④民間委託 ＜想定どおり削減できなかった原因＞ ○要

   いるか？
事業費削減率(％) ＜削減の内容＞ ＜超過理由等＞ ●不要

△2.3

目標値対事業費(e) 計算方法 達成状況 ○①目標値以上 ＜目標値以上となった理由／目標値以下であった原因＞
(3)目標値を実現する為に ○②目標値と同程度 新型コロナウイルス感染症防止のため、規模を縮小して

単位 費用単位 ●①単年度の指標：目標値×費用単位／事業費 対目標値(％) ○要
   投じる事業費は適正か？ 実績値(h) ●③目標値以下 展示会を開催した。

○②複数年度の指標：(目標値－現況値)×費用単位／事業費 (h/e)×100 ●不要
   (目標対費用) 61.29

人 10万円 14.3 23.33

３．事後評価

○現状どおり推進 ○拡充 ○縮小 ●結合 ○休止 ○廃止 ○事業手法見直し ○その他(事業完了など)

評
　
価

評価コメント 改善策及び展開方向
事務事業の見直しによる結合。令和4年度からは結合後の事務事業の中で一体的に推進していく。 令和4年度からは結合後の事務事業の中で一体的に推進していく。

様式第３号 事務事業評価表（令和 3年度）

事業コード 1133 課コード 1602 会計種別 一般会計 予算の種類 □政策 □経常 ■なし

１．事業の概要(PLAN)

基本事業 文化財の保護・活用 実施計画への
①事業名 ●有 ○無 ②部課名 生涯学習部・文化・スポーツ課

個別事業 文化財展示会の実施 位置づけ

③事業主体 ●市 ○その他（ ） ④対象地区 □我孫子 □天王台 □湖北 □新木 □布佐 ■全市

⑤事業期間 ～ ⑥担当職員数 5 人 (換算人数 0.22 人）
(1)事業概要

(当　初) 1,958 千円 (うち人件費 1,958 千円）⑦事業費
総事業費 0 千円 当該(開始)年度

(人件費含む) (変更後) 千円 (うち人件費 千円）

施策 重点プロジェクト 基本計画地区別 部門別計画への
⑧施策の位置づけ 53303 重点なし ○有 ●無 (計画名) 我孫子市第3次生涯学習推進計

コード への位置づけ 計画への位置づけ 位置づけ

我孫子市の歴史的・文化的遺産を広く知らせていくため、さまざまな施設や媒体を活用して公開する場



場や機 インターネットを活用し、土器や石器等の埋蔵文化財に、いつでも、気軽に、簡単に触れ親しむ機会を提供
施策目的・

(2)目的 会を確保するとともに、市民団体や関係機関、小中学校などと連携し、地域の歴史や文化について学ぶ機会 事業目的 し、多くの方に興味を持ってもらう。
展開方向

を増やすなど、歴史や文化に親しめる環境づくりやしくみづくりを進めます。
インターネットを活用し、市内で出土した土器や石器等の埋蔵文化財、我孫子市史に関すること、市内の史 市ホームページのほかのページとの連携、整合をはかり、アクセス件数の向上を目指す。
跡や文化財などを、ホームページ上で電脳考古博物館として公開する。 定期的に最新情報をアップして速報性を高める。

当該年度
執行計画

(3)事業内容 内　　容

電脳考古博物館アクセス件数 想定値 240,000当該年度
単位 件

活動結果指標 実績値 357,465

(4)達成目標(期待する成果) 達成目標(期待する成果) 指標種類 指　　標 単位 (5)現況値 (6)目標値

当該年度 多くの方に電脳考古博物館を見てもらう。 直接 電脳考古博物館アクセス件数 件 230,190 240,000

令和 4年度 多くの方に電脳考古博物館を見てもらう。 直接 電脳考古博物館アクセス件数 件 245,000

令和 5年度 より多くの人が電脳考古博物館を訪れ、内容に満足し、埋蔵文化財に興味を持つ。 直接 電脳考古博物館アクセス件数 件 250,000

アクセス数増加の方法の検討
(7)事業実施上の課題と対応 代替案検討 ○有 ●無

令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度

政
策

金額(千円) 政
策

予算額(千円) 決算額(千円) 政
策

金額(千円) 政
策

金額(千円)内　　容 内　　容 内　　容 内　　容

サイトの保守・更新 0 サイトの保守・更新 0 サイトの保守・更新 0 サイトの保守・更新 0

実施内容

(8)施行事項
費　　用

予算(決算)額 合　　計 0 合　　計 0 0 合　　計 0 合　　計 0
国庫支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
県支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
起債 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0 0 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0

(9)財源内訳
一般財源 0 0 0 0 0

その他の財源 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0
換算人数(人) 0.18 0.16 0.16 0.18 0.18
正職員人件費 1,566 1,424 1,424 1,602 1,602

(10)人件費等
嘱託職員報酬額 0 0 0 0 0
臨時職員賃金額 0 0 0 0 0

事業費(予算(決算)額＋正職員人件費) 1,566 1,424 1,424 1,602 1,602
(11)単位費用

0.01千円／件 0.01千円／件 0
    (事業費／活動結果指標)

２．事業の評価(DO+CHECK)

評価項目 事　前　評　価 事　後　評　価（評価結果に応じ、改善案検討（拡充も含む）） 改善検討

必
　
要
　
性

・我孫子市には多くの歴史的文化的遺産が数多くあるが、総合的な人文系展示施設がないため、市民が気軽に触れ親しむ ●①事前確認での想定どおり
機会が少ない。そのため、これらの情報に触れられる機会を提供しなければならない。 ○②事前確認での想定どおりでなかった

(1)事業が今必要である理由・ ・本事業は現在、一般に普及しているインターネットを利用して、誰でも気軽に歴史的文化的遺産に触れ親しむ機会を提 ○要
   背景は？(事業の必要性) 供でき、その必要性は高い。 ＜想定どおりとした理由／想定どおりでなかった原因＞ ●不要

郷土資料館・郷土博物館といった出土遺物を常設的に展示する場所がないため、インターネットを活用した博物館は時代
にも適合しており、必要性は高い。

○①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できない ＜その他の内容＞ ■①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できなかった ＜市実施の具体的な内容・必要性の理由＞
(理由) □法令等で市が実施することが定められている □②市が主導で進めなければ実効性がなかった ホームページの編集権限は市のみにあり、文化財についての

□提供主体が市しかない □③市が先導役となったことで市民へ普及が一層 専門的視点で記述し、構成する必要があるため。
□その他 　促進された

□④市の支援が政策・施策の目標の実現に貢献した
(2)市が実施する必要性は

●②自治体である市が推進すべきである ＜その他の内容＞ □⑤サービス水準が確保された ○要
   あるか？

(理由) ■市が主導で進めることにより実効性が得られる □⑥サービスの安定供給基盤が確保された ●不要
   (市実施の必要性)

□市が実施・提供することにより、良質で安定した □⑦その他
サービスが保証される ＜その他の内容＞

□市が支援することにより政策・施策の目標の
実現が図られる

□その他

参
加
・
協
働
の
工
夫

実施した参加・協働の具体的な内容（又は今後、
参加・協働の内容 工夫の具体的な内容 参加・協働の程度・内容

参加・協働が考えられる場合にはその内容）
○①事業計画時に市民の参画有り 専門性が高いため、市民参加は想定していない。 ○①当初期待した以上
○②事業実施時に市民の参画有り ●②当初期待したとおり
○③管理・運営に市民の参画有り ○③当初の期待以下

市民の参加や市民との協働を
○④市民の自主的な活動と連携している ○要

工夫しているか？
○⑤市民と共同で事業を実施 ＜期待した以上となった理由／期待以下であった原因＞ ●不要

(体制づくり)
●⑥その他

＜その他の内容＞
学術的で専門性が高いため、市民の参加は考えていない。

環
境
へ
の
配
慮

配慮の視点 取組む内容 実施した具体的な内容 環境への配慮

□①自然環境を生かしている 環境に負荷を与えるものではない。 ●①想定どおり
□②生き物と共存している ○②想定どおりでなかった
□③手賀沼を意識している

環境に配慮して事業を進めて
□④環境負荷低減に貢献している ＜想定どおりでなかった原因＞ ○要

いるか？
■⑤その他 ●不要

＜その他の内容＞
環境に負荷を与えるものではない。

効
　
率
　
性

現況値(a)(件) 目標値(b)(件) 目標値の妥当性のチェック 達成状況 ●①目標値達成
○②目標値未達成

□①客観的なデータ・事実に基づき設定している 実績値(f)(件) 達成率(％)
(1)目標設定は適切か？ ■②現況値と比べ実現性が乏しい値ではない (f/b×100) ○要

＜目標を達成した理由／未達成となった原因＞
230,190 240,000 □③現況値との差が小さい値ではない ●不要

新型コロナウイルス感染症の影響などによるホームページに対する需要の拡大か
□④適当な比較対象が有る場合、比較対象例における目標値(と現況値の差)と 357,465 148.94

ら、アクセス数が増加したものと考えられる。
　同等の水準である

対策実施による事業費削減 実施予定の対策 実施状況 ○①想定事業費未満 事業費の削減対策について
●②概ね想定事業費以内

事業費削減額(d) □①国・県助成制度活用 □⑤ＰＦＩ等民間資本の活用 対事業費(％) ●①事前の想定どおり
事業費(c)(千円) 実績値(g)(千円) ○③想定事業費超過

(千円) ■②現有体制での対応 □⑥受益者負担 (g/c)×100 ○②事前の想定どおりでなかった
□③維持管理費の削減策の実施 □⑦その他

(2)事業費削減の工夫をして 1,424 142 1,424 100
□④民間委託 ＜想定どおり削減できなかった原因＞ ○要

   いるか？
事業費削減率(％) ＜削減の内容＞ ＜超過理由等＞ ●不要

9.07

目標値対事業費(e) 計算方法 達成状況 ●①目標値以上 ＜目標値以上となった理由／目標値以下であった原因＞
(3)目標値を実現する為に ○②目標値と同程度 新型コロナウイルス感染症の影響などによるホームペー

単位 費用単位 ●①単年度の指標：目標値×費用単位／事業費 対目標値(％) ○要
   投じる事業費は適正か？ 実績値(h) ○③目標値以下 ジに対する需要の拡大から、アクセス数が増加したもの

○②複数年度の指標：(目標値－現況値)×費用単位／事業費 (h/e)×100 ●不要
   (目標対費用) 16,853.93 と考えられる。

件 10万円 25,102.88 148.94

３．事後評価

○現状どおり推進 ○拡充 ○縮小 ●結合 ○休止 ○廃止 ○事業手法見直し ○その他(事業完了など)

評
　
価

評価コメント 改善策及び展開方向
事務事業の見直しによる結合。令和4年度からは結合後の事務事業の中で一体的に推進していく。 令和4年度からは結合後の事務事業の中で一体的に推進していく。

様式第３号 事務事業評価表（令和 3年度）

事業コード 1134 課コード 1602 会計種別 一般会計 予算の種類 □政策 □経常 ■なし

１．事業の概要(PLAN)

基本事業 文化財の保護・活用 実施計画への
①事業名 ●有 ○無 ②部課名 生涯学習部・文化・スポーツ課

個別事業 電脳考古博物館の運営 位置づけ

③事業主体 ●市 ○その他（ ） ④対象地区 □我孫子 □天王台 □湖北 □新木 □布佐 ■全市

⑤事業期間 ～ ⑥担当職員数 5 人 (換算人数 0.16 人）
(1)事業概要

(当　初) 1,424 千円 (うち人件費 1,424 千円）⑦事業費
総事業費 0 千円 当該(開始)年度

(人件費含む) (変更後) 千円 (うち人件費 千円）

施策 重点プロジェクト 基本計画地区別 部門別計画への
⑧施策の位置づけ 53303 重点なし ○有 ●無 (計画名) 我孫子市第3次生涯学習推進計

コード への位置づけ 計画への位置づけ 位置づけ

我孫子市の歴史的・文化的遺産を広く知らせていくため、さまざまな施設や媒体を活用して公開する



ため、発掘調査や歴 我孫子の歴史・文化遺産を把握・収集・記録し後世に残していく。
施策目的・

(2)目的 史資料の調査を進め、適切に記録保存します。また、報告書や資料集を刊行して、その成果を市民に還元し 事業目的
展開方向

ます。
・市内に残る古文書、古記録、石造物、寺社、建造物などの歴史・文化遺産を現地調査し、市民からの聞き ・楚人冠資料、市内諸家文書等の整理・調査をはじめとする市史資料の分析、研究。
取り調査や資料収集を通じて調査研究を進め、『我孫子市史』を補完する報告書、資料集を刊行する。また ・市内に残る古文書の実態把握を行い報告書を年度末迄に刊行する。
研究した内容を講演会やイベントを通じて市民に普及していく。 当該年度 ・資料用書棚を配置し、資料室の整備を行う。
・市内に残る古文書の実態把握を行う。 執行計画

(3)事業内容 内　　容

刊行冊数 想定値 2当該年度
単位 冊

活動結果指標 実績値 2

(4)達成目標(期待する成果) 達成目標(期待する成果) 指標種類 指　　標 単位 (5)現況値 (6)目標値

当該年度 調査、収集等の完了 直接 市史関係図書の刊行数 冊 88 90

令和 4年度 調査、収集等の完了 直接 市史関係図書の刊行数 冊 92

令和 5年度 調査、収集等の完了 直接 市史関係図書の刊行数 冊 94

資料調査には所有者の承諾を得る必要がある。
(7)事業実施上の課題と対応 代替案検討 ○有 ●無

令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度

政
策

金額(千円) 政
策

予算額(千円) 決算額(千円) 政
策

金額(千円) 政
策

金額(千円)内　　容 内　　容 内　　容 内　　容

報償費（市史資料調査） 10 報償費（市史資料調査） 10 10 報償費（市史資料調査） 10 報償費（市史資料調査） 10
需用費（消耗品・印刷製本費） 256 需用費（消耗品・印刷製本費） 252 232 需用費（消耗品・印刷製本費） 252 需用費（消耗品・印刷製本費） 252
役務費（通信運搬費） 27 役務費（通信運搬費） 27 17 役務費（通信運搬費） 27 役務費（通信運搬費） 27
委託料（和紙公図修復業務委託） 983 委託料（和紙公図修復業務委託） 1,390 1,310 委託料（和紙公図修復業務委託） 1,390 委託料（和紙公図修復業務委託） 1,390
使用料及び賃借料（施設使用料） 1 備品購入費（DTP用PC等） 376 212 使用料及び賃借料（事務機器使用料） 125 使用料及び賃借料（事務機器使用料） 125
備品購入費（図書購入） 18 備品購入費（図書購入） 10 2 備品購入費（図書購入） 10 備品購入費（図書購入） 10
負担金（史料保存連絡協議会） 8 負担金（史料保存連絡協議会） 8 4 負担金（史料保存連絡協議会） 8 負担金（史料保存連絡協議会） 8

実施内容 98旅費（普通・研修） 11 98旅費（普通・研修） 10 8 98旅費（普通・研修） 10 98旅費（普通・研修） 10
市史調査研究を行う会計年度任用職員 2,926 市史調査研究を行う会計年度任用職員 2,067 1,971 市史調査研究を行う会計年度任用職員 4,001 市史調査研究を行う会計年度任用職員 4,001

(8)施行事項
費　　用 ８人　 4人 5人 5人

9月補正　会計年度任用職員　報酬 △464 ＊ 市史編さん備品購入費（資料用書棚） 1,278 1,059
9月補正　会計年度任用職員　交通費 218 ＊ 市史調査研究を行う会計年度任用職員 1,019 1,036

(

３月補正（事務用備品購入費） △383

予算(決算)額 合　　計 3,994 合　　計 6,064 5,861 合　　計 5,833 合　　計 5,833
国庫支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
県支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
起債 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0 0 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0

(9)財源内訳
一般財源 3,079 4,616 5,861 4,385 4,385

その他の財源 □特会 ■受益 ■基金 □その他 915 □特会 ■受益 ■基金 □その他 1,448 0 □特会 ■受益 ■基金 □その他 1,448 □特会 ■受益 ■基金 □その他 1,448
換算人数(人) 0.37 0.33 0.33 0.37 0.37
正職員人件費 3,219 2,937 2,937 3,293 3,293

(10)人件費等
嘱託職員報酬額 0 0 0 0 0
臨時職員賃金額 0 0 0 0 0

事業費(予算(決算)額＋正職員人件費) 7,213 9,001 8,798 9,126 9,126
(11)単位費用

3,606.5千円／冊 4,500.5千円／冊 4,399
    (事業費／活動結果指標)

２．事業の評価(DO+CHECK)

評価項目 事　前　評　価 事　後　評　価（評価結果に応じ、改善案検討（拡充も含む）） 改善検討

必
　
要
　
性

・我孫子市の歴史を調査・記録保存することは市の文化財として、また市民の知る権利や知的好奇心を満たすものとして ●①事前確認での想定どおり
不可欠である。 ○②事前確認での想定どおりでなかった

(1)事業が今必要である理由・ ・歴史をひもとくことにより現在の状況を把握し、未来のまちづくりへの原動力が生まれる。 ○要
   背景は？(事業の必要性) ・まちや人の営みが続く限り、歴史は積み重ねられていくもので継続して記録・活用していく必要がある。 ＜想定どおりとした理由／想定どおりでなかった原因＞ ●不要

次世代に引き継ぐ歴史資料は様々な形態で存在し、年々増加している。旧家から新たに発見された未整理資料の調査が令
和３年度から本格的に始まり、順調に調査・研究を進めることができた。

○①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できない ＜その他の内容＞ □①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できなかった ＜市実施の具体的な内容・必要性の理由＞
(理由) □法令等で市が実施することが定められている ■②市が主導で進めなければ実効性がなかった 歴史資料の取扱いは専門性を要し、公正な立場で取扱う必要

□提供主体が市しかない □③市が先導役となったことで市民へ普及が一層 がある。また、資料の収集方針は一貫性を持たせ、継続的に
□その他 　促進された 実施する必要がある。

□④市の支援が政策・施策の目標の実現に貢献した
(2)市が実施する必要性は

●②自治体である市が推進すべきである ＜その他の内容＞ ■⑤サービス水準が確保された ○要
   あるか？

(理由) ■市が主導で進めることにより実効性が得られる □⑥サービスの安定供給基盤が確保された ●不要
   (市実施の必要性)

□市が実施・提供することにより、良質で安定した □⑦その他
サービスが保証される ＜その他の内容＞

□市が支援することにより政策・施策の目標の
実現が図られる

□その他

参
加
・
協
働
の
工
夫

実施した参加・協働の具体的な内容（又は今後、
参加・協働の内容 工夫の具体的な内容 参加・協働の程度・内容

参加・協働が考えられる場合にはその内容）
○①事業計画時に市民の参画有り 市史に係る講演会や講座、展示などで市民と協働し、事業を 歴史・文化財に係る市民団体と連携し、共同主催として講演 ○①当初期待した以上
●②事業実施時に市民の参画有り 実施している。 会などの実施を検討する。 ○②当初期待したとおり
○③管理・運営に市民の参画有り ●③当初の期待以下

市民の参加や市民との協働を
○④市民の自主的な活動と連携している ○要

工夫しているか？
○⑤市民と共同で事業を実施 ＜期待した以上となった理由／期待以下であった原因＞ ●不要

(体制づくり)
○⑥その他 歴史・文化財に係る市民団体と連携し、共同主催として講演

会などの実施を検討していたが、新型コロナウイルス感染症
＜その他の内容＞ 防止のため計画できなかった。

環
境
へ
の
配
慮

配慮の視点 取組む内容 実施した具体的な内容 環境への配慮

□①自然環境を生かしている 環境に負荷を与えるものではない。 ●①想定どおり
□②生き物と共存している ○②想定どおりでなかった
□③手賀沼を意識している

環境に配慮して事業を進めて
□④環境負荷低減に貢献している ＜想定どおりでなかった原因＞ ○要

いるか？
■⑤その他 ●不要

＜その他の内容＞
環境に負荷を与えるものではない。

効
　
率
　
性

現況値(a)(冊) 目標値(b)(冊) 目標値の妥当性のチェック 達成状況 ●①目標値達成
○②目標値未達成

■①客観的なデータ・事実に基づき設定している 実績値(f)(冊) 達成率(％)
(1)目標設定は適切か？ □②現況値と比べ実現性が乏しい値ではない (f/b×100) ○要

＜目標を達成した理由／未達成となった原因＞
88 90 □③現況値との差が小さい値ではない ●不要

業務調整をし、報告書（市・楚人冠資料）を刊行することができた。
□④適当な比較対象が有る場合、比較対象例における目標値(と現況値の差)と 90 100
　同等の水準である

対策実施による事業費削減 実施予定の対策 実施状況 ○①想定事業費未満 事業費の削減対策について
●②概ね想定事業費以内

事業費削減額(d) □①国・県助成制度活用 □⑤ＰＦＩ等民間資本の活用 対事業費(％) ●①事前の想定どおり
事業費(c)(千円) 実績値(g)(千円) ○③想定事業費超過

(千円) ■②現有体制での対応 □⑥受益者負担 (g/c)×100 ○②事前の想定どおりでなかった
□③維持管理費の削減策の実施 □⑦その他

(2)事業費削減の工夫をして 9,001 △1,788 8,798 97.74
□④民間委託 ＜想定どおり削減できなかった原因＞ ○要

   いるか？
事業費削減率(％) ＜削減の内容＞ ＜超過理由等＞ ●不要

△24.79

目標値対事業費(e) 計算方法 達成状況 ○①目標値以上 ＜目標値以上となった理由／目標値以下であった原因＞
(3)目標値を実現する為に ●②目標値と同程度

単位 費用単位 ○①単年度の指標：目標値×費用単位／事業費 対目標値(％) ○要
   投じる事業費は適正か？ 実績値(h) ○③目標値以下

●②複数年度の指標：(目標値－現況値)×費用単位／事業費 (h/e)×100 ●不要
   (目標対費用) 0.02

冊 10万円 0.02 100

３．事後評価

○現状どおり推進 ○拡充 ○縮小 ●結合 ○休止 ○廃止 ○事業手法見直し ○その他(事業完了など)

評
　
価

評価コメント 改善策及び展開方向
事務事業の見直しによる結合。令和4年度からは結合後の事務事業の中で一体的に推進していく。 令和4年度からは結合後の事務事業の中で一体的に推進していく。

様式第３号 事務事業評価表（令和 3年度）

事業コード 1135 課コード 1602 会計種別 一般会計 予算の種類 ■政策 ■経常 □なし

１．事業の概要(PLAN)

基本事業 歴史・文化遺産活用 実施計画への
①事業名 ●有 ○無 ②部課名 生涯学習部・文化・スポーツ課

個別事業 市史調査研究 位置づけ

③事業主体 ●市 ○その他（ ） ④対象地区 □我孫子 □天王台 □湖北 □新木 □布佐 ■全市

⑤事業期間 ～ ⑥担当職員数 5 人 (換算人数 0.33 人）
(1)事業概要

(当　初) 9,133 千円 (うち人件費 2,937 千円）⑦事業費
総事業費 0 千円 当該(開始)年度

(人件費含む) (変更後) 9,001 千円 (うち人件費 2,937 千円）

施策 重点プロジェクト 基本計画地区別 部門別計画への
⑧施策の位置づけ 53302 重点なし ○有 ●無 (計画名) 我孫子市第3次生涯学習推進計

コード への位置づけ 計画への位置づけ 位置づけ

開発により滅失する埋蔵文化財や時代の流れにより散逸する歴史資料を後世に継承する



化財制度や登録文化財制度 「我孫子の大正・昭和文化遺産」の中核となる施設として、杉村楚人冠邸の魅力を高め、周辺の文化ポイン
施策目的・

(2)目的 による文化財の保存をより強化します。また、手賀沼文化拠点整備計画に基づき、史跡などの文化財を計画 事業目的 トと連携させて、多くの人にその価値を感じてもらえるようにする。
展開方向

的に整備してネットワーク化を進め、その活用と魅力の向上に努めます。
平成20年度に債務負担で買収した杉村楚人冠邸（約5,200㎡、うち明田緑地約4,200㎡）を、都市再生整備計 我孫子市杉村楚人冠記念館を運営し、杉村楚人冠についての常設展および企画展を実施する。
画の事業に位置付け、まちづくり交付金を活用し平成21年度から23年度にかけて再整備を行い、平成23年11 また、杉村家が所有する英文資料を調査・解読する。春期・夏期・冬期の３つのシーズンに分けて企画展開
月より「我孫子市杉村楚人冠記念館」として一般公開を開始した。今年度は文化財としての維持管理すると 当該年度 催、夏期企画展に合わせ講演会を実施予定。資料の保管と来訪者対応の改善のため、適切な施設整備を実施
ともに、杉村家資料を活用した企画展示、講演会などを実施し、多くの人々に杉村楚人冠の歴史的意義を認 執行計画 する。

(3)事業内容 内　　容 知してもらえるよう広報宣伝していく。

年間入場者数 想定値 4,000当該年度
単位 人

活動結果指標 実績値 2,339

(4)達成目標(期待する成果) 達成目標(期待する成果) 指標種類 指　　標 単位 (5)現況値 (6)目標値

当該年度 施設の魅力を向上させ、来場者を呼び込む 直接 年間入場者数 人 1,962 4,000

令和 4年度 施設の魅力を向上させ、来場者を呼び込む 直接 年間入場者数 人 4,100

令和 5年度 施設の魅力を向上させ、来場者を呼び込む 直接 年間入場者数 人 4,200

常設展・企画展の有効なＰＲを行い、リピーターを獲得していく必要がある。記念館の様々な魅力を生かしたイベントを実施し
(7)事業実施上の課題と対応 、より多くの来館者を獲得していく必要がある。白樺文学館、旧村川別荘、鳥の博物館と連携し、来訪者に我孫子の魅力を伝え 代替案検討 ○有 ●無

ていく必要がある。

令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度

政
策

金額(千円) 政
策

予算額(千円) 決算額(千円) 政
策

金額(千円) 政
策

金額(千円)内　　容 内　　容 内　　容 内　　容

報償費（講師報償・資料調査報償） 361 報償費（講師報償・資料調査報償） 361 271 報償費（講師報償・資料調査報償） 361 報償費（講師報償・資料調査報償） 361
需用費（消耗品・印刷製本費他） 1,498 需用費（消耗品・印刷製本費他） 2,363 2,003 需用費（消耗品・印刷製本費他） 1,498 需用費（消耗品・印刷製本費他） 1,498
役務費（通信運搬費・保険料） 108 役務費（通信運搬費・保険料） 124 54 役務費（通信運搬費・保険料） 124 役務費（通信運搬費・保険料） 124
委託料（清掃委託料他） 1,733 委託料（清掃委託料他） 1,920 1,901 委託料（清掃委託料他） 1,920 委託料（清掃委託料他） 1,920
使用料及び賃借料（事務機器他） 72 使用料及び賃借料（事務機器他） 59 71 使用料及び賃借料（事務機器他） 59 使用料及び賃借料（事務機器他） 59
備品購入費（図書購入費） 100 備品購入費（図書購入費） 100 34 備品購入費（図書購入費） 100 備品購入費（図書購入費） 100
杉村楚人冠記念館運営に係る会計年度 7,786 杉村楚人冠記念館運営に係る会計年度 7,888 7,159 杉村楚人冠記念館運営に係る会計年度 7,888 杉村楚人冠記念館運営に係る会計年度 7,888

実施内容 任用職員4人 任用職員4人 任用職員4人 任用職員4人
（予備費）非接触型体温計購入　ｺﾛﾅ 10

(8)施行事項
費　　用

予算(決算)額 合　　計 11,668 合　　計 12,815 11,493 合　　計 11,950 合　　計 11,950
国庫支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
県支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
起債 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0 0 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0

(9)財源内訳
一般財源 11,058 12,176 11,493 11,311 11,311

その他の財源 □特会 ■受益 □基金 □その他 610 □特会 ■受益 □基金 □その他 639 0 □特会 ■受益 □基金 □その他 639 □特会 ■受益 □基金 □その他 639
換算人数(人) 0.83 1.34 1.34 0.83 0.83
正職員人件費 7,221 11,926 11,926 7,387 7,387

(10)人件費等
嘱託職員報酬額 0 0 0 0 0
臨時職員賃金額 0 0 0 0 0

事業費(予算(決算)額＋正職員人件費) 18,889 24,741 23,419 19,337 19,337
(11)単位費用

62.96千円／日 6.19千円／人 10.01
    (事業費／活動結果指標)

２．事業の評価(DO+CHECK)

評価項目 事　前　評　価 事　後　評　価（評価結果に応じ、改善案検討（拡充も含む）） 改善検討

必
　
要
　
性

・杉村楚人冠は日本有数の文化人であり、我孫子には亡くなるまでの34年間在住し、我孫子の文化の向上に大きく貢献。 ●①事前確認での想定どおり
・楚人冠邸は建物・庭を含め、明治から昭和にかけての歴史的・文化的景観を残しているものとして貴重である。 ○②事前確認での想定どおりでなかった

(1)事業が今必要である理由・ ・約6,200点に及ぶ書簡・書籍等の楚人冠資料は大正・昭和の文化史・政治史など日本の近代史知る重要資料。寄贈等で ○要
   背景は？(事業の必要性) 今後も資料が増加している。 ＜想定どおりとした理由／想定どおりでなかった原因＞ ●不要

・まちづくり交付金を投入して整備した施設を公開・活用することは、交付金事業の主旨とも合致する。 記念館の運営を行い、楚人冠資料を活用した企画展などを実施することにより、明治から昭和にかけての歴史的、文化的
景観等の資料を来館者に提供することができた。

●①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できない ＜その他の内容＞ ■①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できなかった ＜市実施の具体的な内容・必要性の理由＞
(理由) □法令等で市が実施することが定められている □②市が主導で進めなければ実効性がなかった 楚人冠資料は、書籍・手紙・日記などで構成されており、解

■提供主体が市しかない □③市が先導役となったことで市民へ普及が一層 読や資料的位置づけには専門的な知識が必要である。
□その他 　促進された

□④市の支援が政策・施策の目標の実現に貢献した
(2)市が実施する必要性は

○②自治体である市が推進すべきである ＜その他の内容＞ □⑤サービス水準が確保された ○要
   あるか？

(理由) □市が主導で進めることにより実効性が得られる □⑥サービスの安定供給基盤が確保された ●不要
   (市実施の必要性)

□市が実施・提供することにより、良質で安定した □⑦その他
サービスが保証される ＜その他の内容＞

□市が支援することにより政策・施策の目標の
実現が図られる

□その他

参
加
・
協
働
の
工
夫

実施した参加・協働の具体的な内容（又は今後、
参加・協働の内容 工夫の具体的な内容 参加・協働の程度・内容

参加・協働が考えられる場合にはその内容）
●①事業計画時に市民の参画有り 我孫子高校の生徒と協働して茶会を実施している。実施には 市民団体による史跡巡りガイドと連携し、魅力発信を担った ○①当初期待した以上
○②事業実施時に市民の参画有り 市民スタッフの協力も仰いでいる。 。また、新型コロナウイルス感染症のため当初企画した形で ●②当初期待したとおり
○③管理・運営に市民の参画有り のお茶会はできなかったが、次年度の開催に向けて協議する ○③当初の期待以下

市民の参加や市民との協働を
○④市民の自主的な活動と連携している ことができた。 ○要

工夫しているか？
○⑤市民と共同で事業を実施 ＜期待した以上となった理由／期待以下であった原因＞ ●不要

(体制づくり)
○⑥その他

＜その他の内容＞

環
境
へ
の
配
慮

配慮の視点 取組む内容 実施した具体的な内容 環境への配慮

■①自然環境を生かしている 庭園と建物の調和を考えて整備し、公開している。 湧水や斜面林などを活かした園庭を管理し、多くの来訪者に ●①想定どおり
□②生き物と共存している 環境啓発を行った。 ○②想定どおりでなかった
□③手賀沼を意識している

環境に配慮して事業を進めて
□④環境負荷低減に貢献している ＜想定どおりでなかった原因＞ ○要

いるか？
□⑤その他 ●不要

＜その他の内容＞

効
　
率
　
性

現況値(a)(人) 目標値(b)(人) 目標値の妥当性のチェック 達成状況 ○①目標値達成
●②目標値未達成

□①客観的なデータ・事実に基づき設定している 実績値(f)(人) 達成率(％)
(1)目標設定は適切か？ ■②現況値と比べ実現性が乏しい値ではない (f/b×100) ○要

＜目標を達成した理由／未達成となった原因＞
1,962 4,000 □③現況値との差が小さい値ではない ●不要

新型コロナウイルス感染症の影響で、来館者数が減少し、イベントの中止もあり
□④適当な比較対象が有る場合、比較対象例における目標値(と現況値の差)と 2,339 58.48

、当初の予定を下回った。
　同等の水準である

対策実施による事業費削減 実施予定の対策 実施状況 ○①想定事業費未満 事業費の削減対策について
●②概ね想定事業費以内

事業費削減額(d) □①国・県助成制度活用 □⑤ＰＦＩ等民間資本の活用 対事業費(％) ●①事前の想定どおり
事業費(c)(千円) 実績値(g)(千円) ○③想定事業費超過

(千円) ■②現有体制での対応 □⑥受益者負担 (g/c)×100 ○②事前の想定どおりでなかった
□③維持管理費の削減策の実施 □⑦その他

(2)事業費削減の工夫をして 24,741 △5,852 23,419 94.66
□④民間委託 ＜想定どおり削減できなかった原因＞ ○要

   いるか？
事業費削減率(％) ＜削減の内容＞ ＜超過理由等＞ ●不要

△30.98

目標値対事業費(e) 計算方法 達成状況 ○①目標値以上 ＜目標値以上となった理由／目標値以下であった原因＞
(3)目標値を実現する為に ○②目標値と同程度 新型コロナウイルス感染症の影響で、来館者数の減少、

単位 費用単位 ●①単年度の指標：目標値×費用単位／事業費 対目標値(％) ○要
   投じる事業費は適正か？ 実績値(h) ●③目標値以下 イベントの中止を余儀なくされた。集客を見込めるイベ

○②複数年度の指標：(目標値－現況値)×費用単位／事業費 (h/e)×100 ●不要
   (目標対費用) 16.17 ント等の再検討が必要である。

人 10万円 9.99 61.78

３．事後評価

○現状どおり推進 ○拡充 ○縮小 ●結合 ○休止 ○廃止 ○事業手法見直し ○その他(事業完了など)

評
　
価

評価コメント 改善策及び展開方向
事務事業の見直しによる結合。令和4年度からは結合後の事務事業の中で一体的に推進していく。 令和4年度からは結合後の事務事業の中で一体的に推進していく。

様式第３号 事務事業評価表（令和 3年度）

事業コード 1138 課コード 1602 会計種別 一般会計 予算の種類 □政策 ■経常 □なし

１．事業の概要(PLAN)

基本事業 歴史・文化遺産活用 実施計画への
①事業名 ●有 ○無 ②部課名 生涯学習部・文化・スポーツ課

個別事業 杉村楚人冠邸の保存と活用 位置づけ

③事業主体 ●市 ○その他（ ） ④対象地区 ■我孫子 □天王台 □湖北 □新木 □布佐 □全市

⑤事業期間 平成25年度 ～ ⑥担当職員数 7 人 (換算人数 1.34 人）
(1)事業概要

(当　初) 24,741 千円 (うち人件費 11,926 千円）⑦事業費
総事業費 0 千円 当該(開始)年度

(人件費含む) (変更後) 千円 (うち人件費 千円）

施策 重点プロジェクト 基本計画地区別 部門別計画への
⑧施策の位置づけ 53301 重点２ ○有 ●無 (計画名) 我孫子市第3次生涯学習推進計

コード への位置づけ 計画への位置づけ 位置づけ

我孫子市の歴史や文化、風土をより身近に感じ、ふれあってもらうため、指定文



らうため、指定文化財制度や登録文化財制度 我孫子の歴史の上で大きな位置を占める、いわゆる白樺派の文人たちの理念と業績を広く理解してもらう。
施策目的・

(2)目的 による文化財の保存をより強化します。また、手賀沼文化拠点整備計画に基づき、史跡などの文化財を計画 事業目的
展開方向

的に整備してネットワーク化を進め、その活用と魅力の向上に努めます。
・事業内容は、従前の事業を基本的に継承し、所蔵品の展示・閲覧・調査研究、我孫子に関わる白樺派文人 従前の事業を基本的に継承し、所蔵品の展示・閲覧・調査研究、我孫子に関わる白樺派文人たちの活動の調
たちの活動の調査及び講演会等での普及活動を行う。また、隣接する、志賀直哉邸跡の復元書斎の活用を行 査及び講演会等での普及活動を行う。また、令和3年度は、空調設備の更新工事を行う。
う。 当該年度
・地域の文化財との連携を図り、拠点施設として活用する。 執行計画

(3)事業内容 内　　容 ・施設設備の更新を図り、展示スペース等の拡充を行うため、再整備を実施する。
・白樺派や民藝などの資料を収集・研究し、広く市民に公開する。そのため博物館等の関係機関と連携して
文学館としての魅力を向上する。 年間入場者数 想定値 5,100当該年度
・「我孫子市文化財保存活用地域計画」に位置付け、「我孫子の大正・昭和文化遺産」の中核施設としてリ 単位 人

活動結果指標 実績値 2,977ニューアルをはかっていく。

(4)達成目標(期待する成果) 達成目標(期待する成果) 指標種類 指　　標 単位 (5)現況値 (6)目標値

当該年度 当該施設の入場者数の増加を測ることにより、白樺文学の理解と普及が期待できる。 直接 年間入場者数 人 2,837 5,100

令和 4年度 当該施設の入場者数の増加を測ることにより、白樺文学の理解と普及が期待できる。 直接 年間入場者数 人 5,200

令和 5年度 当該施設の入場者数の増加を測ることにより、白樺文学の理解と普及が期待できる。 直接 年間入場者数 人 5,300

当該施設の魅力度をいかに高めていくかと併せて、地域の文化財と連携を図り、地域全体での拠点施設としての役割も検討して
(7)事業実施上の課題と対応 いく。（杉村楚人冠記念館・志賀直哉邸跡地・旧村川別荘等とのネットワーク化＝「我孫子の大正・昭和文化遺産」の推進） 代替案検討 ○有 ●無

令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度

政
策

金額(千円) 政
策

予算額(千円) 決算額(千円) 政
策

金額(千円) 政
策

金額(千円)内　　容 内　　容 内　　容 内　　容

報償費（講師謝礼等） 302 報償費（講師謝礼等） 266 177 報償費（講師謝礼等） 266 報償費（講師謝礼等） 266
需用費（消耗品・印刷製本費等） 2,843 需用費（消耗品・印刷製本費等） 2,957 2,790 需用費（消耗品・印刷製本費等） 2,957 需用費（消耗品・印刷製本費等） 2,957
役務費（通信運搬・保険料等） 174 役務費（通信運搬・保険料等） 163 106 役務費（通信運搬・保険料等） 174 役務費（通信運搬・保険料等） 174
委託料（清掃委託等） 2,010 委託料（清掃委託等） 2,274 2,081 委託料（清掃委託等） 2,274 委託料（清掃委託等） 2,274
使用料及び賃借料（事務機器等） 229 使用料及び賃借料（事務機器等） 268 93 使用料及び賃借料（事務機器等） 268 使用料及び賃借料（事務機器等） 268
備品購入費（図書購入等） 88 備品購入費（図書購入等） 276 536 備品購入費（図書購入等） 276 備品購入費（図書購入等） 276
98公用車燃料費 67 98公用車需用費（燃料費、修繕料） 121 17 98公用車需用費（燃料費、修繕料） 121 98公用車燃料費 121

実施内容 98公用車手数料 15 98公用車役務費（手数料他） 43 22 98公用車役務費（手数料他） 43 98公用車役務費（手数料他） 43
白樺文学館運営に係る会計年度任用 7,220 白樺文学館運営に係る会計年度任用 7,478 6,456 白樺文学館運営に係る会計年度任用 7,478 白樺文学館運営に係る会計年度任用 7,478

(8)施行事項
費　　用 職員４人 職員４人 職員４人 職員４人

＊ 白樺文学館エレベーター改修工事 33,121 ＊ 空調設備更新工事（起債対象） 21,769 16,043
（起債対象）
（予備費）非接触型体温計購入　ｺﾛﾅ 10 ３月補正（使用料及び賃借料） △135

＊ 9月補正　自動水栓工事　ｺﾛﾅ 440 ３月補正（工事請負費） △5,726
流用　使用料から修繕料　21000円
　　委託料から施設修繕料　24000円
予備費　備品購入費 383

予算(決算)額 合　　計 46,519 合　　計 30,137 28,321 合　　計 13,857 合　　計 13,857
国庫支出金 補助率 100 ％ 440 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
県支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
起債 充当率 90 ％ 29,800 充当率 90 ％ 19,500 0 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0

(9)財源内訳
一般財源 14,770 9,133 28,321 12,353 12,353

その他の財源 □特会 ■受益 □基金 □その他 1,509 □特会 ■受益 □基金 □その他 1,504 0 □特会 ■受益 □基金 □その他 1,504 □特会 ■受益 □基金 □その他 1,504
換算人数(人) 0.83 1.34 1.34 0.83 0.83
正職員人件費 7,221 11,926 11,926 7,387 7,387

(10)人件費等
嘱託職員報酬額 0 0 0 0 0
臨時職員賃金額 0 0 0 0 0

事業費(予算(決算)額＋正職員人件費) 53,740 42,063 40,247 21,244 21,244
(11)単位費用

179.13千円／日 8.25千円／人 13.52
    (事業費／活動結果指標)

２．事業の評価(DO+CHECK)

評価項目 事　前　評　価 事　後　評　価（評価結果に応じ、改善案検討（拡充も含む）） 改善検討

必
　
要
　
性

・いわゆる白樺派の文人たちの理念と業績を広く知ってもらう。 ●①事前確認での想定どおり
・現在の白樺文学館は手賀沼文化拠点の重要なポイントとなっている。 ○②事前確認での想定どおりでなかった

(1)事業が今必要である理由・ ○要
   背景は？(事業の必要性) ＜想定どおりとした理由／想定どおりでなかった原因＞ ●不要

白樺派や民藝などの所蔵品の展示、活動の調査及び講演会を行い普及活動を行った。

○①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できない ＜その他の内容＞ □①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できなかった ＜市実施の具体的な内容・必要性の理由＞
(理由) □法令等で市が実施することが定められている ■②市が主導で進めなければ実効性がなかった 市が主導的に運用することにより、専門的な視点から我孫子

□提供主体が市しかない ■③市が先導役となったことで市民へ普及が一層 時代の白樺派の活動に光を当てた展示や講演会を通じて市民
□その他 　促進された への普及ができた。

□④市の支援が政策・施策の目標の実現に貢献した
(2)市が実施する必要性は

●②自治体である市が推進すべきである ＜その他の内容＞ □⑤サービス水準が確保された ○要
   あるか？

(理由) □市が主導で進めることにより実効性が得られる □⑥サービスの安定供給基盤が確保された ●不要
   (市実施の必要性)

■市が実施・提供することにより、良質で安定した □⑦その他
サービスが保証される ＜その他の内容＞

□市が支援することにより政策・施策の目標の 市指定文化財を修復するため、市が主導してクラウドファンディングを行うことができた。
実現が図られる

□その他

参
加
・
協
働
の
工
夫

実施した参加・協働の具体的な内容（又は今後、
参加・協働の内容 工夫の具体的な内容 参加・協働の程度・内容

参加・協働が考えられる場合にはその内容）
○①事業計画時に市民の参画有り ピアノ演奏、朗読などの事業に市民スタッフが参加している 市民スタッフ制度を活用し、ピアノ演奏を行った。 ○①当初期待した以上
●②事業実施時に市民の参画有り 。 ●②当初期待したとおり
○③管理・運営に市民の参画有り ○③当初の期待以下

市民の参加や市民との協働を
○④市民の自主的な活動と連携している ○要

工夫しているか？
○⑤市民と共同で事業を実施 ＜期待した以上となった理由／期待以下であった原因＞ ●不要

(体制づくり)
○⑥その他 市民スタッフ制度を活用し、ピアノ演奏を行うほか、クラウ

ドファンディングで広く募金を求め、文化財行政への参加を
＜その他の内容＞ 求めることができた。

環
境
へ
の
配
慮

配慮の視点 取組む内容 実施した具体的な内容 環境への配慮

□①自然環境を生かしている 手賀沼周辺にある文化施設として運営している。 大正時代に書かれた風景がをとおして、当時の植生などを解 ●①想定どおり
□②生き物と共存している 説する講演会及び実地見分を行った。 ○②想定どおりでなかった
■③手賀沼を意識している

環境に配慮して事業を進めて
□④環境負荷低減に貢献している ＜想定どおりでなかった原因＞ ○要

いるか？
□⑤その他 ●不要

＜その他の内容＞

効
　
率
　
性

現況値(a)(人) 目標値(b)(人) 目標値の妥当性のチェック 達成状況 ○①目標値達成
●②目標値未達成

□①客観的なデータ・事実に基づき設定している 実績値(f)(人) 達成率(％)
(1)目標設定は適切か？ ■②現況値と比べ実現性が乏しい値ではない (f/b×100) ○要

＜目標を達成した理由／未達成となった原因＞
2,837 5,100 □③現況値との差が小さい値ではない ●不要

新型コロナウイス感染症の影響でイベントの中止、また、空調工事による閉館が
□④適当な比較対象が有る場合、比較対象例における目標値(と現況値の差)と 2,977 58.37

重なったため。
　同等の水準である

対策実施による事業費削減 実施予定の対策 実施状況 ○①想定事業費未満 事業費の削減対策について
●②概ね想定事業費以内

事業費削減額(d) □①国・県助成制度活用 □⑤ＰＦＩ等民間資本の活用 対事業費(％) ●①事前の想定どおり
事業費(c)(千円) 実績値(g)(千円) ○③想定事業費超過

(千円) ■②現有体制での対応 □⑥受益者負担 (g/c)×100 ○②事前の想定どおりでなかった
□③維持管理費の削減策の実施 □⑦その他

(2)事業費削減の工夫をして 42,063 11,677 40,247 95.68
□④民間委託 ＜想定どおり削減できなかった原因＞ ○要

   いるか？
事業費削減率(％) ＜削減の内容＞ ＜超過理由等＞ ●不要

21.73

目標値対事業費(e) 計算方法 達成状況 ○①目標値以上 ＜目標値以上となった理由／目標値以下であった原因＞
(3)目標値を実現する為に ○②目標値と同程度 新型コロナウイス感染症の影響でイベントの中止、また

単位 費用単位 ●①単年度の指標：目標値×費用単位／事業費 対目標値(％) ○要
   投じる事業費は適正か？ 実績値(h) ●③目標値以下 、空調工事による閉館が重なったため。

○②複数年度の指標：(目標値－現況値)×費用単位／事業費 (h/e)×100 ●不要
   (目標対費用) 12.12

人 10万円 7.4 61.06

３．事後評価

○現状どおり推進 ○拡充 ○縮小 ●結合 ○休止 ○廃止 ○事業手法見直し ○その他(事業完了など)

評
　
価

評価コメント 改善策及び展開方向
事務事業の見直しによる結合。令和4年度からは結合後の事務事業の中で一体的に推進していく。 令和4年度からは結合後の事務事業の中で一体的に推進していく。

様式第３号 事務事業評価表（令和 3年度）

事業コード 1139 課コード 1602 会計種別 一般会計 予算の種類 ■政策 ■経常 □なし

１．事業の概要(PLAN)

基本事業 歴史・文化遺産活用 実施計画への
①事業名 ●有 ○無 ②部課名 生涯学習部・文化・スポーツ課

個別事業 白樺文学館の運営 位置づけ

③事業主体 ●市 ○その他（ ） ④対象地区 □我孫子 □天王台 □湖北 □新木 □布佐 ■全市

⑤事業期間 令和 3年度 ～ ⑥担当職員数 7 人 (換算人数 1.34 人）
(1)事業概要

(当　初) 47,541 千円 (うち人件費 11,926 千円）⑦事業費
総事業費 0 千円 当該(開始)年度

(人件費含む) (変更後) 42,063 千円 (うち人件費 11,926 千円）

施策 重点プロジェクト 基本計画地区別 部門別計画への
⑧施策の位置づけ 53301 重点２ ○有 ●無 (計画名) 我孫子市第3次生涯学習推進計

コード への位置づけ 計画への位置づけ 位置づけ

我孫子市の歴史や文化、風土をより身近に感じ、ふれあっても



境を整備するため、市民体育館など市のスポーツ施設の適正な維持管理を行うと 市民が、安全に気持ちよく、市内運動施設を利用できるよう、管理運営を行います。
施策目的・

(2)目的 ともに、民間や近隣市町の体育施設を活用するなど、活動場所の確保に努めます。また、施設の修繕を計画 事業目的
展開方向

的に実施するとともに、新たな武道施設の整備について、手法も含めて慎重に検討を進めていきます。
市内各運動施設等の管理運営を行う。各施設の設備点検、樹木等の管理 各運動施設の設備保守点検、清掃委託、草刈委託、樹木管理及びつくし野多目的運動広場管理運営を行う。

当該年度
執行計画

(3)事業内容 内　　容

全体育施設の延べ利用者数 想定値 100,000当該年度
単位 人

活動結果指標 実績値 79,959

(4)達成目標(期待する成果) 達成目標(期待する成果) 指標種類 指　　標 単位 (5)現況値 (6)目標値

当該年度 多くの市民に利用してもらう。 直接 体育施設の延べ利用者数 人 63,227 100,000

令和 4年度 多くの市民に利用してもらう。 直接 体育施設の延べ利用者数 人 100,000

令和 5年度 多くの市民に利用してもらう。 直接 体育施設の延べ利用者数 人 100,000

(7)事業実施上の課題と対応 代替案検討 ○有 ○無

令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度

政
策

金額(千円) 政
策

予算額(千円) 決算額(千円) 政
策

金額(千円) 政
策

金額(千円)内　　容 内　　容 内　　容 内　　容

需用費（消耗品費、燃料費、印刷製本 644 需用費（消耗品費、燃料費、印刷製本 694 691 需用費（消耗品費、燃料費、印刷製本 694 需用費（消耗品費、燃料費、印刷製本 694
費、光熱水費、修繕料） 費、光熱水費、修繕料） 費、光熱水費、修繕料） 費、光熱水費、修繕料）
役務費（通信運搬費、手数料、火災保 86 役務費（通信運搬費、手数料、火災保 280 275 役務費（通信運搬費、手数料、火災保 89 役務費（通信運搬費、手数料、火災保 89
料） 料） 料） 料）
委託料（設備保守点検、清掃、機械警 4,898 委託料（設備保守点検、清掃、機械警 4,987 4,167 委託料（設備保守点検、清掃、機械警 4,987 委託料（設備保守点検、清掃、機械警 4,987
備、草刈、樹木管理、害虫駆除、） 備、草刈、樹木管理、害虫駆除、） 備、草刈、樹木管理、害虫駆除、） 備、草刈、樹木管理、害虫駆除、）
つくし野多目的管理運営業務委託料 2,896 つくし野多目的管理運営業務委託料 2,897 2,897 つくし野多目的管理運営業務委託料 2,897 つくし野多目的管理運営業務委託料 2,897

実施内容 使用料及び賃借料（券売機、コピー機 208 使用料及び賃借料（券売機、コピー機 210 106 使用料及び賃借料（券売機、コピー機 210 使用料及び賃借料（券売機、コピー機 210
清掃用具、ＡＥＤ、電柱広告） 清掃用具、ＡＥＤ、電柱広告） 清掃用具、ＡＥＤ、電柱広告） 清掃用具、ＡＥＤ、電柱広告）

(8)施行事項
費　　用 土地賃借料（布佐下、浅間前多目的、 3,945 土地賃借料（布佐下、浅間前多目的、 3,945 3,945 土地賃借料（布佐下、浅間前多目的、 3,945 土地賃借料（布佐下、浅間前多目的、 3,945

ゲートボール場 ゲートボール場 ゲートボール場 ゲートボール場
備品購入費 159 備品購入費 521 521 備品購入費 521 備品購入費 521
手賀沼土地改良区賦課金（浅間前多目 18 手賀沼土地改良区賦課金（浅間前） 18 18 手賀沼土地改良区賦課金（浅間前） 18 手賀沼土地改良区賦課金（浅間前） 18
的） 体育施設管理運営事業を行う会計年度 559 383 体育施設管理運営事業を行う会計年度 559 体育施設管理運営事業を行う会計年度 559
体育施設管理運営事業を行う会計年度 537 任用職員2,795千円×0.2人 任用職員2,7945円×0.2人 任用職員2,794千円×0.15人
任用職員0.2人　2,684,178円×0.2人 体育施設管理運営事業を行う会計年度 529 506 体育施設管理運営事業を行う会計年度 529 体育施設管理運営事業を行う会計年度 529
体育施設管理運営事業を行う会計年度 497 任用職員2,644千円×0.2人 任用職員2,644千円×0.2 任用職員2,644千円×0.2
任用職員0.2人　2,486,212円×0.2人 【３月補正】委託料 △781

【流用】体育施設備品等処分業務委託 83 75

予算(決算)額 合　　計 13,888 合　　計 13,942 13,584 合　　計 14,449 合　　計 14,449
国庫支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
県支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
起債 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0 0 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0

(9)財源内訳
一般財源 13,068 13,196 13,584 13,703 13,703

その他の財源 □特会 ■受益 □基金 ■その他 820 □特会 ■受益 □基金 ■その他 746 0 □特会 ■受益 □基金 ■その他 746 □特会 □受益 □基金 ■その他 746
換算人数(人) 0.41 0.22 0.22 0.41 0.41
正職員人件費 3,567 1,958 1,958 3,649 3,649

(10)人件費等
嘱託職員報酬額 0 0 0 0 0
臨時職員賃金額 0 0 0 0 0

事業費(予算(決算)額＋正職員人件費) 17,455 15,900 15,542 18,098 18,098
(11)単位費用

0.17千円／人 0.16千円／人 0.19
    (事業費／活動結果指標)

２．事業の評価(DO+CHECK)

評価項目 事　前　評　価 事　後　評　価（評価結果に応じ、改善案検討（拡充も含む）） 改善検討

必
　
要
　
性

市民が体育施設を利用するうえで、安全で事故のないよう体育施設を管理運営をしていく必要がある。 ●①事前確認での想定どおり
○②事前確認での想定どおりでなかった

(1)事業が今必要である理由・ ○要
   背景は？(事業の必要性) ＜想定どおりとした理由／想定どおりでなかった原因＞ ●不要

体育施設として適切に管理運営を行うことにより、市民が安全に使用することができる。

○①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できない ＜その他の内容＞ □①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できなかった ＜市実施の具体的な内容・必要性の理由＞
(理由) □法令等で市が実施することが定められている □②市が主導で進めなければ実効性がなかった 運動施設の適切な維持管理を行うことで、市民が安全で快適

□提供主体が市しかない □③市が先導役となったことで市民へ普及が一層 に利用することができる。
□その他 　促進された

■④市の支援が政策・施策の目標の実現に貢献した
(2)市が実施する必要性は

●②自治体である市が推進すべきである ＜その他の内容＞ □⑤サービス水準が確保された ○要
   あるか？

(理由) □市が主導で進めることにより実効性が得られる □⑥サービスの安定供給基盤が確保された ●不要
   (市実施の必要性)

■市が実施・提供することにより、良質で安定した □⑦その他
サービスが保証される ＜その他の内容＞

□市が支援することにより政策・施策の目標の
実現が図られる

□その他

参
加
・
協
働
の
工
夫

実施した参加・協働の具体的な内容（又は今後、
参加・協働の内容 工夫の具体的な内容 参加・協働の程度・内容

参加・協働が考えられる場合にはその内容）
○①事業計画時に市民の参画有り つくし野多目的運動広場の運営について、地域住民で組織す つくし野多目的運動広場の管理運営を、地域住民で組織する ○①当初期待した以上
○②事業実施時に市民の参画有り るつくし野多目的運営協議会が行っている。 つくし野多目的運動広場運営協議会へ委託した。 ●②当初期待したとおり
●③管理・運営に市民の参画有り ○③当初の期待以下

市民の参加や市民との協働を
○④市民の自主的な活動と連携している ○要

工夫しているか？
○⑤市民と共同で事業を実施 ＜期待した以上となった理由／期待以下であった原因＞ ●不要

(体制づくり)
○⑥その他

＜その他の内容＞

環
境
へ
の
配
慮

配慮の視点 取組む内容 実施した具体的な内容 環境への配慮

□①自然環境を生かしている 該当なし ●①想定どおり
□②生き物と共存している ○②想定どおりでなかった
□③手賀沼を意識している

環境に配慮して事業を進めて
□④環境負荷低減に貢献している ＜想定どおりでなかった原因＞ ○要

いるか？
■⑤その他 ●不要

＜その他の内容＞
該当なし

効
　
率
　
性

現況値(a)(人) 目標値(b)(人) 目標値の妥当性のチェック 達成状況 ○①目標値達成
●②目標値未達成

■①客観的なデータ・事実に基づき設定している 実績値(f)(人) 達成率(％)
(1)目標設定は適切か？ □②現況値と比べ実現性が乏しい値ではない (f/b×100) ○要

＜目標を達成した理由／未達成となった原因＞
63,227 100,000 □③現況値との差が小さい値ではない ●不要

新型コロナウイルス感染症の影響により、施設の利用制限をしたため利用者が減
□④適当な比較対象が有る場合、比較対象例における目標値(と現況値の差)と 79,959 79.96

少した。
　同等の水準である

対策実施による事業費削減 実施予定の対策 実施状況 ○①想定事業費未満 事業費の削減対策について
●②概ね想定事業費以内

事業費削減額(d) □①国・県助成制度活用 □⑤ＰＦＩ等民間資本の活用 対事業費(％) ●①事前の想定どおり
事業費(c)(千円) 実績値(g)(千円) ○③想定事業費超過

(千円) ■②現有体制での対応 □⑥受益者負担 (g/c)×100 ○②事前の想定どおりでなかった
□③維持管理費の削減策の実施 □⑦その他

(2)事業費削減の工夫をして 15,900 1,555 15,542 97.75
□④民間委託 ＜想定どおり削減できなかった原因＞ ○要

   いるか？
事業費削減率(％) ＜削減の内容＞ ＜超過理由等＞ ●不要

8.91

目標値対事業費(e) 計算方法 達成状況 ○①目標値以上 ＜目標値以上となった理由／目標値以下であった原因＞
(3)目標値を実現する為に ○②目標値と同程度 新型コロナウイルス感染症の影響により、施設の利用制

単位 費用単位 ●①単年度の指標：目標値×費用単位／事業費 対目標値(％) ○要
   投じる事業費は適正か？ 実績値(h) ●③目標値以下 限をしたため利用者が減少した。

○②複数年度の指標：(目標値－現況値)×費用単位／事業費 (h/e)×100 ●不要
   (目標対費用) 628.93

人 10万円 514.47 81.8

３．事後評価

○現状どおり推進 ○拡充 ○縮小 ●結合 ○休止 ○廃止 ○事業手法見直し ○その他(事業完了など)

評
　
価

評価コメント 改善策及び展開方向
事務事業の見直しによる結合。令和４年度からは結合後の事務事業の中で一体的に推進していく。 令和４年度からは結合後の事務事業の中で一体的に推進していく。

様式第３号 事務事業評価表（令和 3年度）

事業コード 1143 課コード 1602 会計種別 一般会計 予算の種類 □政策 ■経常 □なし

１．事業の概要(PLAN)

基本事業 スポーツ・レクリエーション施設の充実と整備 実施計画への
①事業名 ●有 ○無 ②部課名 生涯学習部・文化・スポーツ課

個別事業 体育施設管理運営事業 位置づけ

③事業主体 ●市 ○その他（ ） ④対象地区 □我孫子 □天王台 □湖北 □新木 □布佐 ■全市

⑤事業期間 平成20年度 ～ ⑥担当職員数 5 人 (換算人数 0.22 人）
(1)事業概要

(当　初) 16,598 千円 (うち人件費 1,958 千円）⑦事業費
総事業費 314,004 千円 当該(開始)年度

(人件費含む) (変更後) 15,900 千円 (うち人件費 1,958 千円）

施策 重点プロジェクト 基本計画地区別 部門別計画への
⑧施策の位置づけ 51301 重点なし ○有 ●無 (計画名) 第３次生涯学習推進計画

コード への位置づけ 計画への位置づけ 位置づけ

安全で快適に活動できる環



整備するため、市民体育館など市のスポーツ施設の適正な維持管理を行うと 市民プールの代替として、夏季休業期間中に小学校プールを開放し、市民が身近な場所で気軽にプールを楽
施策目的・

(2)目的 ともに、民間や近隣市町の体育施設を活用するなど、活動場所の確保に努めます。また、施設の修繕を計画 事業目的 しむことができる環境を整備する。また、学校開放を実施している小・中学校の体育館等の施設の修繕整備
展開方向

的に実施するとともに、新たな武道施設の整備について、手法も含めて慎重に検討を進めていきます。 を図る。
湖北台西小、根戸小、我孫子第一小、湖北小、我孫子第三小、我孫子第四小、新木小、並木小、湖北台東小 湖北台西小、根戸小、我孫子第一小、湖北小、我孫子第三小、我孫子第四小、新木小、並木小、湖北台東小
、高野山小、布佐南小の１１校のプール（一般開放）を夏季休業期間中、市民に無料開放する。布佐小学校 、高野山小、布佐南小の１１校のプール（一般開放）を夏季休業期間中、市民に無料開放する。布佐小学校
、第２小の２校については、団体開放（５日間）実施する。また、学校体育施設の年間開放を実施　　　　 当該年度 、第２小の２校については、団体開放（５日間）実施、また、学校体育施設開放（体育館・武道館・校庭）
　　　 執行計画 を実施する。　　　　　　　

(3)事業内容 内　　容 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 学校開放の延べ利用人数 想定値 210,000当該年度

（学校開放利用人数、プールの一般・団体開放の利用人数） 単位 人
活動結果指標 実績値 107,728

(4)達成目標(期待する成果) 達成目標(期待する成果) 指標種類 指　　標 単位 (5)現況値 (6)目標値

当該年度 学校開放している利用状況を検証し、事業の拡大を図る。 直接 延べ利用者数 人 70,693 210,000

令和 4年度 学校開放、市民プールの代替 直接 延べ利用者数 人 210,000

令和 5年度 学校開放、市民プールの代替 直接 延べ利用者数 人 210,000

学校プール開放事業に関して警備業法の適用がなされ委託料が増額することから、開放日数や開放校数の検討
(7)事業実施上の課題と対応 代替案検討 ○有 ●無

令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度

政
策

金額(千円) 政
策

予算額(千円) 決算額(千円) 政
策

金額(千円) 政
策

金額(千円)内　　容 内　　容 内　　容 内　　容

消耗品費 651 消耗品費 338 16 消耗品費 338 消耗品費 338
施設修繕料 10 施設修繕料 10 0 施設修繕料 10 施設修繕料 10
プール水質検査手数料 176 プール水質検査手数料 146 0 プール水質検査手数料 146 プール水質検査手数料 146
プール入場者保険、施設賠償責任保険 175 プール入場者保険、施設賠償責任保険 92 0 プール入場者保険、施設賠償責任保険 92 プール入場者保険、施設賠償責任保険 92
プール開放委託料 20,052 プール開放委託料 12,702 0 プール開放委託料 12,702 プール開放委託料 12,702
プール開放事務所、ロッカー、ＡＥＤ 2,357 プール開放事務所、ロッカー、ＡＥＤ 2,637 0 プール開放事務所、ロッカー、ＡＥＤ 2,637 プール開放事務所、ロッカー、ＡＥＤ 2,637
賃借料 賃借料 賃借料 賃借料

実施内容 備品購入費 994 備品購入費 955 156 備品購入費 955 備品購入費 955
学校開放業務を行う会計年度職員 2,147 学校開放業務を行う会計年度職員 2,236 0 学校開放業務を行う会計年度職員 2,236 学校開放業務を行う会計年度職員 2,236

(8)施行事項
費　　用 2,684,178円×0.8人 2,795千円×0.8人 2,794,018円×0.8人 2,794,018円×0.8人

プール開放業務を行う会計年度職員 319 プール開放業務を行う会計年度職員 283 0 プール開放業務を行う会計年度職員 283 プール開放業務を行う会計年度職員 283
151,125円×2人+交通費 141,500円×2人 151,125円×2人 151,125円×2人
【予備費】消耗品費（コロナ対策） 26
【９月補正】プール開放委託料 △20,052 【９月補正】プール開放会計年度職員 △281
【９月補正】プール開放施設備品賃借料 △2,357 【３月補正】合計 △17,379
【９月補正】プール開放備品購入費 △774
【９月補正】プール開放消耗品費 △606
【９月補正】プール水質検査手数料 △176
【９月補正】施設修繕料・保険料 △185
【９月補正】プール開放会計年度職員 △319

予算(決算)額 合　　計 2,438 合　　計 1,739 172 合　　計 19,399 合　　計 19,399
国庫支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
県支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
起債 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0 0 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0

(9)財源内訳
一般財源 1,592 1,035 172 18,695 18,695

その他の財源 □特会 ■受益 □基金 □その他 846 □特会 ■受益 □基金 □その他 704 0 □特会 ■受益 □基金 □その他 704 □特会 ■受益 □基金 □その他 704
換算人数(人) 0.16 0.16 0.16 0.16 0.16
正職員人件費 1,392 1,424 1,424 1,424 1,424

(10)人件費等
嘱託職員報酬額 0 0 0 0 0
臨時職員賃金額 0 0 0 0 0

事業費(予算(決算)額＋正職員人件費) 3,830 3,163 1,596 20,823 20,823
(11)単位費用

0.02千円／人 0.02千円／人 0.01
    (事業費／活動結果指標)

２．事業の評価(DO+CHECK)

評価項目 事　前　評　価 事　後　評　価（評価結果に応じ、改善案検討（拡充も含む）） 改善検討

必
　
要
　
性

この事業は、学校体育施設の開放が必要な事業です。事業の実施にあたっては、校庭・体育館・武道場・プールを市民に ●①事前確認での想定どおり
開放し、市民がより身近に体育施設を利用出来るようにすることが求められています。 ○②事前確認での想定どおりでなかった

(1)事業が今必要である理由・ ○要
   背景は？(事業の必要性) ＜想定どおりとした理由／想定どおりでなかった原因＞ ●不要

市民が身近な場所でスポーツができるように環境を整備することが求められており、学校施設を有効に活用することが必
要である。

○①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できない ＜その他の内容＞ □①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できなかった ＜市実施の具体的な内容・必要性の理由＞
(理由) □法令等で市が実施することが定められている ■②市が主導で進めなければ実効性がなかった 年間を通して体育館、武道場、校庭を開放。

□提供主体が市しかない □③市が先導役となったことで市民へ普及が一層 夏季休業中の小学校プールを開放（Ｒ３年度は中止）。
□その他 　促進された 市の施設であることから、市が行う必要がある。

□④市の支援が政策・施策の目標の実現に貢献した
(2)市が実施する必要性は

●②自治体である市が推進すべきである ＜その他の内容＞ □⑤サービス水準が確保された ○要
   あるか？

(理由) □市が主導で進めることにより実効性が得られる □⑥サービスの安定供給基盤が確保された ●不要
   (市実施の必要性)

■市が実施・提供することにより、良質で安定した □⑦その他
サービスが保証される ＜その他の内容＞

□市が支援することにより政策・施策の目標の
実現が図られる

□その他

参
加
・
協
働
の
工
夫

実施した参加・協働の具体的な内容（又は今後、
参加・協働の内容 工夫の具体的な内容 参加・協働の程度・内容

参加・協働が考えられる場合にはその内容）
○①事業計画時に市民の参画有り 該当なし ○①当初期待した以上
○②事業実施時に市民の参画有り ●②当初期待したとおり
○③管理・運営に市民の参画有り ○③当初の期待以下

市民の参加や市民との協働を
○④市民の自主的な活動と連携している ○要

工夫しているか？
○⑤市民と共同で事業を実施 ＜期待した以上となった理由／期待以下であった原因＞ ●不要

(体制づくり)
●⑥その他

＜その他の内容＞
該当なし

環
境
へ
の
配
慮

配慮の視点 取組む内容 実施した具体的な内容 環境への配慮

□①自然環境を生かしている ●①想定どおり
□②生き物と共存している ○②想定どおりでなかった
□③手賀沼を意識している

環境に配慮して事業を進めて
□④環境負荷低減に貢献している ＜想定どおりでなかった原因＞ ○要

いるか？
■⑤その他 ●不要

＜その他の内容＞
該当なし

効
　
率
　
性

現況値(a)(人) 目標値(b)(人) 目標値の妥当性のチェック 達成状況 ○①目標値達成
●②目標値未達成

■①客観的なデータ・事実に基づき設定している 実績値(f)(人) 達成率(％)
(1)目標設定は適切か？ □②現況値と比べ実現性が乏しい値ではない (f/b×100) ○要

＜目標を達成した理由／未達成となった原因＞
70,693 210,000 □③現況値との差が小さい値ではない ●不要

新型コロナウイルス感染症の影響により、プール開放を中止、学校施設開放を中
□④適当な比較対象が有る場合、比較対象例における目標値(と現況値の差)と 107,728 51.3

止及び利用制限したため。
　同等の水準である

対策実施による事業費削減 実施予定の対策 実施状況 ●①想定事業費未満 事業費の削減対策について
○②概ね想定事業費以内

事業費削減額(d) □①国・県助成制度活用 □⑤ＰＦＩ等民間資本の活用 対事業費(％) ●①事前の想定どおり
事業費(c)(千円) 実績値(g)(千円) ○③想定事業費超過

(千円) ■②現有体制での対応 □⑥受益者負担 (g/c)×100 ○②事前の想定どおりでなかった
□③維持管理費の削減策の実施 □⑦その他

(2)事業費削減の工夫をして 3,163 667 1,596 50.46
□④民間委託 ＜想定どおり削減できなかった原因＞ ○要

   いるか？
事業費削減率(％) ＜削減の内容＞ ＜超過理由等＞ ●不要

新型コロナウイルス感染症の影響により、プール開放を中止したため。

17.42

目標値対事業費(e) 計算方法 達成状況 ○①目標値以上 ＜目標値以上となった理由／目標値以下であった原因＞
(3)目標値を実現する為に ●②目標値と同程度

単位 費用単位 ●①単年度の指標：目標値×費用単位／事業費 対目標値(％) ○要
   投じる事業費は適正か？ 実績値(h) ○③目標値以下

○②複数年度の指標：(目標値－現況値)×費用単位／事業費 (h/e)×100 ●不要
   (目標対費用) 6,639.27

人 10万円 6,749.87 101.67

３．事後評価

○現状どおり推進 ○拡充 ○縮小 ●結合 ○休止 ○廃止 ○事業手法見直し ○その他(事業完了など)

評
　
価

評価コメント 改善策及び展開方向
事務事業の見直しによる結合。令和４年度からは結合後の事務事業の中で一体的に推進していく。 令和４年度からは結合後の事務事業の中で一体的に推進していく。

様式第３号 事務事業評価表（令和 3年度）

事業コード 1144 課コード 1602 会計種別 一般会計 予算の種類 □政策 ■経常 □なし

１．事業の概要(PLAN)

基本事業 スポーツ･レクリエーション施設の充実と整備 実施計画への
①事業名 ●有 ○無 ②部課名 生涯学習部・文化・スポーツ課

個別事業 学校体育施設開放事業 位置づけ

③事業主体 ●市 ○その他（ ） ④対象地区 □我孫子 □天王台 □湖北 □新木 □布佐 ■全市

⑤事業期間 平成20年度 ～ ⑥担当職員数 5 人 (換算人数 0.16 人）
(1)事業概要

(当　初) 20,823 千円 (うち人件費 1,424 千円）⑦事業費
総事業費 88,920 千円 当該(開始)年度

(人件費含む) (変更後) 3,163 千円 (うち人件費 1,424 千円）

施策 重点プロジェクト 基本計画地区別 部門別計画への
⑧施策の位置づけ 51301 重点なし ○有 ●無 (計画名) 第３次生涯学習推進計画

コード への位置づけ 計画への位置づけ 位置づけ

安全で快適に活動できる環境を



快適に活動できる環境を整備するため、市民体育館など市のスポーツ施設の適正な維持管理を行うと 市民が安全で快適に活動できるよう市内各体育施設の維持補修を適切に行う。
施策目的・

(2)目的 ともに、民間や近隣市町の体育施設を活用するなど、活動場所の確保に努めます。また、施設の修繕を計画 事業目的
展開方向

的に実施するとともに、新たな武道施設の整備について、手法も含めて慎重に検討を進めていきます。
・各運動施設の維持補修・放射線量が基準値を超えた箇所が生じた場合は、対策を講じる ・布佐下多目的広場整備・少年野球場整備・五本松運動広場整備業務
・五本松運動広場について、現在のスポーツ広場（クレー）及びみどりの広場の再整備に向けて、ＰＰＰや ・五本松運動広場再整備手法の検討
ＣＭ業務の活用なども含め、整備・管理・運営の手法について検討を行う。 当該年度 ・五本松運動広場トイレつまり修繕

執行計画 ・ふれあいキャンプ場テーブルベンチ修繕
(3)事業内容 内　　容 ・体育施設の放射線量の測定を行い、基準値を超えた箇所が生じた場合は、対策を講じる

・布佐下多目的広場整備・少年野球場整備・五本松運動広場整備業務 想定値 6当該年度
・五本松運動広場再整備手法の検討 単位 箇所

活動結果指標 実績値 6・五本松運動広場トイレつまり修繕

(4)達成目標(期待する成果) 達成目標(期待する成果) 指標種類 指　　標 単位 (5)現況値 (6)目標値

当該年度 ・布佐下多目的広場整備・少年野球場整備・五本松運動広場整備業務 直接 維持補修の進捗率 % 100 100
・五本松運動広場再整備手法の検討

令和 4年度 体育施設の維持補修を行い安全な施設を提供する。 直接 維持補修の進捗率 ％ 100

令和 5年度 体育施設の維持補修を行い安全な施設を提供する。 直接 維持補修の進捗率 ％ 100

体育施設の老朽化が進行しているため、利用者が安全に利用できるように維持補修を行うことが必要
(7)事業実施上の課題と対応 代替案検討 ○有 ●無

令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度

政
策

金額(千円) 政
策

予算額(千円) 決算額(千円) 政
策

金額(千円) 政
策

金額(千円)内　　容 内　　容 内　　容 内　　容

キャンプ場・五本松運動広場 916 キャンプ場・五本松運動広場 448 1,228 キャンプ場・五本松運動広場 500 キャンプ場・五本松運動広場 500
施設修繕料 施設修繕料 施設修繕料 施設修繕料
布佐下・少年野球場・五本松運動広場 7,173 布佐下・少年野球場・五本松運動広場 7,397 6,904 布佐下・少年野球場・五本松運動広場 7,450 布佐下・少年野球場・五本松運動広場 7,500
利根川ゆうゆう公園サッカー場整備 整備業務委託 整備業務委託 整備業務委託
業務委託 布佐下仮設トイレ賃借料 66 82 布佐下仮設トイレ賃借料 66 布佐下仮設トイレ賃借料 66
布佐下仮設トイレ賃借料 66 原材料費 333 333 原材料費 333 原材料費 333
原材料費 336 ＊ 体育施設の放射線量が基準値を超えた 0 ＊ 体育施設の放射線量が基準値を超えた 0 ＊ 体育施設の放射線量が基準値を超えた 0

実施内容 ＊ 五本松運動広場施設整備に向けた検討 0 箇所が生じた場合対策を講じる 箇所が生じた場合対策を講じる 箇所が生じた場合対策を講じる
＊ 体育施設の放射線量が基準値を超えた 0 ＊ 五本松運動広場再整備の検討 ＊ 五本松運動広場コンストラクション・ 20,900 五本松運動広場コンストラクション 33,000

(8)施行事項
費　　用 箇所が生じた場合対策を講じる 【予備費】施設修繕料（布佐下トイレ 27 マネジメント業務委託料 マネジメント業務委託料

【流用】整備業務委託料 △164 【流用】整備業務委託 △83 ＊ 五本松運動広場整備工事費 242,848
【流用】キャンプ場浄化槽修繕 164 【流用】整備業務委託 △66 ＊ 樹木管理委託料 1,904

【流用】整備業務委託 △66
【流用】整備業務委託 △25
【予備費】施設修繕料 462
【予備費】施設修繕料 299
【流用】布佐下仮設トイレ賃借料 25

予算(決算)額 合　　計 8,491 合　　計 8,817 8,547 合　　計 29,249 合　　計 286,151
国庫支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
県支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
起債 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0 0 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0

(9)財源内訳
一般財源 8,491 8,817 8,547 29,249 286,151

その他の財源 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0
換算人数(人) 0.44 0.53 0.53 0.44 0.44
正職員人件費 3,828 4,717 4,717 3,916 3,916

(10)人件費等
嘱託職員報酬額 0 0 0 0 0
臨時職員賃金額 0 0 0 0 0

事業費(予算(決算)額＋正職員人件費) 12,319 13,534 13,264 33,165 290,067
(11)単位費用

2,053.17千円／箇所 2,255.67千円／箇所 2,210.67
    (事業費／活動結果指標)

２．事業の評価(DO+CHECK)

評価項目 事　前　評　価 事　後　評　価（評価結果に応じ、改善案検討（拡充も含む）） 改善検討

必
　
要
　
性

市内各体育施設は多くの市民に利用されていることから、安全・快適に利用できるように維持補修をしていく必要がある ●①事前確認での想定どおり
。 ○②事前確認での想定どおりでなかった

(1)事業が今必要である理由・ ○要
   背景は？(事業の必要性) ＜想定どおりとした理由／想定どおりでなかった原因＞ ●不要

市民が身近な場所で、安全で快適に活動できる環境を整備するためには、適正な維持補修が必要である。

○①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できない ＜その他の内容＞ □①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できなかった ＜市実施の具体的な内容・必要性の理由＞
(理由) □法令等で市が実施することが定められている ■②市が主導で進めなければ実効性がなかった 各体育施設の設備修繕と整備。市民が安全で快適に活動でき

□提供主体が市しかない □③市が先導役となったことで市民へ普及が一層 る場を提供するため、施設の設置者である市が行う必要があ
□その他 　促進された る。

□④市の支援が政策・施策の目標の実現に貢献した
(2)市が実施する必要性は

●②自治体である市が推進すべきである ＜その他の内容＞ □⑤サービス水準が確保された ○要
   あるか？

(理由) ■市が主導で進めることにより実効性が得られる □⑥サービスの安定供給基盤が確保された ●不要
   (市実施の必要性)

■市が実施・提供することにより、良質で安定した □⑦その他
サービスが保証される ＜その他の内容＞

□市が支援することにより政策・施策の目標の
実現が図られる

□その他

参
加
・
協
働
の
工
夫

実施した参加・協働の具体的な内容（又は今後、
参加・協働の内容 工夫の具体的な内容 参加・協働の程度・内容

参加・協働が考えられる場合にはその内容）
○①事業計画時に市民の参画有り 少年野球場整備業務について、スポーツ少年団で実施。 少年野球場整備業務について、スポーツ少年団が実施。 ○①当初期待した以上
●②事業実施時に市民の参画有り ●②当初期待したとおり
○③管理・運営に市民の参画有り ○③当初の期待以下

市民の参加や市民との協働を
○④市民の自主的な活動と連携している ○要

工夫しているか？
○⑤市民と共同で事業を実施 ＜期待した以上となった理由／期待以下であった原因＞ ●不要

(体制づくり)
○⑥その他

＜その他の内容＞

環
境
へ
の
配
慮

配慮の視点 取組む内容 実施した具体的な内容 環境への配慮

□①自然環境を生かしている ●①想定どおり
□②生き物と共存している ○②想定どおりでなかった
□③手賀沼を意識している

環境に配慮して事業を進めて
□④環境負荷低減に貢献している ＜想定どおりでなかった原因＞ ○要

いるか？
■⑤その他 ●不要

＜その他の内容＞
該当なし

効
　
率
　
性

現況値(a)(%) 目標値(b)(%) 目標値の妥当性のチェック 達成状況 ●①目標値達成
○②目標値未達成

■①客観的なデータ・事実に基づき設定している 実績値(f)(%) 達成率(％)
(1)目標設定は適切か？ □②現況値と比べ実現性が乏しい値ではない (f/b×100) ○要

＜目標を達成した理由／未達成となった原因＞
100 100 □③現況値との差が小さい値ではない ●不要

計画的に維持補修をすることが出来た。
□④適当な比較対象が有る場合、比較対象例における目標値(と現況値の差)と 100 100
　同等の水準である

対策実施による事業費削減 実施予定の対策 実施状況 ○①想定事業費未満 事業費の削減対策について
●②概ね想定事業費以内

事業費削減額(d) □①国・県助成制度活用 □⑤ＰＦＩ等民間資本の活用 対事業費(％) ●①事前の想定どおり
事業費(c)(千円) 実績値(g)(千円) ○③想定事業費超過

(千円) ■②現有体制での対応 □⑥受益者負担 (g/c)×100 ○②事前の想定どおりでなかった
□③維持管理費の削減策の実施 □⑦その他

(2)事業費削減の工夫をして 13,534 △1,215 13,264 98.01
□④民間委託 ＜想定どおり削減できなかった原因＞ ○要

   いるか？
事業費削減率(％) ＜削減の内容＞ ＜超過理由等＞ ●不要

△9.86

目標値対事業費(e) 計算方法 達成状況 ○①目標値以上 ＜目標値以上となった理由／目標値以下であった原因＞
(3)目標値を実現する為に ●②目標値と同程度

単位 費用単位 ●①単年度の指標：目標値×費用単位／事業費 対目標値(％) ○要
   投じる事業費は適正か？ 実績値(h) ○③目標値以下

○②複数年度の指標：(目標値－現況値)×費用単位／事業費 (h/e)×100 ●不要
   (目標対費用) 0.74

% 10万円 0.75 101.35

３．事後評価

○現状どおり推進 ○拡充 ○縮小 ●結合 ○休止 ○廃止 ○事業手法見直し ○その他(事業完了など)

評
　
価

評価コメント 改善策及び展開方向
事務事業の見直しによる結合。令和４年度からは結合後の事務事業の中で一体的に推進していく。 令和４年度からは結合後の事務事業の中で一体的に推進していく。

様式第３号 事務事業評価表（令和 3年度）

事業コード 1145 課コード 1602 会計種別 一般会計 予算の種類 ■政策 ■経常 □なし

１．事業の概要(PLAN)

基本事業 スポーツ・レクリエ―ション施設の充実と整備 実施計画への
①事業名 ●有 ○無 ②部課名 生涯学習部・文化・スポーツ課

個別事業 体育施設維持補修・改修（含む放射能対策） 位置づけ

③事業主体 ●市 ○その他（ ） ④対象地区 □我孫子 □天王台 □湖北 □新木 □布佐 ■全市

⑤事業期間 平成25年度 ～ ⑥担当職員数 5 人 (換算人数 0.53 人）
(1)事業概要

(当　初) 12,961 千円 (うち人件費 4,717 千円）⑦事業費
総事業費 55,876 千円 当該(開始)年度

(人件費含む) (変更後) 13,534 千円 (うち人件費 4,717 千円）

施策 重点プロジェクト 基本計画地区別 部門別計画への
⑧施策の位置づけ 51301 重点なし ○有 ●無 (計画名) 第３次生涯学習推進計画

コード への位置づけ 計画への位置づけ 位置づけ

安全で



、市民体育館など市のスポーツ施設の適正な維持管理を行うと 近隣市町等との体育施設の相互利用及び民間等の体育施設の一般開放を進めることにより、本市に不足して
施策目的・

(2)目的 ともに、民間や近隣市町の体育施設を活用するなど、活動場所の確保に努めます。また、施設の修繕を計画 事業目的 いる施設の補完し市民が気軽にスポーツに触れ親しめる環境を整備する。
展開方向

的に実施するとともに、新たな武道施設の整備について、手法も含めて慎重に検討を進めていきます。
○近隣市との体育施設の相互利用、民間企業や学校等の所有する体育施設の開放を進める。・現在実施して 4月～３月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
いる茨城県取手市との体育施設相互利用協定の継続・新たな近隣市町体育施設の相互利用に向けた調査・検 ・茨城県取手市グリーンスポーツセンターとの公共体育施設相互利用　　　　　　　　　　　　　　　　　
討を行い実施する。・市内の高等学校・大学が所有する体育施設の開放に向けた協議を行い実施する。・現 当該年度 ・ミナトスポーツクラブ天王台との民間施設利用協定締結、川村学園女子大学との一般開放に伴う
在実施している民間温水プールの開放を継続するとともに、市内の民間企業所有の体育施設の開放を調査し 執行計画 　　協定の継続。市内の高校・大学が所有する体育施設の開放に向けた協議の継続　

(3)事業内容 内　　容 、検討し実施する。 　

一般開放している近隣市町・民間企業等の体育施設の数 想定値 3当該年度
単位 箇所

活動結果指標 実績値 3

(4)達成目標(期待する成果) 達成目標(期待する成果) 指標種類 指　　標 単位 (5)現況値 (6)目標値

当該年度 市内の大学の体育施設を市民に開放できるよう協議を整える。 間接 一般開放している近隣市町・民間企業等の体育施設の数 施設 3 3

令和 4年度 民間企業の所有する市内の体育施設を新たに市民へ開放する。 間接 一般開放している近隣市町・民間企業等の体育施設の数 施設 3

令和 5年度 取手市との公共体育施設相互利用と市内の民間企業や大学の協定・契約の継続。市内にある体育施設の開放に向けた協議の継続 間接 一般開放している近隣市町・民間企業等の体育施設の数 施設 3
。
今後、民間企業施設との使用が難しい

(7)事業実施上の課題と対応 代替案検討 ○有 ●無

令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度

政
策

金額(千円) 政
策

予算額(千円) 決算額(千円) 政
策

金額(千円) 政
策

金額(千円)内　　容 内　　容 内　　容 内　　容

相互利用・一般開放事務 0 相互利用・一般開放事務 0 0 相互利用・一般開放事務 0 相互利用・一般開放事務 0

実施内容

(8)施行事項
費　　用

予算(決算)額 合　　計 0 合　　計 0 0 合　　計 0 合　　計 0
国庫支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
県支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
起債 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0 0 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0

(9)財源内訳
一般財源 0 0 0 0 0

その他の財源 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0
換算人数(人) 0.05 0.05 0.05 0.05 0.05
正職員人件費 435 445 445 445 445

(10)人件費等
嘱託職員報酬額 0 0 0 0 0
臨時職員賃金額 0 0 0 0 0

事業費(予算(決算)額＋正職員人件費) 435 445 445 445 445
(11)単位費用

145千円／箇所 148.33千円／箇所 148.33
    (事業費／活動結果指標)

２．事業の評価(DO+CHECK)

評価項目 事　前　評　価 事　後　評　価（評価結果に応じ、改善案検討（拡充も含む）） 改善検討

必
　
要
　
性

既に実施済みの取手市との相互利用、市内民間温水プール利用協定を継続していくとともに、今後、近隣の公共体育施設 ●①事前確認での想定どおり
及び市内の高等学校・大学等の体育施設の活用、市内民間企業が所有する体育施設の活用を実現することにより、本市に ○②事前確認での想定どおりでなかった

(1)事業が今必要である理由・ 不足している施設の補完が出来、市民のスポーツ活動の場をより多く確保することができる。 ○要
   背景は？(事業の必要性) ＜想定どおりとした理由／想定どおりでなかった原因＞ ●不要

市民のスポーツ活動の場の確保として必要である

○①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できない ＜その他の内容＞ □①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できなかった ＜市実施の具体的な内容・必要性の理由＞
(理由) □法令等で市が実施することが定められている ■②市が主導で進めなければ実効性がなかった 民間企業との施設利用協定、取手市との施設相互利用

□提供主体が市しかない □③市が先導役となったことで市民へ普及が一層
□その他 　促進された

□④市の支援が政策・施策の目標の実現に貢献した
(2)市が実施する必要性は

●②自治体である市が推進すべきである ＜その他の内容＞ □⑤サービス水準が確保された ○要
   あるか？

(理由) ■市が主導で進めることにより実効性が得られる □⑥サービスの安定供給基盤が確保された ●不要
   (市実施の必要性)

□市が実施・提供することにより、良質で安定した □⑦その他
サービスが保証される ＜その他の内容＞

□市が支援することにより政策・施策の目標の
実現が図られる

□その他

参
加
・
協
働
の
工
夫

実施した参加・協働の具体的な内容（又は今後、
参加・協働の内容 工夫の具体的な内容 参加・協働の程度・内容

参加・協働が考えられる場合にはその内容）
○①事業計画時に市民の参画有り 民間スポーツ施設の利用 民間スポーツ施設の利用 ○①当初期待した以上
●②事業実施時に市民の参画有り ●②当初期待したとおり
○③管理・運営に市民の参画有り ○③当初の期待以下

市民の参加や市民との協働を
○④市民の自主的な活動と連携している ○要

工夫しているか？
○⑤市民と共同で事業を実施 ＜期待した以上となった理由／期待以下であった原因＞ ●不要

(体制づくり)
○⑥その他

＜その他の内容＞

環
境
へ
の
配
慮

配慮の視点 取組む内容 実施した具体的な内容 環境への配慮

□①自然環境を生かしている ●①想定どおり
□②生き物と共存している ○②想定どおりでなかった
□③手賀沼を意識している

環境に配慮して事業を進めて
□④環境負荷低減に貢献している ＜想定どおりでなかった原因＞ ○要

いるか？
■⑤その他 ●不要

＜その他の内容＞
該当なし

効
　
率
　
性

現況値(a)(施設) 目標値(b)(施設) 目標値の妥当性のチェック 達成状況 ●①目標値達成
○②目標値未達成

■①客観的なデータ・事実に基づき設定している 実績値(f)(施設) 達成率(％)
(1)目標設定は適切か？ □②現況値と比べ実現性が乏しい値ではない (f/b×100) ○要

＜目標を達成した理由／未達成となった原因＞
3 3 □③現況値との差が小さい値ではない ●不要

既存の施設利用を保持できたため
□④適当な比較対象が有る場合、比較対象例における目標値(と現況値の差)と 3 100
　同等の水準である

対策実施による事業費削減 実施予定の対策 実施状況 ○①想定事業費未満 事業費の削減対策について
●②概ね想定事業費以内

事業費削減額(d) □①国・県助成制度活用 □⑤ＰＦＩ等民間資本の活用 対事業費(％) ○①事前の想定どおり
事業費(c)(千円) 実績値(g)(千円) ○③想定事業費超過

(千円) ■②現有体制での対応 □⑥受益者負担 (g/c)×100 ○②事前の想定どおりでなかった
□③維持管理費の削減策の実施 □⑦その他

(2)事業費削減の工夫をして 445 △10 445 100
□④民間委託 ＜想定どおり削減できなかった原因＞ ○要

   いるか？
事業費削減率(％) ＜削減の内容＞ ＜超過理由等＞ ●不要

△2.3

目標値対事業費(e) 計算方法 達成状況 ○①目標値以上 ＜目標値以上となった理由／目標値以下であった原因＞
(3)目標値を実現する為に ●②目標値と同程度

単位 費用単位 ●①単年度の指標：目標値×費用単位／事業費 対目標値(％) ○要
   投じる事業費は適正か？ 実績値(h) ○③目標値以下

○②複数年度の指標：(目標値－現況値)×費用単位／事業費 (h/e)×100 ●不要
   (目標対費用) 0.67

施設 10万円 0.67 100

３．事後評価

○現状どおり推進 ○拡充 ○縮小 ●結合 ○休止 ○廃止 ○事業手法見直し ○その他(事業完了など)

評
　
価

評価コメント 改善策及び展開方向
事務事業の見直しによる結合。令和４年度からは結合後の事務事業の中で一体的に推進していく。 令和４年度からは結合後の事務事業の中で一体的に推進していく。

様式第３号 事務事業評価表（令和 3年度）

事業コード 1147 課コード 1602 会計種別 予算の種類 □政策 □経常 ■なし

１．事業の概要(PLAN)

基本事業 スポーツ・レクリエーション施設の充実と整備 実施計画への
①事業名 ●有 ○無 ②部課名 生涯学習部・文化・スポーツ課

個別事業 近隣市町との体育施設の相互利用・民間体育施設の一般開放の推進 位置づけ

③事業主体 ●市 ○その他（ ） ④対象地区 □我孫子 □天王台 □湖北 □新木 □布佐 ■全市

⑤事業期間 ～ ⑥担当職員数 4 人 (換算人数 0.05 人）
(1)事業概要

(当　初) 445 千円 (うち人件費 445 千円）⑦事業費
総事業費 4,800 千円 当該(開始)年度

(人件費含む) (変更後) 千円 (うち人件費 千円）

施策 重点プロジェクト 基本計画地区別 部門別計画への
⑧施策の位置づけ 51301 重点なし ○有 ●無 (計画名) 第３次生涯学習推進計画

コード への位置づけ 計画への位置づけ 位置づけ

安全で快適に活動できる環境を整備するため



ニケーションづくりを図るため、スポーツ推進委員などと連携し、誰もが 市民の健康・体力づくりを推進するため、総合型地域スポーツクラブをの活動を支援する。スポーツを楽し
施策目的・

(2)目的 参加できる総合型地域スポーツクラブを育成・支援します。また、生涯スポーツを支える人材を確保するた 事業目的 める機会をつくるため、市民・県民体育大会、チャレンジスポーツフェスタ、チームラン、新春マラソン大
展開方向

め、スポーツ指導者の養成に取り組みます。 会等の様々なスポーツイベントを開催する。また、生涯スポーツを支える人材を確保するための、指導者養
・総合型地域スポーツクラブの支援 ・１０月　チャレンジスポーツフェスタ
・地域スポーツフェスタ開催（３箇所） ・１１月　チームラン（うなきちカップ）
・市民体育大会 当該年度 ・１１月　ファミリースポーツテスト
・県民体育大会 執行計画 ・１２月　指導者養成講座

(3)事業内容 内　　容 ・チャレンジスポーツフェスタ（１０月開催） ・１月　　新春マラソン大会
・指導者養成講座（１２月） ・２月　　地域スポーツフェスタ
・新春マラソン大会（１２月） イベント参加者数 想定値 11,000当該年度
・ボールゲームフェスタ開催（３月開催） 単位 人

活動結果指標 実績値 1,297・チームランうなきちカップ開催（１１月開催）

(4)達成目標(期待する成果) 達成目標(期待する成果) 指標種類 指　　標 単位 (5)現況値 (6)目標値

当該年度 イベント参加者数 直接 イベント参加者数 人 1,233 11,000

令和 4年度 イベント参加者数 直接 イベント参加者数 人 11,000

令和 5年度 イベント参加者数 直接 イベント参加者数 人 11,000

イベントや講座への参加者を増やすために、周知方法や申込方法を見直す必要があります。
(7)事業実施上の課題と対応 代替案検討 ○有 ●無

令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度

政
策

金額(千円) 政
策

予算額(千円) 決算額(千円) 政
策

金額(千円) 政
策

金額(千円)内　　容 内　　容 内　　容 内　　容

スポーツ推進委員報酬 1,575 スポーツ推進委員報酬 1,561 711 スポーツ推進委員報酬 1,561 スポーツ推進委員報酬 1,561
スポーツ施設指導者講師報償費 325 スポーツ施設指導者講師報償費 325 320 スポーツ施設指導者講師報償費 325 スポーツ施設指導者講師報償費 325
消耗品費 206 消耗品費 260 251 消耗品費 260 消耗品費 260
ボールゲームフェスタ食糧費 31 ボールゲームフェスタ食糧費 33 0 ボールゲームフェスタ食糧費 33 ボールゲームフェスタ食糧費 33
スポーツイベント保険料 119 印刷製本費 201 150 印刷製本費 201 印刷製本費 201
スポーツイベント委託料 10,835 手数料 135 0 手数料 135 手数料 135
ジュニアスキー委託 497 スポーツイベント保険料 91 90 スポーツイベント保険料 91 スポーツイベント保険料 91

実施内容 バス借り上げ料 72 スポーツイベント委託料 11,362 4,276 スポーツイベント委託料 11,362 スポーツイベント委託料 11,362
東葛飾地区スポーツ推進委員協議会 196

(8)施行事項
費　　用 負担金 バス借り上げ料 87 0 バス借り上げ料 87 バス借り上げ料 87

ボールゲームフェスタ運営負担金 330 東葛飾地区スポーツ推進委員協議会 196 190 東葛飾地区スポーツ推進委員協議会 196 東葛飾地区スポーツ推進委員協議会 196
地域スポーツフェスタ負担金 120 負担金 負担金 負担金
スポーツ推進委員研究大会研修負担金 14 ボールゲームフェスタ運営負担金 330 330 ボールゲームフェスタ運営負担金 330 ボールゲームフェスタ運営負担金 330

＊ チームラン運営負担金（スポーツ振興 2,204 地域スポーツフェスタ負担金 120 0 地域スポーツフェスタ負担金 120 スポーツ推進委員研究大会研修負担金 120
くじ助成対象） スポーツ推進委員研究大会研修負担金 14 0 スポーツ推進委員研究大会研修負担金 14 スポーツ推進委員研究大会研修負担金 14

＊ チームラン運営負担金（スポーツ振興 2,332 181 ＊ チームラン運営負担金（スポーツ振興 2,332 ＊ チームラン運営負担金（スポーツ振興 2,332
くじ助成対象） くじ助成対象） くじ助成対象）

＊ 【３月補正】チームラン運営負担金 △2,151
【３月補正】その他合計 △956

予算(決算)額 合　　計 16,524 合　　計 13,940 6,499 合　　計 17,047 合　　計 17,047
国庫支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
県支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
起債 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0 0 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0

(9)財源内訳
一般財源 13,048 12,448 6,460 15,555 15,555

その他の財源 □特会 □受益 □基金 ■その他 3,476 □特会 □受益 □基金 ■その他 1,492 39 □特会 □受益 □基金 ■その他 1,492 □特会 □受益 □基金 ■その他 1,492
換算人数(人) 0.52 0.48 0.48 0.52 0.52
正職員人件費 4,524 4,272 4,272 4,628 4,628

(10)人件費等
嘱託職員報酬額 0 0 0 0 0
臨時職員賃金額 0 0 0 0 0

事業費(予算(決算)額＋正職員人件費) 21,048 18,212 10,771 21,675 21,675
(11)単位費用

1.91千円／団体 1.66千円／人 8.3
    (事業費／活動結果指標)

２．事業の評価(DO+CHECK)

評価項目 事　前　評　価 事　後　評　価（評価結果に応じ、改善案検討（拡充も含む）） 改善検討

必
　
要
　
性

高齢者や小・中・高校生の体力が年々低下しています。このようなことから誰もが気軽に参加できるよう学校体育施設な ●①事前確認での想定どおり
どを利用して多種多様なスポーツを楽しめる機会をつくり、かつ、継続して活動できる環境が重要です。そのため、地域 ○②事前確認での想定どおりでなかった

(1)事業が今必要である理由・ クラブの育成が必要です。また、ＮＰＯ法人我孫子市体育協会と連携して市民体育大会や県民体育大会、チャレンジスポ ○要
   背景は？(事業の必要性) ーツフェスタ、新春マラソン大会などの開催、民間との連携によるチームランの開催など様々なスポーツイベントを通し ＜想定どおりとした理由／想定どおりでなかった原因＞ ●不要

て市民の健康増進、生涯スポーツの推進を図ります。今後、生涯スポーツを支える人材の確保も重要なテーマとなってく 市民の健康保持や推進、コミュニケーションづくりを図るために必要な事業となっている。
るため、スポーツ指導者の養成が必要となってくる。
○①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できない ＜その他の内容＞ □①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できなかった ＜市実施の具体的な内容・必要性の理由＞
(理由) □法令等で市が実施することが定められている ■②市が主導で進めなければ実効性がなかった NPO法人我孫子市スポーツ協会との共催によるスポーツイベ

□提供主体が市しかない □③市が先導役となったことで市民へ普及が一層 ントの開催や民間企業参加の実行員会と共催した「手賀沼チ
□その他 　促進された ームラン・キッズランうなきちカップ」の開催等。

■④市の支援が政策・施策の目標の実現に貢献した （令和３年度うなきちカップは中止）
(2)市が実施する必要性は

●②自治体である市が推進すべきである ＜その他の内容＞ □⑤サービス水準が確保された ○要
   あるか？

(理由) □市が主導で進めることにより実効性が得られる □⑥サービスの安定供給基盤が確保された ●不要
   (市実施の必要性)

□市が実施・提供することにより、良質で安定した □⑦その他
サービスが保証される ＜その他の内容＞

■市が支援することにより政策・施策の目標の
実現が図られる

□その他

参
加
・
協
働
の
工
夫

実施した参加・協働の具体的な内容（又は今後、
参加・協働の内容 工夫の具体的な内容 参加・協働の程度・内容

参加・協働が考えられる場合にはその内容）
○①事業計画時に市民の参画有り スポーツイベント開催については、市内スポーツ団体と連携 NPO法人我孫子市スポーツ協会との共催によるスポーツイベ ○①当初期待した以上
○②事業実施時に市民の参画有り して実施 ントの開催や民間企業参加の実行員会と共催した「手賀沼チ ●②当初期待したとおり
○③管理・運営に市民の参画有り ームラン・キッズランうなきちカップ」の開催等。 ○③当初の期待以下

市民の参加や市民との協働を
○④市民の自主的な活動と連携している （令和３年度うなきちカップは中止） ○要

工夫しているか？
●⑤市民と共同で事業を実施 ＜期待した以上となった理由／期待以下であった原因＞ ●不要

(体制づくり)
○⑥その他

＜その他の内容＞

環
境
へ
の
配
慮

配慮の視点 取組む内容 実施した具体的な内容 環境への配慮

□①自然環境を生かしている 該当なし ●①想定どおり
□②生き物と共存している ○②想定どおりでなかった
□③手賀沼を意識している

環境に配慮して事業を進めて
□④環境負荷低減に貢献している ＜想定どおりでなかった原因＞ ○要

いるか？
■⑤その他 ●不要

＜その他の内容＞
該当なし

効
　
率
　
性

現況値(a)(人) 目標値(b)(人) 目標値の妥当性のチェック 達成状況 ○①目標値達成
●②目標値未達成

■①客観的なデータ・事実に基づき設定している 実績値(f)(人) 達成率(％)
(1)目標設定は適切か？ □②現況値と比べ実現性が乏しい値ではない (f/b×100) ○要

＜目標を達成した理由／未達成となった原因＞
1,233 11,000 □③現況値との差が小さい値ではない ●不要

新型コロナウイルスの影響によりイベントの中止が相次ぎ、参加者数が減少した
□④適当な比較対象が有る場合、比較対象例における目標値(と現況値の差)と 1,297 11.79

。
　同等の水準である

対策実施による事業費削減 実施予定の対策 実施状況 ●①想定事業費未満 事業費の削減対策について
○②概ね想定事業費以内

事業費削減額(d) □①国・県助成制度活用 □⑤ＰＦＩ等民間資本の活用 対事業費(％) ●①事前の想定どおり
事業費(c)(千円) 実績値(g)(千円) ○③想定事業費超過

(千円) ■②現有体制での対応 □⑥受益者負担 (g/c)×100 ○②事前の想定どおりでなかった
□③維持管理費の削減策の実施 □⑦その他

(2)事業費削減の工夫をして 18,212 2,836 10,771 59.14
□④民間委託 ＜想定どおり削減できなかった原因＞ ○要

   いるか？
事業費削減率(％) ＜削減の内容＞ ＜超過理由等＞ ●不要

新型コロナウイルスの影響によりイベントの中止が相次いだため。

13.47

目標値対事業費(e) 計算方法 達成状況 ○①目標値以上 ＜目標値以上となった理由／目標値以下であった原因＞
(3)目標値を実現する為に ○②目標値と同程度 新型コロナウイルスの影響によりイベントの中止が相次

単位 費用単位 ●①単年度の指標：目標値×費用単位／事業費 対目標値(％) ○要
   投じる事業費は適正か？ 実績値(h) ●③目標値以下 ぎ、参加者数が減少した。

○②複数年度の指標：(目標値－現況値)×費用単位／事業費 (h/e)×100 ●不要
   (目標対費用) 60.4

人 10万円 12.04 19.93

３．事後評価

○現状どおり推進 ○拡充 ○縮小 ●結合 ○休止 ○廃止 ○事業手法見直し ○その他(事業完了など)

評
　
価

評価コメント 改善策及び展開方向
事務事業の見直しによる結合。令和４年度からは結合後の事務事業の中で一体的に推進していく。 令和４年度からは結合後の事務事業の中で一体的に推進していく。

様式第３号 事務事業評価表（令和 3年度）

事業コード 1150 課コード 1602 会計種別 一般会計 予算の種類 ■政策 ■経常 □なし

１．事業の概要(PLAN)

基本事業 社会環境の変化による健康・体力づくり事業 実施計画への
①事業名 ●有 ○無 ②部課名 生涯学習部・文化・スポーツ課

個別事業 健康スポーツ普及事業 位置づけ

③事業主体 ●市 ○その他（ ） ④対象地区 □我孫子 □天王台 □湖北 □新木 □布佐 ■全市

⑤事業期間 平成29年度 ～ ⑥担当職員数 5 人 (換算人数 0.48 人）
(1)事業概要

(当　初) 21,319 千円 (うち人件費 4,272 千円）⑦事業費
総事業費 15,334 千円 当該(開始)年度

(人件費含む) (変更後) 18,212 千円 (うち人件費 4,272 千円）

施策 重点プロジェクト 基本計画地区別 部門別計画への
⑧施策の位置づけ 51302 重点５ ○有 ●無 (計画名) 第３次生涯学習推進計画

コード への位置づけ 計画への位置づけ 位置づけ

健康の保持・増進や地域のコミュ



スポーツ関係団体などとの連携によるスポーツ教室や、市民体育大会等の 競技者、団体への支援を行いスポーツの振興を図る。
施策目的・

(2)目的 スポーツイベントを開催して、参加機会の充実を図ります。 事業目的
展開方向

全国大会等への出場奨励金の交付、スポーツ振興功労者表彰、エコマラソン負担金 ・全国大会等出場奨励金交付
・スポーツ振興功労表彰

当該年度 ・手賀沼エコマラソン負担金
執行計画 ・我孫子市スポーツ応援団賛助金

(3)事業内容 内　　容

全国大会等出場奨励金交付人数 想定値 150当該年度
単位 人

活動結果指標 実績値 79

(4)達成目標(期待する成果) 達成目標(期待する成果) 指標種類 指　　標 単位 (5)現況値 (6)目標値

当該年度 全国大会等出場奨励金交付人数 直接 交付人数 人 37 150

令和 4年度 全国大会等出場奨励金交付人数 直接 交付人数 人 150

令和 5年度 全国大会等出場奨励金交付人数 直接 交付人数 人 150

(7)事業実施上の課題と対応 代替案検討 ○有 ●無

令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度

政
策

金額(千円) 政
策

予算額(千円) 決算額(千円) 政
策

金額(千円) 政
策

金額(千円)内　　容 内　　容 内　　容 内　　容

スポーツ大会出場奨励金 2,800 スポーツ大会出場奨励金 2,800 102 スポーツ大会出場奨励金 2,800 スポーツ大会出場奨励金 2,800
スポーツ振興功労表彰 100 スポーツ振興功労表彰 100 25 スポーツ振興功労表彰 100 スポーツ振興功労表彰 100
懸垂幕設置・撤去業務委託料 203 スポーツ大会バス借り上げ料 1,133 322 スポーツ大会バス借り上げ料 1,159 スポーツ大会バス借り上げ料 1,159
スポーツ大会バス借り上げ料 1,159 エコマラソン負担金 2,982 1,538 エコマラソン負担金 2,982 エコマラソン負担金 2,982
エコマラソン負担金 3,111 スポーツ振興応援団賛助金 50 50 スポーツ振興応援団賛助金 50 スポーツ振興応援団賛助金 50
スポーツ振興応援団賛助金 50 スポーツ振興基金積立金 53 1,786 スポーツ振興基金積立金 53 スポーツ振興基金積立金 53
スポーツ振興基金積立金 48

実施内容 一般事務費 一般事務費 一般事務費 一般事務費
旅費 8 旅費 115 0 旅費 8 旅費 8

(8)施行事項
費　　用 消耗品費 57 消耗品費 56 50 消耗品費 56 消耗品費 56

燃料費 182 燃料費 159 101 燃料費 159 燃料費 159
公用車修繕料 136 公用車修繕料 79 78 公用車修繕料 136 公用車修繕料 79
公用車車検等手数料 62 公用車車検等手数料 55 55 公用車車検等手数料 62 公用車車検等手数料 55
公用車自賠責保険料 43 公用車自賠責保険料 16 14 公用車自賠責保険料 43 公用車自賠責保険料 16
公用車重量税 12 公用車重量税 5 5 公用車重量税 12 公用車重量税 5

【予備費】懸垂幕・横断幕作成委託料 63 63
【予備費】弁護士委託料 330 330
【９月補正】エコマラソン負担金 △1,444
【３月補正】スポーツ振興基金積立金 1,833
【３月補正】その他合計 △2,075

予算(決算)額 合　　計 7,971 合　　計 6,310 4,519 合　　計 7,620 合　　計 7,522
国庫支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
県支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
起債 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0 0 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0

(9)財源内訳
一般財源 7,971 6,310 4,519 7,620 7,522

その他の財源 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0
換算人数(人) 0.52 0.53 0.53 0.52 0.52
正職員人件費 4,524 4,717 4,717 4,628 4,628

(10)人件費等
嘱託職員報酬額 0 0 0 0 0
臨時職員賃金額 0 0 0 0 0

事業費(予算(決算)額＋正職員人件費) 12,495 11,027 9,236 12,248 12,150
(11)単位費用

83.3千円／人 73.51千円／人 116.91
    (事業費／活動結果指標)

２．事業の評価(DO+CHECK)

評価項目 事　前　評　価 事　後　評　価（評価結果に応じ、改善案検討（拡充も含む）） 改善検討

必
　
要
　
性

スポーツの振興を図るために、スポーツ団体や選手、手賀沼エコマラソン、スポーツ振興応援団に対して支援を行うこと ●①事前確認での想定どおり
が必要である。 ○②事前確認での想定どおりでなかった

(1)事業が今必要である理由・ ○要
   背景は？(事業の必要性) ＜想定どおりとした理由／想定どおりでなかった原因＞ ●不要

手賀沼エコマラソンやスポーツ振興応援団、市内スポーツ選手の支援をすることは、市のスポーツ施策や市民のスポーツ
への関心を高めるために必要である。

○①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できない ＜その他の内容＞ □①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できなかった ＜市実施の具体的な内容・必要性の理由＞
(理由) □法令等で市が実施することが定められている ■②市が主導で進めなければ実効性がなかった スポーツ大会出場奨励金、手賀沼エコマラソン大会負担金、

□提供主体が市しかない □③市が先導役となったことで市民へ普及が一層 スポーツ振興応援団協賛金の交付
□その他 　促進された

□④市の支援が政策・施策の目標の実現に貢献した
(2)市が実施する必要性は

●②自治体である市が推進すべきである ＜その他の内容＞ □⑤サービス水準が確保された ○要
   あるか？

(理由) □市が主導で進めることにより実効性が得られる □⑥サービスの安定供給基盤が確保された ●不要
   (市実施の必要性)

□市が実施・提供することにより、良質で安定した □⑦その他
サービスが保証される ＜その他の内容＞

■市が支援することにより政策・施策の目標の
実現が図られる

□その他

参
加
・
協
働
の
工
夫

実施した参加・協働の具体的な内容（又は今後、
参加・協働の内容 工夫の具体的な内容 参加・協働の程度・内容

参加・協働が考えられる場合にはその内容）
○①事業計画時に市民の参画有り スポーツ振興応援団については、市民応援団の自主的な活動 コロナのため手賀沼エコマラソンは中止となったが、実行委 ○①当初期待した以上
○②事業実施時に市民の参画有り であり、市と連携して実施 員会形式で事業実施の検討を行った。 ●②当初期待したとおり
○③管理・運営に市民の参画有り ○③当初の期待以下

市民の参加や市民との協働を
●④市民の自主的な活動と連携している ○要

工夫しているか？
○⑤市民と共同で事業を実施 ＜期待した以上となった理由／期待以下であった原因＞ ●不要

(体制づくり)
○⑥その他

＜その他の内容＞

環
境
へ
の
配
慮

配慮の視点 取組む内容 実施した具体的な内容 環境への配慮

□①自然環境を生かしている ●①想定どおり
□②生き物と共存している ○②想定どおりでなかった
□③手賀沼を意識している

環境に配慮して事業を進めて
□④環境負荷低減に貢献している ＜想定どおりでなかった原因＞ ○要

いるか？
■⑤その他 ●不要

＜その他の内容＞
該当なし

効
　
率
　
性

現況値(a)(人) 目標値(b)(人) 目標値の妥当性のチェック 達成状況 ○①目標値達成
●②目標値未達成

■①客観的なデータ・事実に基づき設定している 実績値(f)(人) 達成率(％)
(1)目標設定は適切か？ □②現況値と比べ実現性が乏しい値ではない (f/b×100) ○要

＜目標を達成した理由／未達成となった原因＞
37 150 □③現況値との差が小さい値ではない ●不要

新型コロナウイルスの影響により、中止となる大会が多く、出場者が少なかった
□④適当な比較対象が有る場合、比較対象例における目標値(と現況値の差)と 79 52.67

。
　同等の水準である

対策実施による事業費削減 実施予定の対策 実施状況 ●①想定事業費未満 事業費の削減対策について
○②概ね想定事業費以内

事業費削減額(d) □①国・県助成制度活用 □⑤ＰＦＩ等民間資本の活用 対事業費(％) ●①事前の想定どおり
事業費(c)(千円) 実績値(g)(千円) ○③想定事業費超過

(千円) ■②現有体制での対応 □⑥受益者負担 (g/c)×100 ○②事前の想定どおりでなかった
□③維持管理費の削減策の実施 □⑦その他

(2)事業費削減の工夫をして 11,027 1,468 9,236 83.76
□④民間委託 ＜想定どおり削減できなかった原因＞ ○要

   いるか？
事業費削減率(％) ＜削減の内容＞ ＜超過理由等＞ ●不要

新型コロナウイルスの影響により、中止となる大会が多く、出場者が少
なかった。手賀沼エコマラソンも中止となった。

11.75

目標値対事業費(e) 計算方法 達成状況 ○①目標値以上 ＜目標値以上となった理由／目標値以下であった原因＞
(3)目標値を実現する為に ○②目標値と同程度 新型コロナウイルスの影響により、中止となる大会が多

単位 費用単位 ●①単年度の指標：目標値×費用単位／事業費 対目標値(％) ○要
   投じる事業費は適正か？ 実績値(h) ●③目標値以下 く、出場者が少なかった。

○②複数年度の指標：(目標値－現況値)×費用単位／事業費 (h/e)×100 ●不要
   (目標対費用) 1.36

人 10万円 0.86 63.24

３．事後評価

○現状どおり推進 ○拡充 ○縮小 ●結合 ○休止 ○廃止 ○事業手法見直し ○その他(事業完了など)

評
　
価

評価コメント 改善策及び展開方向
事務事業の見直しによる結合。令和４年度からは結合後の事務事業の中で一体的に推進していく。 令和４年度からは結合後の事務事業の中で一体的に推進していく。

様式第３号 事務事業評価表（令和 3年度）

事業コード 1153 課コード 1602 会計種別 一般会計 予算の種類 □政策 ■経常 □なし

１．事業の概要(PLAN)

基本事業 スポーツ団体・クラブとスポーツ選手への支援 実施計画への
①事業名 ●有 ○無 ②部課名 生涯学習部・文化・スポーツ課

個別事業 スポーツ振興事業 位置づけ

③事業主体 ●市 ○その他（ ） ④対象地区 □我孫子 □天王台 □湖北 □新木 □布佐 ■全市

⑤事業期間 平成29年度 ～ ⑥担当職員数 5 人 (換算人数 0.53 人）
(1)事業概要

(当　初) 12,320 千円 (うち人件費 4,717 千円）⑦事業費
総事業費 75,010 千円 当該(開始)年度

(人件費含む) (変更後) 11,027 千円 (うち人件費 4,717 千円）

施策 重点プロジェクト 基本計画地区別 部門別計画への
⑧施策の位置づけ 51303 重点なし ○有 ●無 (計画名) 第３次生涯学習推進計画

コード への位置づけ 計画への位置づけ 位置づけ

気軽にスポーツを楽しめるよう、



ため、指定文化財制度や登録文化財制度 「我孫子の大正・昭和文化遺産」を構成する旧村川別荘の魅力を高め、周辺の文化ポイントと連携させて、
施策目的・

(2)目的 による文化財の保存をより強化します。また、手賀沼文化拠点整備計画に基づき、史跡などの文化財を計画 事業目的 多くの人にその価値を感じてもらえるようにする。
展開方向

的に整備してネットワーク化を進め、その活用と魅力の向上に努めます。
・史跡･文化財の活用を図るため、旧村川別荘をはじめとする文化財施設の適切な管理と効果的なソフト展 ・通年　ボランティアガイドによる旧村川別荘の魅力アップ
開を進める。 ・年に数回　各施設におけるイベントや企画展の実施
・旧村川別荘でのボランティアガイドの展開やイベントの実施、湖北郷土資料室の展示やその背景となる文 当該年度 ・通年　各施設における風通し、清掃などの維持管理の実施
化財整理室での文化財の整理作業などを実施する。 執行計画 ・湖北郷土資料室を活用した展示会の実施

(3)事業内容 内　　容 ・文化財整理室照明器具、LED更新工事を行う
・志賀直哉邸跡書斎の修繕工事を行う
年間入場者数 想定値 4,900当該年度

単位 人
活動結果指標 実績値 4,119

(4)達成目標(期待する成果) 達成目標(期待する成果) 指標種類 指　　標 単位 (5)現況値 (6)目標値

当該年度 旧村川別荘など文化財施設の魅力を向上させ、来場者を呼び込む 直接 年間来場者数（旧村川別荘） 人 3,093 4,900

令和 4年度 旧村川別荘など文化財施設の魅力を向上させ、来場者を呼び込む 直接 年間来場者数（旧村川別荘） 人 5,000

令和 5年度 旧村川別荘など文化財施設の魅力を向上させ、来場者を呼び込む 直接 年間来場者数（旧村川別荘） 人 5,100

周辺の史跡や観光スポットなどとの連携により、効果的に事業が実施できるよう、関係部署、関係機関との連携が重要である。
(7)事業実施上の課題と対応 代替案検討 ○有 ●無

令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度

政
策

金額(千円) 政
策

予算額(千円) 決算額(千円) 政
策

金額(千円) 政
策

金額(千円)内　　容 内　　容 内　　容 内　　容

16需用費（消耗品・燃料費・食糧費） 133 16需用費（消耗品・燃料費・食糧費） 131 8 16需用費（消耗品・燃料費・食糧費） 131 16需用費（消耗品・燃料費・食糧費） 131
16使用料及び賃借料 2 16使用料及び賃借料 2 0 16使用料及び賃借料 2 16使用料及び賃借料 2
40需用費（消耗品・燃料・光熱水費） 660 40需用費（消耗品・燃料・光熱水費） 725 631 40需用費（消耗品・燃料・光熱水費） 725 40需用費（消耗品・燃料・光熱水費） 725
40役務費（通信運搬・その他保険料） 189 40役務費（通信運搬・その他保険料） 187 176 40役務費（通信運搬・その他保険料） 187 40役務費（通信運搬・その他保険料） 187
40委託料（施設設備保守点検・警備・ 4,224 40委託料（施設設備保守点検・警備・ 4,070 4,022 40委託料（施設設備保守点検・警備・ 4,070 40委託料（施設設備保守点検・警備・ 4,070
草刈・樹木管理・施設管理） 草刈・樹木管理・施設管理） 草刈・樹木管理・施設管理） 草刈・樹木管理・施設管理）
41需用費（施設修繕料） 366 41需用費（施設修繕料） 396 457 41需用費（施設修繕料） 1,153 41需用費（施設修繕料） 1,153

実施内容 98需用費（消耗品） 25 ＊ 41工事請負費（文化財整理室照明器具 1,205 1,151 98需用費（消耗品） 25 98需用費（消耗品） 25
98需用費（修繕料：ｶﾗｰ複合機ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽ 480 LED更新工事） 98需用費（修繕料：ｶﾗｰ複合機ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽ 480 98需用費（修繕料：ｶﾗｰ複合機ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽ 480

(8)施行事項
費　　用 ﾁｬｰｼﾞ） 98需用費（消耗品） 25 25 ﾁｬｰｼﾞ） ﾁｬｰｼﾞ）

98役務費（通信運搬費：FAX通話料） 53 98需用費（修繕料：ｶﾗｰ複合機ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽ 480 199 98役務費（通信運搬費：FAX通話料） 53 98役務費（通信運搬費：FAX通話料） 53
98使用料及び賃借料（ｶﾗｰ複合機） 185 ﾁｬｰｼﾞ） 98使用料及び賃借料（ｶﾗｰ複合機） 185 98使用料及び賃借料（ｶﾗｰ複合機） 185
12委託料（除幕式設営） 109 98役務費（通信運搬費：FAX通話料） 53 38
（流用）草刈委託料 △73 98使用料及び賃借料（ｶﾗｰ複合機） 185 182
（流用）照明修繕　 73 ＊ 41需用費（施設修繕料）志賀直哉邸 757 746
（流用）下水管修繕 16
（流用）委託料（除幕式設営）ｺﾛﾅ △48 予備費　施設修繕料 61
（流用）補償補填（除幕式設営）ｺﾛﾅ 48 予備費　修繕料 164

流用　通信運搬費（考古遺物整理）へ △47

予算(決算)額 合　　計 6,442 合　　計 8,394 7,635 合　　計 7,011 合　　計 7,011
国庫支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
県支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
起債 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0 0 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0

(9)財源内訳
一般財源 6,436 7,694 7,635 7,011 7,011

その他の財源 □特会 ■受益 □基金 □その他 6 □特会 □受益 ■基金 ■その他 700 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0
換算人数(人) 0.27 0.26 0.26 0.27 0.27
正職員人件費 2,349 2,314 2,314 2,403 2,403

(10)人件費等
嘱託職員報酬額 0 0 0 0 0
臨時職員賃金額 0 0 0 0 0

事業費(予算(決算)額＋正職員人件費) 8,791 10,708 9,949 9,414 9,414
(11)単位費用

29.3千円／日 2.19千円／人 2.42
    (事業費／活動結果指標)

２．事業の評価(DO+CHECK)

評価項目 事　前　評　価 事　後　評　価（評価結果に応じ、改善案検討（拡充も含む）） 改善検討

必
　
要
　
性

・旧村川別荘は、かつて明治・大正期に別荘地として文化人に好まれた我孫子の歴史を物語る貴重な史跡であり、手賀沼 ●①事前確認での想定どおり
のほとりには他にも別荘地が存在するが、建物が完全な形で残っているのはこの１箇所のみである。平成１９年に市指定 ○②事前確認での想定どおりでなかった

(1)事業が今必要である理由・ 文化財となった。また、嘉納治五郎別荘跡や志賀直哉邸跡も、我孫子の歴史を物語る貴重な史跡である。加えて、埋蔵文 ○要
   背景は？(事業の必要性) 化財や郷土資料などを展示、整理している展示室や整理室も、広く情報発信していく拠点である。 ＜想定どおりとした理由／想定どおりでなかった原因＞ ●不要

・このような文化財施設を最大限活用し、我孫子の貴重な歴史を市民に広く知ってもらい、未来へ受け継いでいく必要が 旧村川別荘は指定文化財であり、市民が実際見て触れることができる大正時代の貴重な別荘建物である。
ある。 湖北郷土資料室については、校外学習や生涯学習での団体利用が多かった。
●①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できない ＜その他の内容＞ ■①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できなかった ＜市実施の具体的な内容・必要性の理由＞
(理由) □法令等で市が実施することが定められている □②市が主導で進めなければ実効性がなかった 市所有の文化財の管理・活用であり、専門性も極めて高く、

■提供主体が市しかない □③市が先導役となったことで市民へ普及が一層 公共事業として実施すべきものである。
□その他 　促進された

□④市の支援が政策・施策の目標の実現に貢献した
(2)市が実施する必要性は

○②自治体である市が推進すべきである ＜その他の内容＞ □⑤サービス水準が確保された ○要
   あるか？

(理由) □市が主導で進めることにより実効性が得られる □⑥サービスの安定供給基盤が確保された ●不要
   (市実施の必要性)

□市が実施・提供することにより、良質で安定した □⑦その他
サービスが保証される ＜その他の内容＞

□市が支援することにより政策・施策の目標の
実現が図られる

□その他

参
加
・
協
働
の
工
夫

実施した参加・協働の具体的な内容（又は今後、
参加・協働の内容 工夫の具体的な内容 参加・協働の程度・内容

参加・協働が考えられる場合にはその内容）
○①事業計画時に市民の参画有り 旧村川別荘では、市民ボランティアガイドが活動している。 新型コロナウイルス感染症の影響でガイド活動の日数は減少 ○①当初期待した以上
○②事業実施時に市民の参画有り しているものの、月例会は定期的に行うなど、継続して活動 ○②当初期待したとおり
●③管理・運営に市民の参画有り を行っている。 ●③当初の期待以下

市民の参加や市民との協働を
○④市民の自主的な活動と連携している ○要

工夫しているか？
○⑤市民と共同で事業を実施 ＜期待した以上となった理由／期待以下であった原因＞ ●不要

(体制づくり)
○⑥その他 新型コロナウイルス感染症の影響のため。

＜その他の内容＞

環
境
へ
の
配
慮

配慮の視点 取組む内容 実施した具体的な内容 環境への配慮

■①自然環境を生かしている 旧村川別荘等で、手賀沼沿いに広がった自然環境を保存継承 四季折々の草花や樹木など、自然環境を活かしている。 ●①想定どおり
□②生き物と共存している している。 ○②想定どおりでなかった
■③手賀沼を意識している

環境に配慮して事業を進めて
□④環境負荷低減に貢献している ＜想定どおりでなかった原因＞ ○要

いるか？
□⑤その他 ●不要

＜その他の内容＞

効
　
率
　
性

現況値(a)(人) 目標値(b)(人) 目標値の妥当性のチェック 達成状況 ○①目標値達成
●②目標値未達成

□①客観的なデータ・事実に基づき設定している 実績値(f)(人) 達成率(％)
(1)目標設定は適切か？ ■②現況値と比べ実現性が乏しい値ではない (f/b×100) ○要

＜目標を達成した理由／未達成となった原因＞
3,093 4,900 □③現況値との差が小さい値ではない ●不要

新型コロナウイルス感染症の影響で、毎年多くの人が来場するイベントが中止と
□④適当な比較対象が有る場合、比較対象例における目標値(と現況値の差)と 4,119 84.06

なったため
　同等の水準である

対策実施による事業費削減 実施予定の対策 実施状況 ○①想定事業費未満 事業費の削減対策について
●②概ね想定事業費以内

事業費削減額(d) □①国・県助成制度活用 □⑤ＰＦＩ等民間資本の活用 対事業費(％) ●①事前の想定どおり
事業費(c)(千円) 実績値(g)(千円) ○③想定事業費超過

(千円) ■②現有体制での対応 □⑥受益者負担 (g/c)×100 ○②事前の想定どおりでなかった
□③維持管理費の削減策の実施 □⑦その他

(2)事業費削減の工夫をして 10,708 △1,917 9,949 92.91
□④民間委託 ＜想定どおり削減できなかった原因＞ ○要

   いるか？
事業費削減率(％) ＜削減の内容＞ ＜超過理由等＞ ●不要

△21.81

目標値対事業費(e) 計算方法 達成状況 ○①目標値以上 ＜目標値以上となった理由／目標値以下であった原因＞
(3)目標値を実現する為に ●②目標値と同程度 新型コロナウイルス感染症の影響で、イベントの中止が

単位 費用単位 ●①単年度の指標：目標値×費用単位／事業費 対目標値(％) ○要
   投じる事業費は適正か？ 実績値(h) ○③目標値以下 生じたため。

○②複数年度の指標：(目標値－現況値)×費用単位／事業費 (h/e)×100 ●不要
   (目標対費用) 45.76

人 10万円 41.4 90.47

３．事後評価

○現状どおり推進 ○拡充 ○縮小 ●結合 ○休止 ○廃止 ○事業手法見直し ○その他(事業完了など)

評
　
価

評価コメント 改善策及び展開方向
事務事業の見直しによる結合。令和4年度からは結合後の事務事業の中で一体的に推進していく。 令和4年度からは結合後の事務事業の中で一体的に推進していく。

様式第３号 事務事業評価表（令和 3年度）

事業コード 1521 課コード 1602 会計種別 一般会計 予算の種類 ■政策 ■経常 □なし

１．事業の概要(PLAN)

基本事業 歴史・文化遺産活用 実施計画への
①事業名 ●有 ○無 ②部課名 生涯学習部・文化・スポーツ課

個別事業 文化財施設の管理・活用 位置づけ

③事業主体 ●市 ○その他（ ） ④対象地区 □我孫子 □天王台 □湖北 □新木 □布佐 ■全市

⑤事業期間 平成31年度 ～ ⑥担当職員数 6 人 (換算人数 0.26 人）
(1)事業概要

(当　初) 10,530 千円 (うち人件費 2,314 千円）⑦事業費
総事業費 0 千円 当該(開始)年度

(人件費含む) (変更後) 10,708 千円 (うち人件費 2,314 千円）

施策 重点プロジェクト 基本計画地区別 部門別計画への
⑧施策の位置づけ 53301 重点２ ○有 ●無 (計画名) 手賀沼文化拠点整備計画

コード への位置づけ 計画への位置づけ 位置づけ

我孫子市の歴史や文化、風土をより身近に感じ、ふれあってもらう



井上家住宅（９棟）は、手賀沼干拓の歴史と江戸時代の名主邸の面影を残す貴重な建造物であり、現状維
施策目的・

(2)目的 による文化財の保存をより強化します。また、手賀沼文化拠点整備計画に基づき、史跡などの文化財を計画 事業目的 持管理を続けながら、旧井上家住宅邸内の基本・実施設計を定めて今後の保存・活用を図る。（平成24年12
展開方向

的に整備してネットワーク化を進め、その活用と魅力の向上に努めます。 月28日市の指定文化財に指定）
・旧井上家住宅（９棟）について、建物の寄附を受けその土地を取得する。（平成24年12月28日市の指定文 ・引込線改修工事を行う
化財に指定） ・旧井上家住宅を活用し、まちの賑わいを創出するため、まちづくりを担っている布佐地区まちづくり協議
・布佐地区の中核的な文化財として「我孫子市文化財保存活用地域計画」に位置付け、修繕工事や整備工事 当該年度 会や自治会等と協議を進め、地域活性化の方策を探る。
等と実施し、一般公開をしていく。 執行計画

(3)事業内容 内　　容 ・旧井上家住宅の歴史や建物の価値を多くの人に知ってもらう。
・公開の中では、歴史、文化芸術・観光・環境・地域の活性化など多くの分野で広く活用を進める。

母屋引込線改修工事　進捗率 想定値 100当該年度
単位 ％

活動結果指標 実績値 100

(4)達成目標(期待する成果) 達成目標(期待する成果) 指標種類 指　　標 単位 (5)現況値 (6)目標値

当該年度 母屋引込線改修工事を行う 間接 母屋引込線改修工事　進捗率 ％ 0 100

令和 4年度 建物の保存修理工事等を進めながら、一般公開（部分公開）を行う。 直接 母屋保存整備工事　進捗率 ％ 25

令和 5年度 建物の保存修理工事等を進めながら、一般公開（部分公開）を行う。 直接 母屋保存整備工事　進捗率 ％ 50

今年度は母屋の引込線改修工事を行う。工事に当たっては施設管理課の建築技師に現場監督職員をお願いする。
(7)事業実施上の課題と対応 代替案検討 ○有 ●無

令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度

政
策

金額(千円) 政
策

予算額(千円) 決算額(千円) 政
策

金額(千円) 政
策

金額(千円)内　　容 内　　容 内　　容 内　　容

報償費（講師報償費） 60 報償費（講師報償費） 60 0 報償費（講師報償費） 60 報償費（講師報償費） 60
消耗品費 80 需用費（消耗品費・光熱水費他） 364 1,078 需用費（消耗品費・光熱水費他） 364 需用費（消耗品費・光熱水費他） 364
光熱水費 182 役務費（通信運搬費・その他保険料） 59 56 役務費（通信運搬費・その他保険料） 59 役務費（通信運搬費・その他保険料） 59
施設修繕料 100 委託料（消防設備・警備・草刈他） 4,157 4,000 委託料（消防設備・警備・草刈他） 4,157 委託料（消防設備・警備・草刈他） 4,157
通信運搬費 33 使用料（電柱広告） 37 37 使用料（電柱広告） 37 使用料（電柱広告） 37
その他保険料 24 ＊ 引込線改修に伴う電気工事負担金 100 0
施設設備等保守点検委託料(消防設備) 95 ＊ 引込線改修工事 7,557 5,131 ）

実施内容 警備管理委託料 165 ＊ 警備設備撤去等工事 422 16
草刈委託料 237

(8)施行事項
費　　用 樹木管理委託料 1,342 ３月補正　報償費 △60

建物管理委託料 2,273 ３月補正　工事請負費 △2,678
電柱広告使用料 37 ３月補正　電気工事負担金 △100

＊ 母屋実施設計（継続費　平成31年～ 15,014 予備費　施設修繕料 767
令和2年度）（起債対象）

＊ 旧井上家住宅屋外トイレ設置工事実施 1,491
設計業務委託料（起債対象）
（流用）樹木管理委託料 △16

予算(決算)額 合　　計 21,117 合　　計 10,685 10,318 合　　計 4,677 合　　計 4,677
国庫支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
県支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 66 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
起債 充当率 90 ％ 14,800 充当率 0 ％ 0 0 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0

(9)財源内訳
一般財源 6,317 10,669 10,318 4,677 4,677

その他の財源 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 ■その他 16 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0
換算人数(人) 0.76 0.68 0.68 0.76 0.76
正職員人件費 6,612 6,052 6,052 6,764 6,764

(10)人件費等
嘱託職員報酬額 0 0 0 0 0
臨時職員賃金額 0 0 0 0 0

事業費(予算(決算)額＋正職員人件費) 27,729 16,737 16,370 11,441 11,441
(11)単位費用

277.29千円／％ 167.37千円／％ 163.7
    (事業費／活動結果指標)

２．事業の評価(DO+CHECK)

評価項目 事　前　評　価 事　後　評　価（評価結果に応じ、改善案検討（拡充も含む）） 改善検討

必
　
要
　
性

旧井上家住宅は、我孫子の歴史を語るうえでも非常に貴重な建造物である（平成24年12月28日現在で、国の登録有形文化 ●①事前確認での想定どおり
財から市の指定文化財となる）。こうした我孫子の貴重な建物を市内外問わず多くの方々に知ってもらい、我孫子の歴史 ○②事前確認での想定どおりでなかった

(1)事業が今必要である理由・ を未来へ継承する必要がある。 ○要
   背景は？(事業の必要性) ＜想定どおりとした理由／想定どおりでなかった原因＞ ●不要

我孫子市指定文化財として保存整備を行ったうえで活用する必要がある。

○①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できない ＜その他の内容＞ ■①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できなかった ＜市実施の具体的な内容・必要性の理由＞
(理由) □法令等で市が実施することが定められている □②市が主導で進めなければ実効性がなかった 文化財建造物は、専門的な知識によって組織的に保全・管理

□提供主体が市しかない □③市が先導役となったことで市民へ普及が一層 していくことが必要である。
□その他 　促進された

□④市の支援が政策・施策の目標の実現に貢献した
(2)市が実施する必要性は

●②自治体である市が推進すべきである ＜その他の内容＞ □⑤サービス水準が確保された ○要
   あるか？

(理由) ■市が主導で進めることにより実効性が得られる □⑥サービスの安定供給基盤が確保された ●不要
   (市実施の必要性)

□市が実施・提供することにより、良質で安定した □⑦その他
サービスが保証される ＜その他の内容＞

□市が支援することにより政策・施策の目標の
実現が図られる

□その他

参
加
・
協
働
の
工
夫

実施した参加・協働の具体的な内容（又は今後、
参加・協働の内容 工夫の具体的な内容 参加・協働の程度・内容

参加・協働が考えられる場合にはその内容）
○①事業計画時に市民の参画有り 文化財を活用したイベントで市民と協働し、文化財認知を高 ○①当初期待した以上
○②事業実施時に市民の参画有り めた（SPレコード演奏会、人形展、鉄道模型運転会など）。 ○②当初期待したとおり
○③管理・運営に市民の参画有り ●③当初の期待以下

市民の参加や市民との協働を
○④市民の自主的な活動と連携している ○要

工夫しているか？
○⑤市民と共同で事業を実施 ＜期待した以上となった理由／期待以下であった原因＞ ●不要

(体制づくり)
●⑥その他 新型コロナウイルス感染症の影響で、市民協働イベントは中

止となった。
＜その他の内容＞
部分公開している箇所でイベントを実施している

環
境
へ
の
配
慮

配慮の視点 取組む内容 実施した具体的な内容 環境への配慮

□①自然環境を生かしている 緑地保全のため、植樹を行っている。 ●①想定どおり
□②生き物と共存している ○②想定どおりでなかった
□③手賀沼を意識している

環境に配慮して事業を進めて
□④環境負荷低減に貢献している ＜想定どおりでなかった原因＞ ○要

いるか？
■⑤その他 ●不要

＜その他の内容＞
自然素材をできる限り、リサイクルして建物を修繕している。

効
　
率
　
性

現況値(a)(％) 目標値(b)(％) 目標値の妥当性のチェック 達成状況 ●①目標値達成
○②目標値未達成

■①客観的なデータ・事実に基づき設定している 実績値(f)(％) 達成率(％)
(1)目標設定は適切か？ □②現況値と比べ実現性が乏しい値ではない (f/b×100) ○要

＜目標を達成した理由／未達成となった原因＞
0 100 □③現況値との差が小さい値ではない ●不要

旧井上家住宅電気設備引込線改修工事を行った。
□④適当な比較対象が有る場合、比較対象例における目標値(と現況値の差)と 100 100
　同等の水準である

対策実施による事業費削減 実施予定の対策 実施状況 ○①想定事業費未満 事業費の削減対策について
●②概ね想定事業費以内

事業費削減額(d) □①国・県助成制度活用 □⑤ＰＦＩ等民間資本の活用 対事業費(％) ●①事前の想定どおり
事業費(c)(千円) 実績値(g)(千円) ○③想定事業費超過

(千円) ■②現有体制での対応 □⑥受益者負担 (g/c)×100 ○②事前の想定どおりでなかった
□③維持管理費の削減策の実施 □⑦その他

(2)事業費削減の工夫をして 16,737 10,992 16,370 97.81
□④民間委託 ＜想定どおり削減できなかった原因＞ ○要

   いるか？
事業費削減率(％) ＜削減の内容＞ ＜超過理由等＞ ●不要

荒天の際、母屋の雨樋、式台玄関が破損し、建物に与える被害を拡大さ
せないため、早急に修復が必要となった。

39.64

目標値対事業費(e) 計算方法 達成状況 ○①目標値以上 ＜目標値以上となった理由／目標値以下であった原因＞
(3)目標値を実現する為に ●②目標値と同程度 新型コロナウイルス感染症の影響で、イベントを行うこ

単位 費用単位 ○①単年度の指標：目標値×費用単位／事業費 対目標値(％) ○要
   投じる事業費は適正か？ 実績値(h) ○③目標値以下 とができなかったため。

●②複数年度の指標：(目標値－現況値)×費用単位／事業費 (h/e)×100 ●不要
   (目標対費用) 0.6

％ 10万円 0.61 101.67

３．事後評価

○現状どおり推進 ○拡充 ○縮小 ●結合 ○休止 ○廃止 ○事業手法見直し ○その他(事業完了など)

評
　
価

評価コメント 改善策及び展開方向
事務事業の見直しによる結合。令和4年度からは結合後の事務事業の中で一体的に推進していく。 令和4年度からは結合後の事務事業の中で一体的に推進していく。

様式第３号 事務事業評価表（令和 3年度）

事業コード 1839 課コード 1602 会計種別 一般会計 予算の種類 ■政策 ■経常 □なし

１．事業の概要(PLAN)

基本事業 実施計画への
①事業名 ○有 ○無 ②部課名 生涯学習部・文化・スポーツ課

個別事業 旧井上家住宅の保存と活用 位置づけ

③事業主体 ●市 ○その他（ ） ④対象地区 □我孫子 □天王台 □湖北 □新木 ■布佐 □全市

⑤事業期間 令和 3年度 ～ ⑥担当職員数 5 人 (換算人数 0.68 人）
(1)事業概要

(当　初) 18,808 千円 (うち人件費 6,052 千円）⑦事業費
総事業費 0 千円 当該(開始)年度

(人件費含む) (変更後) 16,737 千円 (うち人件費 6,052 千円）

施策 重点プロジェクト 基本計画地区別 部門別計画への
⑧施策の位置づけ 53301 重点２ ○有 ●無 (計画名)

コード への位置づけ 計画への位置づけ 位置づけ

我孫子市の歴史や文化、風土をより身近に感じ、ふれあってもらうため、指定文化財制度や登録文化財制度 旧



など市のスポーツ施設の適正な維持管理を行うと 体育館施設周辺の土地を活用し、武道ゾーン（弓道場・武道場）の整備として、活動場所の充実を図る。
施策目的・

(2)目的 ともに、民間や近隣市町の体育施設を活用するなど、活動場所の確保に努めます。また、施設の修繕を計画 事業目的
展開方向

的に実施するとともに、新たな武道施設の整備について、手法も含めて慎重に検討を進めていきます。
総合的な武道施設の整備に向けての検討を行う。 整備に向けた検討
・平成２８年度から令和４年度（地権者動向調査、整備手法等の検討）

当該年度
執行計画

(3)事業内容 内　　容

地権者との交渉回数 想定値 0当該年度
単位 ％

活動結果指標 実績値 0

(4)達成目標(期待する成果) 達成目標(期待する成果) 指標種類 指　　標 単位 (5)現況値 (6)目標値

当該年度 整備に向けた検討 間接 地権者との交渉回数 ％ 0 0

令和 4年度 施設整備手法の検討 間接 地権者との交渉回数 ％ 0

令和 5年度 地権者交渉 間接 地権者との交渉回数 ％ 0

・市全体の事業進捗状況をみながらの計画となる。
(7)事業実施上の課題と対応 ・施設の規模や周辺の土地利用計画策定後、基本設計へ移行する。 代替案検討 ○有 ●無

・地権者との調整

令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度

政
策

金額(千円) 政
策

予算額(千円) 決算額(千円) 政
策

金額(千円) 政
策

金額(千円)内　　容 内　　容 内　　容 内　　容

＊ 整備に向けた検討 0 ＊ 整備に向けた検討 0 0 ＊ 整備に向けた検討 0 整備に向けた検討 0

実施内容

(8)施行事項
費　　用

予算(決算)額 合　　計 0 合　　計 0 0 合　　計 0 合　　計 0
国庫支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
県支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
起債 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0 0 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0

(9)財源内訳
一般財源 0 0 0 0 0

その他の財源 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0
換算人数(人) 0.1 0.02 0.02 0.1 0.1
正職員人件費 870 178 178 890 890

(10)人件費等
嘱託職員報酬額 0 0 0 0 0
臨時職員賃金額 0 0 0 0 0

事業費(予算(決算)額＋正職員人件費) 870 178 178 890 890
(11)単位費用

0千円／％ 0千円／％ 0
    (事業費／活動結果指標)

２．事業の評価(DO+CHECK)

評価項目 事　前　評　価 事　後　評　価（評価結果に応じ、改善案検討（拡充も含む）） 改善検討

必
　
要
　
性

市民体育館拡張計画の中で武道施設の整備を計画してたが、地権者との交流が難航し平成１８年に計画を凍結したため市 ●①事前確認での想定どおり
民体育館敷地内に武道場を設置したが、実施種目が限定されている。 ○②事前確認での想定どおりでなかった

(1)事業が今必要である理由・ 学校体育においても武道が必修科目となっている。日本の伝統文化を継承していく必要があるため総合的な武道施設の建 ○要
   背景は？(事業の必要性) 設が必要である。 ＜想定どおりとした理由／想定どおりでなかった原因＞ ●不要

新たな土地買収に関しては、地権者との交渉が必要であり、また、農用地から除外する必要があることから、資料の収集
となっている。

○①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できない ＜その他の内容＞ □①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できなかった ＜市実施の具体的な内容・必要性の理由＞
(理由) □法令等で市が実施することが定められている ■②市が主導で進めなければ実効性がなかった 武道場整備のための資料の整理

□提供主体が市しかない □③市が先導役となったことで市民へ普及が一層
□その他 　促進された

□④市の支援が政策・施策の目標の実現に貢献した
(2)市が実施する必要性は

●②自治体である市が推進すべきである ＜その他の内容＞ □⑤サービス水準が確保された ○要
   あるか？

(理由) ■市が主導で進めることにより実効性が得られる □⑥サービスの安定供給基盤が確保された ●不要
   (市実施の必要性)

□市が実施・提供することにより、良質で安定した □⑦その他
サービスが保証される ＜その他の内容＞

□市が支援することにより政策・施策の目標の
実現が図られる

□その他

参
加
・
協
働
の
工
夫

実施した参加・協働の具体的な内容（又は今後、
参加・協働の内容 工夫の具体的な内容 参加・協働の程度・内容

参加・協働が考えられる場合にはその内容）
●①事業計画時に市民の参画有り 武道団体と意見交換を行い整備していく。 該当なし ○①当初期待した以上
○②事業実施時に市民の参画有り ●②当初期待したとおり
○③管理・運営に市民の参画有り ○③当初の期待以下

市民の参加や市民との協働を
○④市民の自主的な活動と連携している ○要

工夫しているか？
○⑤市民と共同で事業を実施 ＜期待した以上となった理由／期待以下であった原因＞ ●不要

(体制づくり)
○⑥その他

＜その他の内容＞

環
境
へ
の
配
慮

配慮の視点 取組む内容 実施した具体的な内容 環境への配慮

□①自然環境を生かしている ●①想定どおり
□②生き物と共存している ○②想定どおりでなかった
□③手賀沼を意識している

環境に配慮して事業を進めて
□④環境負荷低減に貢献している ＜想定どおりでなかった原因＞ ○要

いるか？
■⑤その他 ●不要

＜その他の内容＞
該当なし

効
　
率
　
性

現況値(a)(％) 目標値(b)(％) 目標値の妥当性のチェック 達成状況 ○①目標値達成
●②目標値未達成

■①客観的なデータ・事実に基づき設定している 実績値(f)(％) 達成率(％)
(1)目標設定は適切か？ □②現況値と比べ実現性が乏しい値ではない (f/b×100) ○要

＜目標を達成した理由／未達成となった原因＞
0 0 □③現況値との差が小さい値ではない ●不要

新たな土地買収に関しては、地権者との交渉が必要であり、また、農用地から除
□④適当な比較対象が有る場合、比較対象例における目標値(と現況値の差)と 0 0

外する必要があることから、資料の収集のみとなっているため。
　同等の水準である

対策実施による事業費削減 実施予定の対策 実施状況 ○①想定事業費未満 事業費の削減対策について
●②概ね想定事業費以内

事業費削減額(d) □①国・県助成制度活用 □⑤ＰＦＩ等民間資本の活用 対事業費(％) ●①事前の想定どおり
事業費(c)(千円) 実績値(g)(千円) ○③想定事業費超過

(千円) ■②現有体制での対応 □⑥受益者負担 (g/c)×100 ○②事前の想定どおりでなかった
□③維持管理費の削減策の実施 □⑦その他

(2)事業費削減の工夫をして 178 692 178 100
□④民間委託 ＜想定どおり削減できなかった原因＞ ○要

   いるか？
事業費削減率(％) ＜削減の内容＞ ＜超過理由等＞ ●不要

79.54

目標値対事業費(e) 計算方法 達成状況 ●①目標値以上 ＜目標値以上となった理由／目標値以下であった原因＞
(3)目標値を実現する為に ○②目標値と同程度 資料の収集のみとなっているため。

単位 費用単位 ●①単年度の指標：目標値×費用単位／事業費 対目標値(％) ○要
   投じる事業費は適正か？ 実績値(h) ○③目標値以下

○②複数年度の指標：(目標値－現況値)×費用単位／事業費 (h/e)×100 ●不要
   (目標対費用) 0

％ 10万円 0 NaN (非数値)

３．事後評価

○現状どおり推進 ○拡充 ○縮小 ●結合 ○休止 ○廃止 ○事業手法見直し ○その他(事業完了など)

評
　
価

評価コメント 改善策及び展開方向
事務事業の見直しによる結合。令和４年度からは結合後の事務事業の中で一体的に推進していく。 令和４年度からは結合後の事務事業の中で一体的に推進していく。

様式第３号 事務事業評価表（令和 3年度）

事業コード 1988 課コード 1602 会計種別 一般会計 予算の種類 ■政策 □経常 □なし

１．事業の概要(PLAN)

基本事業 スポーツ施設の管理・整備と民間施設等の活用 実施計画への
①事業名 ○有 ○無 ②部課名 生涯学習部・文化・スポーツ課

個別事業 武道施設の建設整備の検討 位置づけ

③事業主体 ●市 ○その他（ ） ④対象地区 □我孫子 □天王台 □湖北 □新木 □布佐 □全市

⑤事業期間 平成25年度 ～ 令和 3年度 ⑥担当職員数 2 人 (換算人数 0.02 人）
(1)事業概要

(当　初) 178 千円 (うち人件費 178 千円）⑦事業費
総事業費 0 千円 当該(開始)年度

(人件費含む) (変更後) 千円 (うち人件費 千円）

施策 重点プロジェクト 基本計画地区別 部門別計画への
⑧施策の位置づけ 51301 重点なし ●有 ○無 (計画名) 第３次生涯学習推進計画

コード への位置づけ 計画への位置づけ 位置づけ

安全で快適に活動できる環境を整備するため、市民体育館



共事業に伴い消滅する埋蔵文化財を歴史的資産として後世に伝えるため、記録保存を目的とした発掘調査
施策目的・

(2)目的 史資料の調査を進め、適切に記録保存します。また、報告書や資料集を刊行して、その成果を市民に還元し 事業目的 を実施する。
展開方向

ます。
公共事業（学校校舎建設、市が関わる開発等の事業）に伴い、現状変更の結果、消滅してしまう埋蔵文化財 試掘、確認調査の結果を受けて本調査を行う場合、出来るだけ速やかに実施し、年度内に調査終了するよう
を発掘調査することにより、遺跡に伴う情報を正確に記録し、報告書刊行までの基礎整理作業を行い、後世 調整を図る。
に歴史的資産として伝えていく。 当該年度 幼稚園移転に伴う発掘調査を出来るだけ速やかに実施し、年度内に調査終了するよう調整を図る。

執行計画
(3)事業内容 内　　容

発掘調査執行率 想定値 100当該年度
単位 ％

活動結果指標 実績値 0

(4)達成目標(期待する成果) 達成目標(期待する成果) 指標種類 指　　標 単位 (5)現況値 (6)目標値

当該年度 発掘調査執行率 直接 発掘調査執行率 ％ 100 100

令和 4年度 発掘調査執行率 直接 発掘調査執行率 ％ 100

令和 5年度 発掘調査執行率 直接 発掘調査執行率 ％ 100

公共事業に伴うため、発掘の件数が前年度後半にならなくては予想できない。
(7)事業実施上の課題と対応 代替案検討 ○有 ●無

令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度

政
策

金額(千円) 政
策

予算額(千円) 決算額(千円) 政
策

金額(千円) 政
策

金額(千円)内　　容 内　　容 内　　容 内　　容

需用費（消耗品・印本費） 10 需用費（消耗品・印本費） 30 7 需用費（消耗品・印本費） 30 需用費（消耗品・印本費） 30
使用賃借料（重機借上） 54 委託料（遺物処理） 100 0 委託料（遺物処理） 100 委託料（遺物処理） 100
公共事業発掘調査を行う会計年度任用 90 使用賃借料（重機借上） 211 75 使用賃借料（重機借上） 211 使用賃借料（重機借上） 211
職員 公共事業発掘調査を行う会計年度任用 115 0 公共事業発掘調査を行う会計年度任用 115 公共事業発掘調査を行う会計年度任用 115

＊ 需用費（消耗品・印本費） 70 職員 職員 職員
＊ 委託料（遺物処理） 100
＊ 使用料及び賃借料 291

実施内容 ＊ 公共事業発掘調査を行う会計年度任用 1,900
職員

(8)施行事項
費　　用

予算(決算)額 合　　計 2,515 合　　計 456 82 合　　計 456 合　　計 456
国庫支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
県支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
起債 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0 0 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0

(9)財源内訳
一般財源 2,515 456 82 456 456

その他の財源 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0
換算人数(人) 0.11 0.11 0.11 0.11 0.11
正職員人件費 957 979 979 979 979

(10)人件費等
嘱託職員報酬額 0 0 0 0 0
臨時職員賃金額 0 0 0 0 0

事業費(予算(決算)額＋正職員人件費) 3,472 1,435 1,061 1,435 1,435
(11)単位費用

34.72千円／％ 14.35千円／％ 0
    (事業費／活動結果指標)

２．事業の評価(DO+CHECK)

評価項目 事　前　評　価 事　後　評　価（評価結果に応じ、改善案検討（拡充も含む）） 改善検討

必
　
要
　
性

公共事業は市民のために行う事業であるため、埋蔵文化財発掘調査が公共事業の進捗の妨げにならないよう、速やかに実 ●①事前確認での想定どおり
施する必要がある。 ○②事前確認での想定どおりでなかった

(1)事業が今必要である理由・ ○要
   背景は？(事業の必要性) ＜想定どおりとした理由／想定どおりでなかった原因＞ ●不要

埋蔵文化財包蔵地内で、公共事業計画があったため。

○①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できない ＜その他の内容＞ ■①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できなかった ＜市実施の具体的な内容・必要性の理由＞
(理由) □法令等で市が実施することが定められている □②市が主導で進めなければ実効性がなかった 発掘調査は市が直営事業で実施するものであり、小規模な調

□提供主体が市しかない □③市が先導役となったことで市民へ普及が一層 査でも速やかに体制を組んで実施する必要があり、専門性も
□その他 　促進された 高いため市民団体等では実施できない。

□④市の支援が政策・施策の目標の実現に貢献した
(2)市が実施する必要性は

●②自治体である市が推進すべきである ＜その他の内容＞ □⑤サービス水準が確保された ○要
   あるか？

(理由) □市が主導で進めることにより実効性が得られる □⑥サービスの安定供給基盤が確保された ●不要
   (市実施の必要性)

■市が実施・提供することにより、良質で安定した □⑦その他
サービスが保証される ＜その他の内容＞

□市が支援することにより政策・施策の目標の
実現が図られる

□その他

参
加
・
協
働
の
工
夫

実施した参加・協働の具体的な内容（又は今後、
参加・協働の内容 工夫の具体的な内容 参加・協働の程度・内容

参加・協働が考えられる場合にはその内容）
○①事業計画時に市民の参画有り 公共事業は速やかに実施する必要があり、安全上の理由から ○①当初期待した以上
○②事業実施時に市民の参画有り も市民参加は難しい。 ●②当初期待したとおり
○③管理・運営に市民の参画有り ○③当初の期待以下

市民の参加や市民との協働を
○④市民の自主的な活動と連携している ○要

工夫しているか？
○⑤市民と共同で事業を実施 ＜期待した以上となった理由／期待以下であった原因＞ ●不要

(体制づくり)
●⑥その他

＜その他の内容＞
発掘調査は土木作業的内容が多く、公共事業の円滑な推進のために市民参加になじまないものである。

環
境
へ
の
配
慮

配慮の視点 取組む内容 実施した具体的な内容 環境への配慮

□①自然環境を生かしている 環境に負荷を与えるものではないが、重機などの使用を最小 ●①想定どおり
□②生き物と共存している 限にとどめた。 ○②想定どおりでなかった
□③手賀沼を意識している

環境に配慮して事業を進めて
□④環境負荷低減に貢献している ＜想定どおりでなかった原因＞ ○要

いるか？
■⑤その他 ●不要

＜その他の内容＞
環境に負荷を与えるものではない。

効
　
率
　
性

現況値(a)(％) 目標値(b)(％) 目標値の妥当性のチェック 達成状況 ●①目標値達成
○②目標値未達成

■①客観的なデータ・事実に基づき設定している 実績値(f)(％) 達成率(％)
(1)目標設定は適切か？ □②現況値と比べ実現性が乏しい値ではない (f/b×100) ○要

＜目標を達成した理由／未達成となった原因＞
100 100 □③現況値との差が小さい値ではない ●不要

埋蔵文化財包蔵地内における公共事業に対し、適切に発掘調査が行われた。
□④適当な比較対象が有る場合、比較対象例における目標値(と現況値の差)と 100 100
　同等の水準である

対策実施による事業費削減 実施予定の対策 実施状況 ●①想定事業費未満 事業費の削減対策について
○②概ね想定事業費以内

事業費削減額(d) □①国・県助成制度活用 □⑤ＰＦＩ等民間資本の活用 対事業費(％) ●①事前の想定どおり
事業費(c)(千円) 実績値(g)(千円) ○③想定事業費超過

(千円) ■②現有体制での対応 □⑥受益者負担 (g/c)×100 ○②事前の想定どおりでなかった
□③維持管理費の削減策の実施 □⑦その他

(2)事業費削減の工夫をして 1,435 2,037 1,061 73.94
□④民間委託 ＜想定どおり削減できなかった原因＞ ○要

   いるか？
事業費削減率(％) ＜削減の内容＞ ＜超過理由等＞ ●不要

想定の範囲内で、周知の埋蔵文化財包蔵地内での公共事業発掘調査が行
われた。

58.67

目標値対事業費(e) 計算方法 達成状況 ●①目標値以上 ＜目標値以上となった理由／目標値以下であった原因＞
(3)目標値を実現する為に ○②目標値と同程度 発掘調査の結果、遺構や遺物が確認されなかったため。

単位 費用単位 ●①単年度の指標：目標値×費用単位／事業費 対目標値(％) ○要
   投じる事業費は適正か？ 実績値(h) ○③目標値以下

○②複数年度の指標：(目標値－現況値)×費用単位／事業費 (h/e)×100 ●不要
   (目標対費用) 6.97

％ 10万円 9.43 135.29

３．事後評価

○現状どおり推進 ○拡充 ○縮小 ●結合 ○休止 ○廃止 ○事業手法見直し ○その他(事業完了など)

評
　
価

評価コメント 改善策及び展開方向
事務事業の見直しによる結合。令和4年度からは結合後の事務事業の中で一体的に推進していく。 令和4年度からは結合後の事務事業の中で一体的に推進していく。

様式第３号 事務事業評価表（令和 3年度）

事業コード 2020 課コード 1602 会計種別 一般会計 予算の種類 □政策 ■経常 □なし

１．事業の概要(PLAN)

基本事業 文化財の保護・活用 実施計画への
①事業名 ○有 ○無 ②部課名 生涯学習部・文化・スポーツ課

個別事業 公共事業発掘調査 位置づけ

③事業主体 ●市 ○その他（ ） ④対象地区 □我孫子 □天王台 □湖北 □新木 □布佐 ■全市

⑤事業期間 ～ ⑥担当職員数 3 人 (換算人数 0.11 人）
(1)事業概要

(当　初) 1,435 千円 (うち人件費 979 千円）⑦事業費
総事業費 0 千円 当該(開始)年度

(人件費含む) (変更後) 千円 (うち人件費 千円）

施策 重点プロジェクト 基本計画地区別 部門別計画への
⑧施策の位置づけ 53302 重点なし ○有 ●無 (計画名) 我孫子市第3次生涯学習推進計

コード への位置づけ 計画への位置づけ 位置づけ

開発により滅失する埋蔵文化財や時代の流れにより散逸する歴史資料を後世に継承するため、発掘調査や歴 公



正な維持管理を行うと 市民体育館の管理運営について、指定管理者制度の継続等をとおして施設の適切な管理運営を図る。
施策目的・

(2)目的 ともに、民間や近隣市町の体育施設を活用するなど、活動場所の確保に努めます。また、施設の修繕を計画 事業目的
展開方向

的に実施するとともに、新たな武道施設の整備について、手法も含めて慎重に検討を進めていきます。
市民体育館管理運営を指定管理者と連携して行う。 ・市民体育館等の指定管理者への管理委託

・市民体育館トレーニングマシーンリース
当該年度 ・市民体育館庭球場ＬＥＤ照明リース
執行計画 ・市民体育館メインアリーナＬＥＤ照明リース

(3)事業内容 内　　容 ・第３駐車場拡張に伴う地権者交渉

・市民体育館施設の利用者数 想定値 175,000当該年度
単位 人

活動結果指標 実績値 146,062

(4)達成目標(期待する成果) 達成目標(期待する成果) 指標種類 指　　標 単位 (5)現況値 (6)目標値

当該年度 ・市民体育館等の指定管理者への管理委託 直接 体育館施設の利用者数 人 84,248 175,000
・市民体育館トレーニングマシーンリース

令和 4年度 ・指定管理者制度を活用した効果的・効率的な管理運営 直接 体育館施設の利用者数 人 177,000

令和 5年度 ・指定管理者制度を活用した効果的・効率的な管理運営 直接 体育館施設の利用者数 人 179,000

(7)事業実施上の課題と対応 代替案検討 ○有 ○無

令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度

政
策

金額(千円) 政
策

予算額(千円) 決算額(千円) 政
策

金額(千円) 政
策

金額(千円)内　　容 内　　容 内　　容 内　　容

消耗品費 96 消耗品費 96 91 消耗品費 116 消耗品費 116
火災保険料 186 火災保険料 184 184 火災保険料 184 火災保険料 184
指定管理料 99,766 指定管理料【債務負担】H30～R4 100,763 100,763 指定管理料【債務負担】H30～R4 101,784 指定管理料【債務負担行為設定予定】 101,784
券売機賃借料 419 券売機賃借料設定変更委託料 136 101 券売機賃借料 419 券売機賃借料 419
トレーニングマシーンリース 1,245 券売機賃借料 419 388 トレーニングマシーンリース 500 トレーニングマシーンリース 500
ＡＥＤリース料 40 トレーニングマシーンリース 500 500 ＡＥＤリース料 40 ＡＥＤリース料 40
電柱広告使用料 93 ＡＥＤリース料 40 40 電柱広告使用料 93 電柱広告使用料 93

実施内容 指定管理者選考委員報酬 28 電柱広告使用料 93 93 指定管理者選考委員報酬 56 指定管理者選考委員報酬 28
庭球場ＬＥＤ照明リース 2,592 指定管理者選考委員報酬 28 28 庭球場ＬＥＤ照明リース 2,592 庭球場ＬＥＤ照明リース 2,592

(8)施行事項
費　　用 メインアリーナＬＥＤ照明リース 2,178 庭球場ＬＥＤ照明リース 2,592 2,592 【債務負担】H30～R9 【債務負担】H30～R9

券売機設定変更業務委託料 35 【債務負担】H30～R9 メインアリーナＬＥＤ照明リース 2,178 メインアリーナＬＥＤ照明リース 2,178
備品購入費 563 メインアリーナＬＥＤ照明リース 2,178 2,178 【債務負担】H30～R9 【債務負担】H30～R9
水稲損失補償 150 【債務負担】H30～R9 備品購入費 600 備品購入費 600
特殊建築物定期調査 924 備品購入費 513 2,484 水稲損失補償 150 水稲損失補償 150

＊ 第３駐車場拡張に伴う不動産鑑定業務 572 水稲損失補償 150 71 ＊ 第３駐車場拡張に伴う用地取得（起債 2,837
＊ 第３駐車場拡張に伴う用地測量業務 2,442 ＊ 第３駐車場拡張に伴う地権者交渉 対象）
＊ 第３駐車場拡張に伴う登記図書作成 169 ＊ 【予備費】備品購入費（畳） 4,384
＊ 土地収用法事業認定料 158
＊ 土地収用法新聞広告料 90
＊ 土地収用法事業認定用印紙代金 158

予算(決算)額 合　　計 111,904 合　　計 112,076 109,513 合　　計 111,549 合　　計 108,684
国庫支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
県支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
起債 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0 0 充当率 75 ％ 21,000 充当率 0 ％ 0

(9)財源内訳
一般財源 111,899 112,071 109,513 90,544 108,679

その他の財源 □特会 □受益 □基金 ■その他 5 □特会 □受益 □基金 ■その他 5 0 □特会 □受益 □基金 ■その他 5 □特会 □受益 □基金 ■その他 5
換算人数(人) 0.23 0.19 0.19 0.23 0.23
正職員人件費 2,001 1,691 1,691 2,047 2,047

(10)人件費等
嘱託職員報酬額 0 0 0 0 0
臨時職員賃金額 0 0 0 0 0

事業費(予算(決算)額＋正職員人件費) 113,905 113,767 111,204 113,596 110,731
(11)単位費用

0.65千円／人 0.65千円／人 0.76
    (事業費／活動結果指標)

２．事業の評価(DO+CHECK)

評価項目 事　前　評　価 事　後　評　価（評価結果に応じ、改善案検討（拡充も含む）） 改善検討

必
　
要
　
性

市民体育館は市のスポーツ振興を図るうえで拠点となる施設であり、適正な管理運営を行う事が必要である。 ●①事前確認での想定どおり
○②事前確認での想定どおりでなかった

(1)事業が今必要である理由・ ○要
   背景は？(事業の必要性) ＜想定どおりとした理由／想定どおりでなかった原因＞ ●不要

指定管理者制度を活用した管理運営を行っていることで、市のスポーツ心境拠点施設となっている。

○①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できない ＜その他の内容＞ □①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できなかった ＜市実施の具体的な内容・必要性の理由＞
(理由) □法令等で市が実施することが定められている ■②市が主導で進めなければ実効性がなかった 指定管理者制度の活用

□提供主体が市しかない □③市が先導役となったことで市民へ普及が一層 民間企業のノウハウを活用した事業展開
□その他 　促進された

□④市の支援が政策・施策の目標の実現に貢献した
(2)市が実施する必要性は

●②自治体である市が推進すべきである ＜その他の内容＞ □⑤サービス水準が確保された ○要
   あるか？

(理由) □市が主導で進めることにより実効性が得られる □⑥サービスの安定供給基盤が確保された ●不要
   (市実施の必要性)

□市が実施・提供することにより、良質で安定した □⑦その他
サービスが保証される ＜その他の内容＞

■市が支援することにより政策・施策の目標の
実現が図られる

□その他

参
加
・
協
働
の
工
夫

実施した参加・協働の具体的な内容（又は今後、
参加・協働の内容 工夫の具体的な内容 参加・協働の程度・内容

参加・協働が考えられる場合にはその内容）
○①事業計画時に市民の参画有り 意見箱を活用し、市民からの意見や知恵を生かした管理運営 ○①当初期待した以上
○②事業実施時に市民の参画有り を行った。 ●②当初期待したとおり
○③管理・運営に市民の参画有り ○③当初の期待以下

市民の参加や市民との協働を
○④市民の自主的な活動と連携している ○要

工夫しているか？
○⑤市民と共同で事業を実施 ＜期待した以上となった理由／期待以下であった原因＞ ●不要

(体制づくり)
●⑥その他

＜その他の内容＞
該当なし

環
境
へ
の
配
慮

配慮の視点 取組む内容 実施した具体的な内容 環境への配慮

□①自然環境を生かしている ●①想定どおり
□②生き物と共存している ○②想定どおりでなかった
□③手賀沼を意識している

環境に配慮して事業を進めて
□④環境負荷低減に貢献している ＜想定どおりでなかった原因＞ ○要

いるか？
■⑤その他 ●不要

＜その他の内容＞
該当なし

効
　
率
　
性

現況値(a)(人) 目標値(b)(人) 目標値の妥当性のチェック 達成状況 ○①目標値達成
●②目標値未達成

■①客観的なデータ・事実に基づき設定している 実績値(f)(人) 達成率(％)
(1)目標設定は適切か？ □②現況値と比べ実現性が乏しい値ではない (f/b×100) ○要

＜目標を達成した理由／未達成となった原因＞
84,248 175,000 □③現況値との差が小さい値ではない ●不要

新型コロナウイルス感染症の影響による利用者数の減
□④適当な比較対象が有る場合、比較対象例における目標値(と現況値の差)と 146,062 83.46
　同等の水準である

対策実施による事業費削減 実施予定の対策 実施状況 ○①想定事業費未満 事業費の削減対策について
●②概ね想定事業費以内

事業費削減額(d) □①国・県助成制度活用 □⑤ＰＦＩ等民間資本の活用 対事業費(％) ●①事前の想定どおり
事業費(c)(千円) 実績値(g)(千円) ○③想定事業費超過

(千円) ■②現有体制での対応 □⑥受益者負担 (g/c)×100 ○②事前の想定どおりでなかった
□③維持管理費の削減策の実施 □⑦その他

(2)事業費削減の工夫をして 113,767 138 111,204 97.75
□④民間委託 ＜想定どおり削減できなかった原因＞ ○要

   いるか？
事業費削減率(％) ＜削減の内容＞ ＜超過理由等＞ ●不要

0.12

目標値対事業費(e) 計算方法 達成状況 ○①目標値以上 ＜目標値以上となった理由／目標値以下であった原因＞
(3)目標値を実現する為に ○②目標値と同程度 新型コロナウイルス感染症の影響による利用者数の減

単位 費用単位 ●①単年度の指標：目標値×費用単位／事業費 対目標値(％) ○要
   投じる事業費は適正か？ 実績値(h) ●③目標値以下

○②複数年度の指標：(目標値－現況値)×費用単位／事業費 (h/e)×100 ●不要
   (目標対費用) 153.82

人 10万円 131.35 85.39

３．事後評価

○現状どおり推進 ○拡充 ○縮小 ●結合 ○休止 ○廃止 ○事業手法見直し ○その他(事業完了など)

評
　
価

評価コメント 改善策及び展開方向
事務事業の見直しによる結合。令和４年度からは結合後の事務事業の中で一体的に推進していく。 令和４年度からは結合後の事務事業の中で一体的に推進していく。

様式第３号 事務事業評価表（令和 3年度）

事業コード 2058 課コード 1602 会計種別 一般会計 予算の種類 ■政策 ■経常 □なし

１．事業の概要(PLAN)

基本事業 実施計画への
①事業名 ○有 ○無 ②部課名 生涯学習部・文化・スポーツ課

個別事業 市民体育館管理運営 位置づけ

③事業主体 ○市 ○その他（ ） ④対象地区 □我孫子 □天王台 □湖北 □新木 □布佐 □全市

⑤事業期間 平成30年度 ～ ⑥担当職員数 5 人 (換算人数 0.19 人）
(1)事業概要

(当　初) 109,383 千円 (うち人件費 1,691 千円）⑦事業費
総事業費 0 千円 当該(開始)年度

(人件費含む) (変更後) 113,767 千円 (うち人件費 1,691 千円）

施策 重点プロジェクト 基本計画地区別 部門別計画への
⑧施策の位置づけ 51301 重点なし ○有 ○無 (計画名) 第３次生涯学習推進計画

コード への位置づけ 計画への位置づけ 位置づけ

安全で快適に活動できる環境を整備するため、市民体育館など市のスポーツ施設の適



適に市民体育館を利用できるよう維持補修を行う。
施策目的・

(2)目的 ともに、民間や近隣市町の体育施設を活用するなど、活動場所の確保に努めます。また、施設の修繕を計画 事業目的
展開方向

的に実施するとともに、新たな武道施設の整備について、手法も含めて慎重に検討を進めていきます。
市民体育館の維持補修を行う。 ・テニスコート日除け屋根修繕（５月から６月）

・浄化槽蓋、タラップ修繕（５月～６月）
当該年度 ・送風機修繕（５月～７月）
執行計画

(3)事業内容 内　　容

維持補修進捗率 想定値 100当該年度
単位 ％

活動結果指標 実績値 100

(4)達成目標(期待する成果) 達成目標(期待する成果) 指標種類 指　　標 単位 (5)現況値 (6)目標値

当該年度 ・テニスコート日除け屋根修繕（５月から６月） 直接 維持補修進捗率 ％ 100 100
・浄化槽蓋、タラップ修繕（５月～６月）

令和 4年度 市民体育館維持補修 直接 維持補修進捗率 ％ 100

令和 5年度 市民体育館維持補修 直接 維持補修進捗率 ％ 100

(7)事業実施上の課題と対応 代替案検討 ○有 ○無

令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度

政
策

金額(千円) 政
策

予算額(千円) 決算額(千円) 政
策

金額(千円) 政
策

金額(千円)内　　容 内　　容 内　　容 内　　容

施設修繕 1,420 施設修繕 941 872 施設修繕 1,500 施設修繕 1,500
原材料費 431 原材料費 481 413 原材料費 500 原材料費 500
【予備費】施設修繕料（絶縁修繕） 728
【予備費】施設修繕料（換気・空調） 1,884
【９月補正】自動水栓改修工事費 1,298

実施内容

(8)施行事項
費　　用

予算(決算)額 合　　計 5,761 合　　計 1,422 1,285 合　　計 2,000 合　　計 2,000
国庫支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
県支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
起債 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0 0 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0

(9)財源内訳
一般財源 5,761 1,422 1,285 2,000 2,000

その他の財源 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0
換算人数(人) 0.43 0.45 0.45 0.43 0.43
正職員人件費 3,741 4,005 4,005 3,827 3,827

(10)人件費等
嘱託職員報酬額 0 0 0 0 0
臨時職員賃金額 0 0 0 0 0

事業費(予算(決算)額＋正職員人件費) 9,502 5,427 5,290 5,827 5,827
(11)単位費用

95.02千円／％ 54.27千円／％ 52.9
    (事業費／活動結果指標)

２．事業の評価(DO+CHECK)

評価項目 事　前　評　価 事　後　評　価（評価結果に応じ、改善案検討（拡充も含む）） 改善検討

必
　
要
　
性

スポーツ振興の拠点施設である市民体育館の適切な維持補修を行い安全で快適に利用してもらう。 ●①事前確認での想定どおり
○②事前確認での想定どおりでなかった

(1)事業が今必要である理由・ ○要
   背景は？(事業の必要性) ＜想定どおりとした理由／想定どおりでなかった原因＞ ●不要

市民のスポーツの拠点施設として、安全に利用できるように維持補修していく必要がある。

○①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できない ＜その他の内容＞ □①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できなかった ＜市実施の具体的な内容・必要性の理由＞
(理由) □法令等で市が実施することが定められている ■②市が主導で進めなければ実効性がなかった 市民のスポーツの拠点施設として、安全に利用できるように

□提供主体が市しかない □③市が先導役となったことで市民へ普及が一層 施設の設置者である市が行う必要がある。
□その他 　促進された

□④市の支援が政策・施策の目標の実現に貢献した
(2)市が実施する必要性は

●②自治体である市が推進すべきである ＜その他の内容＞ □⑤サービス水準が確保された ○要
   あるか？

(理由) ■市が主導で進めることにより実効性が得られる □⑥サービスの安定供給基盤が確保された ●不要
   (市実施の必要性)

□市が実施・提供することにより、良質で安定した □⑦その他
サービスが保証される ＜その他の内容＞

□市が支援することにより政策・施策の目標の
実現が図られる

□その他

参
加
・
協
働
の
工
夫

実施した参加・協働の具体的な内容（又は今後、
参加・協働の内容 工夫の具体的な内容 参加・協働の程度・内容

参加・協働が考えられる場合にはその内容）
○①事業計画時に市民の参画有り ○①当初期待した以上
○②事業実施時に市民の参画有り ●②当初期待したとおり
○③管理・運営に市民の参画有り ○③当初の期待以下

市民の参加や市民との協働を
○④市民の自主的な活動と連携している ○要

工夫しているか？
○⑤市民と共同で事業を実施 ＜期待した以上となった理由／期待以下であった原因＞ ●不要

(体制づくり)
●⑥その他

＜その他の内容＞
該当なし

環
境
へ
の
配
慮

配慮の視点 取組む内容 実施した具体的な内容 環境への配慮

□①自然環境を生かしている ●①想定どおり
□②生き物と共存している ○②想定どおりでなかった
□③手賀沼を意識している

環境に配慮して事業を進めて
□④環境負荷低減に貢献している ＜想定どおりでなかった原因＞ ○要

いるか？
■⑤その他 ●不要

＜その他の内容＞
該当なし

効
　
率
　
性

現況値(a)(％) 目標値(b)(％) 目標値の妥当性のチェック 達成状況 ●①目標値達成
○②目標値未達成

■①客観的なデータ・事実に基づき設定している 実績値(f)(％) 達成率(％)
(1)目標設定は適切か？ □②現況値と比べ実現性が乏しい値ではない (f/b×100) ○要

＜目標を達成した理由／未達成となった原因＞
100 100 □③現況値との差が小さい値ではない ●不要

予定した維持補修を実施した。
□④適当な比較対象が有る場合、比較対象例における目標値(と現況値の差)と 100 100
　同等の水準である

対策実施による事業費削減 実施予定の対策 実施状況 ○①想定事業費未満 事業費の削減対策について
●②概ね想定事業費以内

事業費削減額(d) □①国・県助成制度活用 □⑤ＰＦＩ等民間資本の活用 対事業費(％) ●①事前の想定どおり
事業費(c)(千円) 実績値(g)(千円) ○③想定事業費超過

(千円) ■②現有体制での対応 □⑥受益者負担 (g/c)×100 ○②事前の想定どおりでなかった
□③維持管理費の削減策の実施 □⑦その他

(2)事業費削減の工夫をして 5,427 4,075 5,290 97.48
□④民間委託 ＜想定どおり削減できなかった原因＞ ○要

   いるか？
事業費削減率(％) ＜削減の内容＞ ＜超過理由等＞ ●不要

42.89

目標値対事業費(e) 計算方法 達成状況 ○①目標値以上 ＜目標値以上となった理由／目標値以下であった原因＞
(3)目標値を実現する為に ●②目標値と同程度

単位 費用単位 ●①単年度の指標：目標値×費用単位／事業費 対目標値(％) ○要
   投じる事業費は適正か？ 実績値(h) ○③目標値以下

○②複数年度の指標：(目標値－現況値)×費用単位／事業費 (h/e)×100 ●不要
   (目標対費用) 1.84

％ 10万円 1.89 102.72

３．事後評価

○現状どおり推進 ○拡充 ○縮小 ●結合 ○休止 ○廃止 ○事業手法見直し ○その他(事業完了など)

評
　
価

評価コメント 改善策及び展開方向
事務事業の見直しによる結合。令和４年度からは結合後の事務事業の中で一体的に推進していく。 令和４年度からは結合後の事務事業の中で一体的に推進していく。

様式第３号 事務事業評価表（令和 3年度）

事業コード 2059 課コード 1602 会計種別 一般会計 予算の種類 □政策 ■経常 □なし

１．事業の概要(PLAN)

基本事業 実施計画への
①事業名 ○有 ○無 ②部課名 生涯学習部・文化・スポーツ課

個別事業 市民体育館維持補修 位置づけ

③事業主体 ○市 ○その他（ ） ④対象地区 □我孫子 □天王台 □湖北 □新木 □布佐 □全市

⑤事業期間 平成31年度 ～ ⑥担当職員数 5 人 (換算人数 0.45 人）
(1)事業概要

(当　初) 5,427 千円 (うち人件費 4,005 千円）⑦事業費
総事業費 0 千円 当該(開始)年度

(人件費含む) (変更後) 千円 (うち人件費 千円）

施策 重点プロジェクト 基本計画地区別 部門別計画への
⑧施策の位置づけ 51301 重点なし ○有 ○無 (計画名) 第３次生涯学習推進計画

コード への位置づけ 計画への位置づけ 位置づけ

安全で快適に活動できる環境を整備するため、市民体育館など市のスポーツ施設の適正な維持管理を行うと 安全で快



市民体育館など市のスポーツ施設の適正な維持管理を行うと 老朽化している市民体育館施設を計画的に改修し安全で快適に利用できる環境を整備する。
施策目的・

(2)目的 ともに、民間や近隣市町の体育施設を活用するなど、活動場所の確保に努めます。また、施設の修繕を計画 事業目的
展開方向

的に実施するとともに、新たな武道施設の整備について、手法も含めて慎重に検討を進めていきます。
市民体育館施設の計画的な改修を行う。 ・市民体育館ラウンジ・会議室系統空調設備更新工事に伴う設計業務委託（５月～１０月）

当該年度
執行計画

(3)事業内容 内　　容

改修工事進捗率 想定値 100当該年度
単位 ％

活動結果指標 実績値 100

(4)達成目標(期待する成果) 達成目標(期待する成果) 指標種類 指　　標 単位 (5)現況値 (6)目標値

当該年度 ・市民体育館ラウンジ・会議室系統空調設備更新工事に伴う設設計業務委託（５月～１０月） 直接 改修工事進捗率 ％ 0 100

令和 4年度 市民体育館改修 直接 改修工事進捗率 ％ 100

令和 5年度 市民体育館改修 直接 改修工事進捗率 ％ 100

施設の老朽化が著しくため利用者が安全にまた快適に施設を利用していくために計画的な改修が必要である。
(7)事業実施上の課題と対応 代替案検討 ○有 ●無

令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度

政
策

金額(千円) 政
策

予算額(千円) 決算額(千円) 政
策

金額(千円) 政
策

金額(千円)内　　容 内　　容 内　　容 内　　容

＊ 市民体育館大規模改修工事監理委託 4,055 ＊ ラウンジ・会議室系統空調設備更新に 1,292 979 ＊ ラウンジ・会議室系統空調設備更新工 18,927 ＊ 野球場散水用ポンプ設置工事 10,000
＊ （起債、スポーツ振興くじ助成対象） 伴う設計業務委託（起債対象） 事（起債対象） ＊ 野球場防護マット設置工事 12,000
＊ 市民体育館大規模改修工事（起債、 304,920 ＊ 給排水設備更新工事に伴う設計業務委 1,998 ＊ 給排水設備更新工事（起債対象） 48,915

スポーツ振興くじ助成対象） 【３月補正】設計業務委託 △313 託（起債対象） ＊ ガス配管設備更新工事（起債対象） 6,000
＊ 第２変電所等更新工事（起債対象） 17,479
＊ 武道場床修繕（起債対象） 7,211
＊ 野球場外野排水設備工事 3,284

実施内容 ＊ ガス配管設備更新工事に伴う設計業務 630
委託（起債対象）

(8)施行事項
費　　用

予算(決算)額 合　　計 308,975 合　　計 979 979 合　　計 49,529 合　　計 76,915
国庫支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
県支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
起債 充当率 90 ％ 240,000 充当率 90 ％ 1,100 0 充当率 90 ％ 41,600 充当率 90 ％ 49,400

(9)財源内訳
一般財源 6,725 △121 979 7,929 27,515

その他の財源 □特会 □受益 □基金 ■その他 62,250 □特会 □受益 □基金 □その他 0 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0
換算人数(人) 0.43 0.31 0.31 0.43 0.43
正職員人件費 3,741 2,759 2,759 3,827 3,827

(10)人件費等
嘱託職員報酬額 0 0 0 0 0
臨時職員賃金額 0 0 0 0 0

事業費(予算(決算)額＋正職員人件費) 312,716 3,738 3,738 53,356 80,742
(11)単位費用

3,127.16千円／％ 37.38千円／％ 37.38
    (事業費／活動結果指標)

２．事業の評価(DO+CHECK)

評価項目 事　前　評　価 事　後　評　価（評価結果に応じ、改善案検討（拡充も含む）） 改善検討

必
　
要
　
性

市民体育館は、竣工が昭和６１年であり、施設の老朽化が著しく市民が安全で快適に利用するためには、改修工事を進め ●①事前確認での想定どおり
ていく必要がある。 ○②事前確認での想定どおりでなかった

(1)事業が今必要である理由・ ○要
   背景は？(事業の必要性) ＜想定どおりとした理由／想定どおりでなかった原因＞ ●不要

利用者が安全に利用するために引き続き改修工事を進めていく必要がある。

○①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できない ＜その他の内容＞ □①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できなかった ＜市実施の具体的な内容・必要性の理由＞
(理由) □法令等で市が実施することが定められている ■②市が主導で進めなければ実効性がなかった 利用者が安全に利用するために、施設の管理者である市が実

□提供主体が市しかない □③市が先導役となったことで市民へ普及が一層 施する必要がある。
□その他 　促進された

□④市の支援が政策・施策の目標の実現に貢献した
(2)市が実施する必要性は

●②自治体である市が推進すべきである ＜その他の内容＞ □⑤サービス水準が確保された ○要
   あるか？

(理由) ■市が主導で進めることにより実効性が得られる □⑥サービスの安定供給基盤が確保された ●不要
   (市実施の必要性)

□市が実施・提供することにより、良質で安定した □⑦その他
サービスが保証される ＜その他の内容＞

□市が支援することにより政策・施策の目標の
実現が図られる

□その他

参
加
・
協
働
の
工
夫

実施した参加・協働の具体的な内容（又は今後、
参加・協働の内容 工夫の具体的な内容 参加・協働の程度・内容

参加・協働が考えられる場合にはその内容）
○①事業計画時に市民の参画有り 該当なし ○①当初期待した以上
○②事業実施時に市民の参画有り ●②当初期待したとおり
○③管理・運営に市民の参画有り ○③当初の期待以下

市民の参加や市民との協働を
○④市民の自主的な活動と連携している ○要

工夫しているか？
○⑤市民と共同で事業を実施 ＜期待した以上となった理由／期待以下であった原因＞ ●不要

(体制づくり)
●⑥その他

＜その他の内容＞
該当なし

環
境
へ
の
配
慮

配慮の視点 取組む内容 実施した具体的な内容 環境への配慮

□①自然環境を生かしている ●①想定どおり
□②生き物と共存している ○②想定どおりでなかった
□③手賀沼を意識している

環境に配慮して事業を進めて
□④環境負荷低減に貢献している ＜想定どおりでなかった原因＞ ○要

いるか？
■⑤その他 ●不要

＜その他の内容＞
該当なし

効
　
率
　
性

現況値(a)(％) 目標値(b)(％) 目標値の妥当性のチェック 達成状況 ●①目標値達成
○②目標値未達成

■①客観的なデータ・事実に基づき設定している 実績値(f)(％) 達成率(％)
(1)目標設定は適切か？ □②現況値と比べ実現性が乏しい値ではない (f/b×100) ○要

＜目標を達成した理由／未達成となった原因＞
0 100 □③現況値との差が小さい値ではない ●不要

予定通り業務完了することができた
□④適当な比較対象が有る場合、比較対象例における目標値(と現況値の差)と 100 100
　同等の水準である

対策実施による事業費削減 実施予定の対策 実施状況 ○①想定事業費未満 事業費の削減対策について
●②概ね想定事業費以内

事業費削減額(d) □①国・県助成制度活用 □⑤ＰＦＩ等民間資本の活用 対事業費(％) ●①事前の想定どおり
事業費(c)(千円) 実績値(g)(千円) ○③想定事業費超過

(千円) ■②現有体制での対応 □⑥受益者負担 (g/c)×100 ○②事前の想定どおりでなかった
□③維持管理費の削減策の実施 □⑦その他

(2)事業費削減の工夫をして 3,738 308,978 3,738 100
□④民間委託 ＜想定どおり削減できなかった原因＞ ○要

   いるか？
事業費削減率(％) ＜削減の内容＞ ＜超過理由等＞ ●不要

98.8

目標値対事業費(e) 計算方法 達成状況 ○①目標値以上 ＜目標値以上となった理由／目標値以下であった原因＞
(3)目標値を実現する為に ●②目標値と同程度

単位 費用単位 ●①単年度の指標：目標値×費用単位／事業費 対目標値(％) ○要
   投じる事業費は適正か？ 実績値(h) ○③目標値以下

○②複数年度の指標：(目標値－現況値)×費用単位／事業費 (h/e)×100 ●不要
   (目標対費用) 2.68

％ 10万円 2.68 100

３．事後評価

○現状どおり推進 ○拡充 ○縮小 ●結合 ○休止 ○廃止 ○事業手法見直し ○その他(事業完了など)

評
　
価

評価コメント 改善策及び展開方向
事務事業の見直しによる結合。令和４年度からは結合後の事務事業の中で一体的に推進していく。 令和４年度からは結合後の事務事業の中で一体的に推進していく。

様式第３号 事務事業評価表（令和 3年度）

事業コード 2085 課コード 1602 会計種別 一般会計 予算の種類 ■政策 □経常 □なし

１．事業の概要(PLAN)

基本事業 スポーツ・レクリエーション施設の充実と整備 実施計画への
①事業名 ○有 ○無 ②部課名 生涯学習部・文化・スポーツ課

個別事業 市民体育館改修事業 位置づけ

③事業主体 ●市 ○その他（ ） ④対象地区 □我孫子 □天王台 □湖北 □新木 □布佐 □全市

⑤事業期間 令和 2年度 ～ ⑥担当職員数 5 人 (換算人数 0.31 人）
(1)事業概要

(当　初) 4,051 千円 (うち人件費 2,759 千円）⑦事業費
総事業費 0 千円 当該(開始)年度

(人件費含む) (変更後) 3,738 千円 (うち人件費 2,759 千円）

施策 重点プロジェクト 基本計画地区別 部門別計画への
⑧施策の位置づけ 51301 重点なし ○有 ●無 (計画名) 第３次生涯学習推進計画

コード への位置づけ 計画への位置づけ 位置づけ

安全で快適に活動できる環境を整備するため、



地域での体験イベント、国際交流団体など 東京オリンピック・パラリンピック教育推進校でのオリンピア・パラリンアとの交流を通してオリンピック
施策目的・

(2)目的 が実施する講座、展覧会などにより、外国の文化や習慣など、国際理解を深めるための情報を提供します。 事業目的 ・パラリンピックへの関心をより高める。
展開方向

東京オリンピック・パラリンピック教育推進校でのオリンピア・パラリンピアとの交流を通してオリンピッ 東京オリンピック・パラリンピック教育推進校でのオリンピア・パラリンアとの交流を通してオリンピック
ク・パラリンピックへの関心をより高める。 ・パラリンピックへの関心をより高める。

当該年度
執行計画

(3)事業内容 内　　容

事業数 想定値 1当該年度
単位 回

活動結果指標 実績値 1

(4)達成目標(期待する成果) 達成目標(期待する成果) 指標種類 指　　標 単位 (5)現況値 (6)目標値

当該年度 事業数 直接 事業数 回 1 1

令和 4年度 ２０２０年に東京オリンピック・パラリンピックが開催のため事業完了 直接 0

令和 5年度 ２０２０年にオリンピック・パラリンピックが開催されるため事業完了 － 0

(7)事業実施上の課題と対応 代替案検討 ○有 ●無

令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度

政
策

金額(千円) 政
策

予算額(千円) 決算額(千円) 政
策

金額(千円) 政
策

金額(千円)内　　容 内　　容 内　　容 内　　容

＊ オリンピック・パラリンピック 0 ＊ オリンピック・パラリンピック 0 0
教育推進校に係る事業 教育推進校に係る事業
【９月補正】消耗品費 37 【流用】懸垂幕・横断幕作成業務委託料 66 66
【９月補正】講師報償費 34 【流用】懸垂幕・横断幕作成業務委託料 66 66

【予備費】市民体育館仮設トイレ賃借料 44 44
【9月補正】東京オリンピック 30 0
・パラリンピック推進事業　報償費

実施内容 【9月補正】東京オリンピック 40 40
・パラリンピック推進事業　消耗品

(8)施行事項
費　　用

予算(決算)額 合　　計 71 合　　計 246 216 合　　計 0 合　　計 0
国庫支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
県支出金 補助率 100 ％ 70 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
起債 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0 0 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0

(9)財源内訳
一般財源 1 246 216 0 0

その他の財源 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0
換算人数(人) 0.61 0.24 0.24 0 0
正職員人件費 5,307 2,136 2,136 0 0

(10)人件費等
嘱託職員報酬額 0 0 0 0 0
臨時職員賃金額 0 0 0 0 0

事業費(予算(決算)額＋正職員人件費) 5,378 2,382 2,352 0 0
(11)単位費用

5,378千円／回 2,382千円／回 2,352
    (事業費／活動結果指標)

２．事業の評価(DO+CHECK)

評価項目 事　前　評　価 事　後　評　価（評価結果に応じ、改善案検討（拡充も含む）） 改善検討

必
　
要
　
性

東京オリンピック・パラリンピック教育推進校でのオリンピア・パラリンアとの交流を通して子どもたちのオリンピック ●①事前確認での想定どおり
・パラリンピックへの関心を高める。 ○②事前確認での想定どおりでなかった

(1)事業が今必要である理由・ ○要
   背景は？(事業の必要性) ＜想定どおりとした理由／想定どおりでなかった原因＞ ●不要

教育推進校の湖北小学校において、車いす陸上のパラアスリートを招いてオリパラ教育を行うことが出来た。

○①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できない ＜その他の内容＞ □①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できなかった ＜市実施の具体的な内容・必要性の理由＞
(理由) □法令等で市が実施することが定められている ■②市が主導で進めなければ実効性がなかった 教育推進校に認定された湖北小学校と、オリパラ教育を実施

□提供主体が市しかない □③市が先導役となったことで市民へ普及が一層 する必要があるため
□その他 　促進された

□④市の支援が政策・施策の目標の実現に貢献した
(2)市が実施する必要性は

●②自治体である市が推進すべきである ＜その他の内容＞ □⑤サービス水準が確保された ○要
   あるか？

(理由) ■市が主導で進めることにより実効性が得られる □⑥サービスの安定供給基盤が確保された ●不要
   (市実施の必要性)

□市が実施・提供することにより、良質で安定した □⑦その他
サービスが保証される ＜その他の内容＞

□市が支援することにより政策・施策の目標の
実現が図られる

□その他

参
加
・
協
働
の
工
夫

実施した参加・協働の具体的な内容（又は今後、
参加・協働の内容 工夫の具体的な内容 参加・協働の程度・内容

参加・協働が考えられる場合にはその内容）
○①事業計画時に市民の参画有り ○①当初期待した以上
○②事業実施時に市民の参画有り ●②当初期待したとおり
○③管理・運営に市民の参画有り ○③当初の期待以下

市民の参加や市民との協働を
○④市民の自主的な活動と連携している ○要

工夫しているか？
○⑤市民と共同で事業を実施 ＜期待した以上となった理由／期待以下であった原因＞ ●不要

(体制づくり)
●⑥その他

＜その他の内容＞
該当なし

環
境
へ
の
配
慮

配慮の視点 取組む内容 実施した具体的な内容 環境への配慮

□①自然環境を生かしている 該当なし ●①想定どおり
□②生き物と共存している ○②想定どおりでなかった
□③手賀沼を意識している

環境に配慮して事業を進めて
□④環境負荷低減に貢献している ＜想定どおりでなかった原因＞ ○要

いるか？
■⑤その他 ●不要

＜その他の内容＞
該当なし

効
　
率
　
性

現況値(a)(回) 目標値(b)(回) 目標値の妥当性のチェック 達成状況 ●①目標値達成
○②目標値未達成

■①客観的なデータ・事実に基づき設定している 実績値(f)(回) 達成率(％)
(1)目標設定は適切か？ □②現況値と比べ実現性が乏しい値ではない (f/b×100) ○要

＜目標を達成した理由／未達成となった原因＞
1 1 □③現況値との差が小さい値ではない ●不要

教育推進校に認定された湖北小学校及び千葉県教育庁と連携し事業を行うことが
□④適当な比較対象が有る場合、比較対象例における目標値(と現況値の差)と 1 100

出来たため。
　同等の水準である

対策実施による事業費削減 実施予定の対策 実施状況 ○①想定事業費未満 事業費の削減対策について
●②概ね想定事業費以内

事業費削減額(d) □①国・県助成制度活用 □⑤ＰＦＩ等民間資本の活用 対事業費(％) ●①事前の想定どおり
事業費(c)(千円) 実績値(g)(千円) ○③想定事業費超過

(千円) ■②現有体制での対応 □⑥受益者負担 (g/c)×100 ○②事前の想定どおりでなかった
□③維持管理費の削減策の実施 □⑦その他

(2)事業費削減の工夫をして 2,382 2,996 2,352 98.74
□④民間委託 ＜想定どおり削減できなかった原因＞ ○要

   いるか？
事業費削減率(％) ＜削減の内容＞ ＜超過理由等＞ ●不要

55.71

目標値対事業費(e) 計算方法 達成状況 ○①目標値以上 ＜目標値以上となった理由／目標値以下であった原因＞
(3)目標値を実現する為に ●②目標値と同程度

単位 費用単位 ●①単年度の指標：目標値×費用単位／事業費 対目標値(％) ○要
   投じる事業費は適正か？ 実績値(h) ○③目標値以下

○②複数年度の指標：(目標値－現況値)×費用単位／事業費 (h/e)×100 ●不要
   (目標対費用) 0.04

回 10万円 0.04 100

３．事後評価

○現状どおり推進 ○拡充 ○縮小 ○結合 ○休止 ○廃止 ○事業手法見直し ●その他(事業完了など)

評
　
価

評価コメント 改善策及び展開方向
東京オリンピック・パラリンピック開催に伴い事業完了。 東京オリンピック・パラリンピック開催に伴い事業完了。

様式第３号 事務事業評価表（令和 3年度）

事業コード 2235 課コード 1602 会計種別 一般会計 予算の種類 ■政策 □経常 □なし

１．事業の概要(PLAN)

基本事業 実施計画への
①事業名 ○有 ○無 ②部課名 生涯学習部・文化・スポーツ課

個別事業 東京２０２０オリンピック・パラリンピックに向けた取組み 位置づけ

③事業主体 ●市 ○その他（ ） ④対象地区 □我孫子 □天王台 □湖北 □新木 □布佐 □全市

⑤事業期間 令和 3年度 ～ 令和 3年度 ⑥担当職員数 5 人 (換算人数 0.24 人）
(1)事業概要

(当　初) 2,136 千円 (うち人件費 2,136 千円）⑦事業費
総事業費 0 千円 当該(開始)年度

(人件費含む) (変更後) 2,382 千円 (うち人件費 2,136 千円）

施策 重点プロジェクト 基本計画地区別 部門別計画への
⑧施策の位置づけ 43101 重点なし ○有 ○無 (計画名)

コード への位置づけ 計画への位置づけ 位置づけ

市民や子どもたちの国際性を育むため、国際性豊かなイベントや



我孫子市内の文化財を計画的に保存・活用し、次世代への継承をはかるため。
施策目的・

(2)目的 による文化財の保存をより強化します。また、手賀沼文化拠点整備計画に基づき、史跡などの文化財を計画 事業目的
展開方向

的に整備してネットワーク化を進め、その活用と魅力の向上に努めます。
市内に数多く存在する史跡や文化財をネットワーク化し、魅力を向上させて、次世代に継承していく仕組み 協議会を組織・運営し、文化財保存活用地域計画の進行管理を行う。
として、平成19年度に「手賀沼文化拠点整備計画」を策定し、この整備計画に基づき、先導的に我孫子駅南
東地区を中心として平成30年度まで史跡の保存、整備などを実施した。今回の文化財保存活用地域計画は、 当該年度
手賀沼文化拠点整備計画の基本理念と合致するものであり、かつ、市全体を対象とした計画である。この計 執行計画

(3)事業内容 内　　容 画を策定することによって、史跡の計画的かつ継続的な保存と活用につなげていけるものです。

文化財保存活用地域計画協議会の開催回数 想定値 2当該年度
単位 回

活動結果指標 実績値 2

(4)達成目標(期待する成果) 達成目標(期待する成果) 指標種類 指　　標 単位 (5)現況値 (6)目標値

当該年度 文化財保存活用計画の策定・進行管理 直接 文化財保存活用協議会の開催 回 2 2

令和 4年度 文化財保存活用計画の策定・進行管理 直接 文化財保存活用協議会の開催 回 2

令和 5年度 文化財保存活用計画の進行管理 間接 文化財保存活用協議会の開催 回 1

協議会委員として参加する関係各課の協力のもと、計画的に進行管理を行う必要がある。
(7)事業実施上の課題と対応 代替案検討 ○有 ●無

令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度

政
策

金額(千円) 政
策

予算額(千円) 決算額(千円) 政
策

金額(千円) 政
策

金額(千円)内　　容 内　　容 内　　容 内　　容

文化財保存活用地域計画協議会報償費 53 文化財保存活用地域計画協議会報償費 35 35 文化財保存活用地域計画協議会報償費 35 文化財保存活用地域計画協議会報償費 35
（補助金対象）

＊ 旅費（文化庁）（補助金対象） 123
＊ 文化財保存活用地域計画報告書印刷製 284

本費（補助金対象）
＊ 文化財保存活用地域計画概要冊子印刷 121

製本費（補助金対象）
実施内容

(8)施行事項
費　　用

予算(決算)額 合　　計 581 合　　計 35 35 合　　計 35 合　　計 35
国庫支出金 補助率 99.5 ％ 578 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
県支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
起債 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0 0 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0

(9)財源内訳
一般財源 3 35 35 35 35

その他の財源 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0
換算人数(人) 0.13 0.08 0.08 0.13 0.1
正職員人件費 1,131 712 712 1,157 890

(10)人件費等
嘱託職員報酬額 0 0 0 0 0
臨時職員賃金額 0 0 0 0 0

事業費(予算(決算)額＋正職員人件費) 1,712 747 747 1,192 925
(11)単位費用

570.67千円／回 373.5千円／回 373.5
    (事業費／活動結果指標)

２．事業の評価(DO+CHECK)

評価項目 事　前　評　価 事　後　評　価（評価結果に応じ、改善案検討（拡充も含む）） 改善検討

必
　
要
　
性

文化財保存活用地域計画を策定することにより、市内文化財の現状把握、今後の保存・活用見通しを立てることができ、 ●①事前確認での想定どおり
計画的な保存・活用につながる。 ○②事前確認での想定どおりでなかった

(1)事業が今必要である理由・ ○要
   背景は？(事業の必要性) ＜想定どおりとした理由／想定どおりでなかった原因＞ ●不要

文化財を保護するだけでなく活用することを見据え地域計画を策定し、計画書を文化庁に提出した結果、予定どおり認定
を得ることができたことにより、計画に則って事業を進めることができた。

●①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できない ＜その他の内容＞ ■①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できなかった ＜市実施の具体的な内容・必要性の理由＞
(理由) ■法令等で市が実施することが定められている □②市が主導で進めなければ実効性がなかった 市が作成する計画であるため。

□提供主体が市しかない □③市が先導役となったことで市民へ普及が一層
□その他 　促進された

□④市の支援が政策・施策の目標の実現に貢献した
(2)市が実施する必要性は

○②自治体である市が推進すべきである ＜その他の内容＞ □⑤サービス水準が確保された ○要
   あるか？

(理由) □市が主導で進めることにより実効性が得られる □⑥サービスの安定供給基盤が確保された ●不要
   (市実施の必要性)

□市が実施・提供することにより、良質で安定した □⑦その他
サービスが保証される ＜その他の内容＞

□市が支援することにより政策・施策の目標の
実現が図られる

□その他

参
加
・
協
働
の
工
夫

実施した参加・協働の具体的な内容（又は今後、
参加・協働の内容 工夫の具体的な内容 参加・協働の程度・内容

参加・協働が考えられる場合にはその内容）
●①事業計画時に市民の参画有り 協議会委員として市民が参画している 生涯学習審議会の委員を構成員としている。 ○①当初期待した以上
○②事業実施時に市民の参画有り ●②当初期待したとおり
○③管理・運営に市民の参画有り ○③当初の期待以下

市民の参加や市民との協働を
○④市民の自主的な活動と連携している ○要

工夫しているか？
○⑤市民と共同で事業を実施 ＜期待した以上となった理由／期待以下であった原因＞ ●不要

(体制づくり)
○⑥その他

＜その他の内容＞

環
境
へ
の
配
慮

配慮の視点 取組む内容 実施した具体的な内容 環境への配慮

■①自然環境を生かしている 手賀沼周辺の自然環境を加味したうえで、計画を作成してい 環境に負荷を与えるものではない。 ●①想定どおり
□②生き物と共存している る。 ○②想定どおりでなかった
□③手賀沼を意識している

環境に配慮して事業を進めて
□④環境負荷低減に貢献している ＜想定どおりでなかった原因＞ ○要

いるか？
□⑤その他 ●不要

＜その他の内容＞

効
　
率
　
性

現況値(a)(回) 目標値(b)(回) 目標値の妥当性のチェック 達成状況 ●①目標値達成
○②目標値未達成

□①客観的なデータ・事実に基づき設定している 実績値(f)(回) 達成率(％)
(1)目標設定は適切か？ ■②現況値と比べ実現性が乏しい値ではない (f/b×100) ○要

＜目標を達成した理由／未達成となった原因＞
2 2 □③現況値との差が小さい値ではない ●不要

当初の予定どおり、年２回の協議会を開催し、問題点などを検討した。
□④適当な比較対象が有る場合、比較対象例における目標値(と現況値の差)と 2 100
　同等の水準である

対策実施による事業費削減 実施予定の対策 実施状況 ○①想定事業費未満 事業費の削減対策について
●②概ね想定事業費以内

事業費削減額(d) □①国・県助成制度活用 □⑤ＰＦＩ等民間資本の活用 対事業費(％) ●①事前の想定どおり
事業費(c)(千円) 実績値(g)(千円) ○③想定事業費超過

(千円) ■②現有体制での対応 □⑥受益者負担 (g/c)×100 ○②事前の想定どおりでなかった
□③維持管理費の削減策の実施 □⑦その他

(2)事業費削減の工夫をして 747 965 747 100
□④民間委託 ＜想定どおり削減できなかった原因＞ ○要

   いるか？
事業費削減率(％) ＜削減の内容＞ ＜超過理由等＞ ●不要

56.37

目標値対事業費(e) 計算方法 達成状況 ○①目標値以上 ＜目標値以上となった理由／目標値以下であった原因＞
(3)目標値を実現する為に ●②目標値と同程度

単位 費用単位 ●①単年度の指標：目標値×費用単位／事業費 対目標値(％) ○要
   投じる事業費は適正か？ 実績値(h) ○③目標値以下

○②複数年度の指標：(目標値－現況値)×費用単位／事業費 (h/e)×100 ●不要
   (目標対費用) 0.27

回 10万円 0.27 100

３．事後評価

○現状どおり推進 ○拡充 ○縮小 ●結合 ○休止 ○廃止 ○事業手法見直し ○その他(事業完了など)

評
　
価

評価コメント 改善策及び展開方向
事務事業の見直しによる結合。令和4年度からは結合後の事務事業の中で一体的に推進していく。 令和4年度からは結合後の事務事業の中で一体的に推進していく。

様式第３号 事務事業評価表（令和 3年度）

事業コード 2250 課コード 1602 会計種別 一般会計 予算の種類 □政策 ■経常 □なし

１．事業の概要(PLAN)

基本事業 文化財の保護・活用 実施計画への
①事業名 ○有 ●無 ②部課名 生涯学習部・文化・スポーツ課

個別事業 文化財保存活用地域計画の推進 位置づけ

③事業主体 ●市 ○その他（ ） ④対象地区 □我孫子 □天王台 □湖北 □新木 □布佐 ■全市

⑤事業期間 令和 2年度 ～ 令和 5年度 ⑥担当職員数 6 人 (換算人数 0.08 人）
(1)事業概要

(当　初) 747 千円 (うち人件費 712 千円）⑦事業費
総事業費 0 千円 当該(開始)年度

(人件費含む) (変更後) 千円 (うち人件費 千円）

施策 重点プロジェクト 基本計画地区別 部門別計画への
⑧施策の位置づけ 53301 重点２ ○有 ●無 (計画名)

コード への位置づけ 計画への位置づけ 位置づけ

我孫子市の歴史や文化、風土をより身近に感じ、ふれあってもらうため、指定文化財制度や登録文化財制度


